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    人物紹介


    



    



    赤松勇樹（あかまつ・ゆうき）


    九く文もん学園一年二組。


    第二新聞部『お悩み相談コーナー』担当。


    



    遠藤梨乃（えんどう・りの）


    九文学園一年二組。


    『お悩み相談コーナー』の回答者。理系代表。


    



    鈴木いくみ（すずき・いくみ）


    九文学園一年五組。


    『お悩み相談コーナー』の回答者。体育会系代表。


    



    九条ふみ（くじょう・ふみ）


    九文学園一年一組。


    『お悩み相談コーナー』の回答者。文系代表。


    



    村上絵美（むらかみ・えみ）


    九文学園一年三組。


    『お悩み相談コーナー』の回答者。美術系代表。


    



    二階堂彩香（にかいどう・あやか）


    九文学園二年五組。


    第二新聞部の部長。勇樹の従姉妹。


    



    黒川真理（くろかわ・まり）


    九文学園一年四組。オカルト研究会のメンバー。


    



    白河香織（しらかわ・かおり）


    九文学園二年一組。生徒会長。

  



  
    　まだ午後四時過ぎだというのに、すでに日の光は弱く、空はすでに夕焼けを過ぎてハイペースで寒々しい夜がスタンバイに入っている。


    　十二月に入った。異論を差しはさむ余地のない冬である。


    　北から吹きつける強い風がプレハブ造りの部室の窓ガラスをガタガタと揺らしている。


    　まともな暖房器具のない部室は室内でもかなり寒い。


    　ちゃぶ台をはさんで向かい合う第二新聞部部長二に階かい堂どう彩あや香かも、防寒用の膝ひざ掛けにミノムシのように全身くるまっている。


    「勇ゆう樹き、十二月だね」


    　膝掛けのミノから彩香の顔だけがのぞいている。なにやら不満げな表情。十二月になにか恨みでもありそうな口く調ちようだ。


    「すっかり寒くなったね。この部屋にもなにか暖房器具入れないと、厳しいね」


    「違う。そんな話がしたいんじゃない。私たちは新聞部員だよね。ということは、この学校の変化に常にアンテナを張っていなきゃいけないよね」


    「そ、そうだね」


    　言っていることはわかるが、なんでそんなに機嫌が悪いんだ。


    「それで、十二月を迎えるにあたって、勇樹のアンテナはなにか捉とらえた？　この学校で起こっている変化を」


    「みんな、寒そうにしてるね……」


    「違う！　そんなことしかキャッチしないアンテナなら、折れてしまえ」


    　違うって言われても……。人がなにを感じるかに違うも違わないもないと思うが……。相変わらず彩あや香かは僕に妙に厳しい。


    「じゃあなに？　彩香のアンテナにはなにが反応したの？」


    　ついつい僕も強い口く調ちようで言葉を返す。


    　僕の問いに答える代わりに、彩香の手が膝ひざ掛けのミノの中からすっと伸びる。


    　差し出されたのは一通のクリスマスパーティーの招待状だった。


    　白、赤、緑のクリスマスカラーをベースに、中心にはシャンパンゴールドの筆記体で書かれた、「Merryメリー Christmasクリスマス」の文字。


    　……これはリッチなクリスマスパーティーの招待状だ。


    　そんなパーティーに行ったことはないが、はっきりとわかる。このサンタクロースを全面に押し出してこない感じ……。間違いなくリッチなクリスマスパーティーの招待状だ。


    　送り主の名前は生徒会長である白しら河かわ香か織おり。彩香の不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵といってもいい存在だ。


    　香織がらみか……。なんとなく彩香が不機嫌な理由がわかってきた。


    「勇ゆう樹きは知らないだろうけど去年も香織のパーティーがあったの。それで、これがまあ、いけすかないわけ」
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    　彩あや香かは実に憎たらしそうに香か織おりのクリスマスパーティーについて語り始める。


    　香織のパーティーはイケメンの男子、かわいい女子、親がリッチな生徒など、この学校の生徒の中でもランクの高い生徒だけが自宅に招待され、なんとも派手なクリスマスパーティーが開かれるらしい。


    　いまや去年のパーティーの評判から、このパーティーに招待されることがこの学校のなかでも一種のステータスになっているそうだ。


    「ちょっと遊んでいる系の生徒たちは、自分に招待状が届くか、その話ばっかりしてるよ。招待してほしくて、みんな香織に媚こび売ってるんだって」


    　彩香は吐き捨てるように言う。


    　話の流れから察するに、どうやら、僕にそのクリスマスパーティーの[image: ]うわさ話ばなしをキャッチしてほしかったようだ。しかし、香織がなにか不正を行おこなっているならまだしも、ただ豪華なパーティーをするだけでは、特別注目するべき出来事には思えない。


    「生徒会長の家ってすごくお金持ちなんでしょ。リッチなクリスマスパーティーをして当然なんじゃないかな」


    「違う。香織もムカつくけど、そもそもこの学校のリア充だけ集めてパーティーをするって企画自体にムカついてるの！　勇ゆう樹きはムカつかないの？　自宅にプールがあって、プールサイドでパーティーするんだよ。親の金でいい気になってんじゃねーぞって思わない？」


    「まあ……すごいなあ……って」


    　僕の返事に満足がいかなかったのか、彩香は勢いを増してさらにまくし立てる。


    「プールサイドにＤＪブースがあって、ちょっと、トランスっぽい音楽流しながら、カクテルグラスでドリンクを飲むんだぞ！　おまえはビバリーヒルズの高校生か！　って思わないの？」


    「そんなことするんだ。すごいね……」


    「高校生のクセにちょっと縦ノリで踊っちゃったり、はしゃぎすぎた男子が真冬なのにプールに飛び込んじゃったりするんだよ。二度と浮かんでくるんじゃねー！　って思わないの？」


    「ごめん、そこまでは思わないかな」


    「微妙に有名っぽいバンドが来て、ミニライブがあるって[image: ]なんだよ。そんなバンド、音楽性の違いで解散しろって思わないの？」


    「…………それはバンドの問題じゃないかな」


    「さらにサプライズゲストで『オンバト＋』に出ているくらいの芸人が来て、ひとネタ披露してくれるらしいんだぞ。そんな芸人は生活保護の不正受給が見つかれって思わないの？」


    「……なんで不正受給してる前提で語るのさ」


    「で、いい感じになった男子と女子がパーティー会場からいつのまにか消えていったりするの！　真っ先にジェイソンに狙ねらわれろ！　チェーンソーで襲おそわれろ！　って思わないの？　ジェイソンに追い回された末に、芸人もろともやられてしまえっ！　って思わないの？」


    「なんで芸人さんまで……そんなに怒っても、僕たちとは関係ないんだから」


    「違う！　私がムカつくからこんなこと言ってるんじゃない！」


    　怒りで寒さを忘れたのか、彩あや香かは膝ひざ掛けから抜け出して、拳こぶしで激しくちゃぶ台を打つ。


    　なにが違うというのだ。明らかにムカついているじゃないか。


    「勇ゆう樹き。あなたはお悩み相談コーナーをやっているんでしょ」


    「まあ、そうだけど」


    　僕は話の流れが飲み込めず、あいまいな返事。


    「この学校の生徒たちの悩みに耳を傾け、自分の悩みであるかのように真しん摯しに向き合う。それが人生相談でしょ」


    「ちょっと大げさだけど、まあ、そうだね」


    「だからあなたは誰よりもその耳を傾けなければいけないの。感じなきゃいけないの。この学校にあふれている声にならない悩みを。言葉にならない悲鳴を」


    　彩香は寒さをすっかり忘れたかのように熱っぽく語っている。


    　お悩み相談コーナーをやっているからには、送られてくる相談だけではなく、日々、世の中の悩みや不満に敏感でなければいけない、たぶんそんな話なんだろうが、彩香の物言いがどうにも大げさだ。


    　彩香はいまや仁に王おう立だちになり、拳を胸の前で握り締め、なおも演説を続ける。


    「勇樹には聞こえないの？　クリスマスに対する怒りの声が！　もっと耳を澄ませて、心の鼓こ膜まくを震わせて！　そうすれば聞こえるはず。クリスマスの時期にはしゃいでいるヤツらなんか消えてしまえとの願いが。ＤＪブースなんか爆発炎上しろとの声が！」


    「……それは彩香の心の声なんじゃないの？」


    「違う！　私は代弁してるの。みんなの心の声を！　決してサンタクロースには届かない本当の願いを代弁しているの。パーティー会場のプールの水が突然抜けますように。クラッカーが湿し気けっていてくれますように。チャラい男がトナカイに齧かじられますようにって。ケバいギャルが小石の入った靴下で殴られますようにって」


    　誰もそこまでは願ってないと思うが……。靴下に小石を入れるのはもはや身近なものを使った殺人術のレベルだ。


    　しかし彩香はこちらの戸惑いなど意に介さず、興奮した様子で話を続ける。


    「そしてその願いをかなえるのは勇樹、あなたなのよ！」


    　高らかにそう宣言すると、彩香の細く長い指がびしっと僕へと向けられる。


    「なんで僕が靴下に小石を詰めて殴らなきゃいけないんだよ！」


    「殴れとは言ってない。この想おもいを受け止めないで、なにがお悩み相談コーナーかって話！」


    「彩香の想いだろ！」


    「違う。世界中のクリスマス嫌いの想おもい！　とにかく、このはしゃいだパーティーをやってるヤツらをぎゃふんと言わせること。これはお悩み相談コーナーの使命といっても過言ではないと思うの！」


    「どこに出しても恥ずかしくない完璧な過言だと思うけど、それでどうしたいのさ。生徒会長のクリスマスパーティーの妨害工作でもするつもり？」


    「そこなのよね……」


    　香か織おりのパーティーに火でも放ちそうだった彩あや香かの勢いが急にストップする。ぎゃふんと言わせてやると息巻いたわりには、実際どうしていいのかは思いついてないようだ。


    「彩香、人のパーティーの邪魔をするなんて不毛だよ」


    「それはわかってる」


    「生徒会長のクリスマスパーティーをよく思ってない人たちも、僕たちが邪魔したって、ハッピーな気分になれるわけじゃないし」


    「わかってるって……」


    　彩香は肉感的な唇くちびるをかすかに歪ゆがめる。僕に反論できないのがちょっと悔くやしいみたいだ。


    　クリスマスにはしゃいでいる人間が憎たらしい。そんな彩香の気持ちもわからなくない。それが香織がらみであればさらに憎たらしい。それもわかる。しかし、お悩み相談コーナーのみんなと知り合ってはじめてのクリスマス。彩香には悪いが、他人の妨害工作に使うなんて、もったいなさすぎる。


    　僕は意を決して、本心を彩香に告げた。


    「ねえ、僕たちもクリスマスパーティーしない？　香織のことなんて放っておいてさ」


    　他人のクリスマスが憎い。だから妨害する。


    　それではなんの発展性もない。ならば、やるべきことはただひとつ。自分たちもクリスマスパーティーをすることだ。……まあ、完全に自分がやりたいだけでもあるのだが。


    　彩香にとって僕のこの提案は、かなり意外だったようで、


    「私たちが……いやいや……、だけど……いやいや……」


    　なんだか動揺している、いや動揺というより、[image: ]かつ藤とうしているのか？


    「なにをそんなに……」


    「だって、私たちはいまの生徒会の体制に逆らうレジスタンスになるって誓ったばっかりなのに。それがクリスマスにパーティーなんて！」


    「戦争中でもクリスマスには休戦するって聞いたよ。生徒会長のパーティーが気に食わないなら、僕たちは僕たちなりのパーティーをしたらいいじゃない。平和に誰とも張り合うこともなく自分たちなりのパーティーをする。それだって十分にはしゃぐリア充に対する意思表示にはなると思うよ」


    　正直なところ、僕の本心はお悩み相談メンバーとクリスマスパーティーがしたいだけだった。


    　香か織おりのセレブっぽいパーティーなんかよりも、あのメンバーと一緒に、プレゼントを交換したり、ケーキを食べたり、楽しく過ごすほうがよっぽど魅力的だ。


    「なるほど、私たちなりのパーティーか……。一理ある。よし、勇ゆう樹き。生徒会長たちが恥ずかしくなるような、素敵なパーティーを企画するんだ！　世の中のはしゃいだクリスマスパーティーにカウンターを食らわせるような、クリスマスパーティーそのものの矛む盾じゆんをあぶりだすような。そんな私たちらしいパーティーを！」


    　思いっきり、香織を意識してしまっている……。クリスマスパーティーの矛盾をあぶりだすってどんなパーティーだよ。


    「だから、自分たちなりのパーティーだって」


    「もちろん私たちらしいパーティーだ。むこうの生バンドや芸人さんなんか恥ずかしくなるような、そんなサプライズな企画を期待している」


    「じゃあ、予算を」


    　僕は彩あや香かに向かって、すっと掌てのひらを差し出す。なにをするにも先立つものが必要だ。もちろん自分らしさを表現するにも。


    　僕の掌をじっと見つめる彩香。彩香も同じように僕に手を差し出す。


    　しっかりと握られる、手と手。


    　シェイクハンド──、握手だ。


    「いやいや、彩香、握手じゃなくて」


    「勇樹、私たちは新聞部だよ。クリスマスパーティー部ではないの」


    「それはわかってるけど、必要経費が……」


    「私は信じてる。勇樹ならできるって。勇樹ならお金をかけずに、リア充たちとは違う、自分たちらしいパーティーをプロデュースして、香織たちに一泡吹かせて、ちょっとしたサプライズゲストもいつつ、生演奏的なものもなんとかするって」


    　彩香は握られた右手の上からさらに左手を優しく重ねる。


    　優しいのは態度だけで、言っていることは、まさにむちゃくちゃ、非ひ道どうの極みである。


    「信頼はありがたいけど、お金を……マネーを」


    「勇樹はできる子。ノーマネーで平気な子」


    　お互いに優しい笑え顔がおで手を握り合ったまま、僕と彩香はお金についてメジャーリーグの代理人並みに激しくやりあったのだった。


    　結果、クリスマスパーティーの予算は一万円と大リーグとはまったくスケールの違う小規模予算となったのだった。

  



  
    【相　談　１「趣味の合う友人が見つからない」】


    
      極ごくちゃん

    


    　趣味の合う友人がなかなか見つからない。まったくいないわけではないが、会う機会の少ない人たちばかりなので近場に住む同好の士と飲みにいったりしたい。地道にやっていくしかないのだろうか。

  



  
    Answer's
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    梨乃：いまの時代、ネットワークですべてつながっている。


    モニターの前で飲むべき。蒸じよう留りゆう水すいを。
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    ふみ：問題は言葉そのものです。「合う」の言葉の意味を広げるのです。


    昭和記念公園のように広い「合う」を持つのです。
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    いくみ：こんなときのためのスポーツ！　スポーツの話をするんだ！


    セとかパとか言いまくろう！
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    絵美：孤独こそ精神の贅ぜい沢たくなの。


    トーベ・ヤンソンのように孤島に小屋を建てて住むの。

    

  



  
    　クリスマスに自分たちなりのパーティーを行おこなえとの密命を受け、僕はお悩み相談コーナーに臨のぞんでいた。タイミングを見計らって、みんなをパーティーに誘うつもりなのだが、当然ながらまずは、届いた相談に答えなければいけない。


    　まずは趣味の合う友人が見つからないとの意見だが……。


    　トーベ・ヤンソンとは誰なんだ？


    「画家で小説家。ムーミンの作者なの」


    　美術系の回答者、村むら上かみ絵え美みはいつもにもまして小さな声で答える。誰とも目を合わせずに、まるで独り言のような口く調ちよう。本当におとなしい娘さんだ。作品作りで見せる情熱的な姿はとても想像できない。


    「ムーミンの作者って小屋で暮らしてたの？」


    「夏は島の小屋。一周歩いても数分の、小さな島なの。ダ・ヴィンチも『画家は孤独でなくてはいけない』って言ってたの……」


    「相談者はおそらく画家ではないし、ムーミン的なキャラクターを作る予定もないと思うんだけど……」


    　僕の至し極ごく真っ当なはずの意見に絵美は小さく首を振る。


    「精神を高めるためには、自分と会話をしなければいけないの。自分と会話するためには、他人はむしろ邪魔なの……。服もむしろ邪魔なの」


    　服は着ようよ。自己との対話も大事だが、社会の秩序を乱してはいけない。


    「でも人と話すことによって、新しい自分を発見することもないですか？」


    　絵え美みの意見に反論を唱えたのは、文系の代表、九く条じようふみだった。


    「自分の考えもお話ししているうちに、気づくこともありますし、そのためには趣味が合わない方のお話を聞くのもいいものです。自分の知らない世界を教えてもらえて勉強になります。相談者の方もいろいろな方との交流を楽しむべきです」


    　ふみは木管楽器のように柔らかな声でゆっくりと話す。聞いているだけでなんだか穏やかな気分にさせる調子だ。


    「それは理想論だ。ほとんどの人間の話は勉強になどならない。新しい発見もない。発見があるとしたら、つまらない話のやり過ごし方くらいなのだ」


    　ふみの意見にさらに反論を唱えたのは理系代表の回答者、遠えん藤どう梨り乃のだった。


    　ふみとは正反対に冷めた口く調ちよう。腰まで伸びる長い黒髪もこの寒さで凍りついたかのように、冷え冷えとした光沢を放っている。


    「つまらないかどうかは、話を聞く本人の問題です。こちらがそういう気持ちでいれば、どんな話も勉強になるし、楽しくお話できるはずです」


    「ふみは現実をもっと正しく認識するべきだ。残念ながらほとんどの人間の話はおもしろくもないし、勉強になどならない！　私はむしろ小島でかまわない。ただしネット環境は必ひつ須すだ」


    「梨乃さん。悲しいです。心が荒すさんでいます」


    「たんなる事実なのだ。私の精神状態は関係ない」


    　ふみに哀あわれむような視線を向けられても、梨乃はまったく自分の意見を曲げようとしない。


    「休み時間に聞こえてくる雑談に耳を傾けるだけでも、完全に答えが出ているではないか、誰ひとりとしておもしろい話などしていない。昨日きのう見たテレビの感想や、たんなる愚ぐ痴ち。愚にもつかない話ばかりではないか」


    　梨乃は普段、休み時間にクラスの誰かと話すことはめったにない。なにか話しかけてはいけないような、そんなオーラが出ていて、僕ですら近づきづらいのだ。


    　ふみは梨乃の暴言とも言える言葉にも真剣な表情で耳を傾ける……。


    「……梨乃さん。休み時間に誰とも話をせずに、盗み聞きを……。やはり悲しいです」


    「ぬ、盗み聞きではない。ただ耳に自然に入ってきただけなのだ。私はおもしろくない話になど参加したくはない。『ナショナルジオグラフィック』公式サイトをチェックしていたほうがずっと……」


    　梨乃が必死に強がるが、ふみの憐れん憫びんのまなざしはますます強く、梨乃へと向けられる。


    　どれだけ強がってもナショジオの公式サイトを随ずい時じチェックしているだけの休み時間はなかなかどうして寂しいものがある。


    「まあまあ、梨乃は無理して誰かと話さなくてもいいって意見だよね」


    「そうなのだ。とくに近所で交流する意義など、現代では失われている。インターネットを使えばもっと有益な交流が可能なのだ」


    　梨り乃のは少し慌あわてた様子で、自説を再度、主張する。


    　しかし、このような極論にはもちろん反論が出る。


    「はい、はい！」


    　まるでパスを要求するサッカー選手のように元気よく手を挙げ、自分の発言の順番をアピールしたのは体育会系の鈴すず木きいくみだった。


    　いつでも元気いっぱい、純粋無む垢く、天てん真しん爛らん漫まん、そしてがさつ。非効率的な活発さが小動物を思わせる。


    「こんなときのためにスポーツの話があるんでしょっ！　野球の話をしたらいいのさっ！」


    　いくみはきらきらと目を輝かがやかせながらそう言う。小ぶりな唇くちびるからちらりとのぞく八や重え歯ばが真夏の甲子園の白球のように輝いている。


    「野球は日本人全員の趣味だからね。趣味なんて合わなくても野球の話で解決だよ！　よかったねえ、野球があって」


    　いくみは自信満々でそう言うが、ほかのメンバーのリアクションは少ない。


    「正直なところ、そんなに野球の話で盛り上がる自信がないのですが……」


    　ふみの言葉にもいくみはまったくひるまない。身を乗り出して、野球の話を続行しようとする。


    「そんなことないって。やれば盛り上がるって。まずは来シーズンの予想しようよ！　ふみはどう思う？」


    「……ですから、野球に詳しくないので」


    「詳しくなくてもいいんだよ。さあさあ、来シーズンはどうなる、どうなる？」


    　よっぽど野球の話がしたかったのか、どんどん話を進める。戸惑うふみにかまうことなく、いくみは身を乗り出して、予想を待つ。


    「その……来シーズンも無事に野球が行おこなわれるのではないでしょうか」


    「ずこーっ！　違うよ！　順位に決まってるでしょ。セは？　パは？　私は混戦になると思うんだけど」


    「そうですね、まれに見る混戦に。どちらがセでどちらがパか見分けがつかないほどの。同士討ちも起こるかもしれませんね……」


    　ふみの脳のう裏りには完全に戦国時代の戦いくさのような混戦が浮かんでいるようだ。


    「起こんないよ！　なんでセとパが見分けつかなくなっちゃうのさ。コミッショナーなにやってんのっ！」


    「コミッショナーと言われましても……。そのような役職があること自体初耳です」


    「ふみ、いくらなんでも知らなさすぎるよ！　ねえ梨乃。さすがにもうちょっと知ってるよね？」


    　いくみが梨り乃のに話を振る。自分がおかしいのではなくて、ふみほど知らない人はレアケースで、普通はもっと野球の知識があることを確かめたいのだろう。


    　しかし、梨乃もまた普通ではなかった。


    「うむ……集団と集団が交互に棍こん棒ぼうを振り回す。知っているのはそれくらいだろうか」


    「棍棒じゃないよ。バットだよ。じゃあ絵え美みちゃんは……」


    　絵美はキャッチャーのサインに納得がいかない投手のように、何度も首を横に振る。


    　どうやら絵美も野球の話はできないようだ。


    「あーあ、野球の話したいな。フィルダースチョイスについて話したいなあ。ドラッグバントについて語りあいたいなあ」


    　いくみはなおも未練があるようで、誰かかまってくれないかとすがるように、相談コーナーのメンバーの顔を順番に見つめていく。


    「まさにこれが趣味が合わない状態なのだからしかたないではないか。現代では趣味が多様化して、趣味が合う人間と偶然出会う確率は低減している。あきらめるのだ」


    　梨乃が冷たく言い放つ。


    「それにしても、本当に私たち趣味合わないねえ。私はスポーツ、ふみは武将、梨乃は屁へ理り屈くつ、絵美ちゃんは全ぜん裸ら……」


    　いくみはむしろ感心したかのように言う。……他人の趣味の捉とらえ方は相当に雑だが。


    「ゆえに無理して盛り上がらなければいいのだ、無理はしない。以上なのだ」


    　梨乃は自分の意見が正しいのだと言わんばかりに断言する。


    「待ってください。まだそう判断するのは早計です」


    　いくみに代わってふみが梨乃に反論する。


    「この問題は実は言葉の問題だと思うんです。趣味が合う、という言葉の意味が、この悩みの核心となる部分ではないかと」


    　周りの反応は薄い。梨乃もいくみも絵美もぽかんとしている。


    「趣味が合うという言葉の意味を限定しすぎているから、合う人が見つからないのです。もっと『合う』の意味を広げてあげれば、きっと趣味が合う人が近くにいるはずです」


    「ふむぅ……なるほど……ふむぅ」


    　いくみは大げさに腕を組み、何度もうなずいてみせるが、どう見ても話の内容を理解しているようには思えない。


    「いくみさん、わかりにくかったですか？」


    「そんなことない……あれでしょ……なんか、あれでしょ……梨乃はわかったの？」


    　唐突に梨乃へパス。いくみは明らかにふみの話がわかっていない。


    「つまりは……、『合う』という言葉の閾いき値ちを設定しなおすべきということだな」


    　梨り乃のは理系らしい言葉でふみの意見を言い直す。


    「そうです。そういうことなんです」


    　自分の言葉が伝わっていることにほっとして安あん[image: ]どの表情を浮かべるふみ。


    「絵え美みはわかってないよね！」


    「ギークとして連帯できずとも……ナードとして……ってことだと思うの……わかってないのはいくみさんなの」


    　絵美の言葉に明らかにあせりの表情を浮かべるいくみ。


    「……あれでしょ。球は速くなくてもリリースポイントがいいから打たれにくい的な……」


    「それは違います」


    　ふみにきっぱりと断言されてしまう。


    「なんで！　梨乃は理系っぽく、絵美は芸術っぽく言ったから、私も……リリースポイントで言ったのに！　体育会系馬ば鹿かにしてるでしょ！」


    「言葉の意味はわかりませんが、不思議と、違うことだけはわかります」


    「じゃあ、なんの話なのか、リリースポイントで説明して！」


    　もはや開き直りとも思える発言。


    「リリースポイントがよくわからないのですけど……。たとえば野球が好きな方とサッカーが好きな方がいたとして、趣味が合わないとも言えるんですけど、同じスポーツのファンとしては合うお話もあるんじゃないか？　そのようなことです。そうやって範囲を広げれば、合う人はきっと見つかるってことなのです」


    　いくみの表情がぱっと明るくなる。野球とサッカーのたとえ話によって、ついに話を理解したようだ。


    「なぁんだ。そんなことか。それだったら、早くそう言ってくれればよかったのにー。やっとわかったよ。でもその意見には反対っ！　違う！」


    「反対なのですか！」


    　せっかく一所懸命説明したのに……。「違う」であっさりと片づけられてしまった。


    「だって、野球は野球。サッカーはサッカーだよっ！」


    　いくみは胸を張って断言する。


    「ですから、それはぴったり同じ趣味の人がいればいいのですけど。趣味も多様化しているので、そう簡単じゃないと思うんですよ。鉄道が趣味でも、撮影する人、乗る人いろいろいるんですから。細かく分けてもしかたないと思うんです」


    「うーん。どうかな」


    「ですから……」


    　ふみは何度も言葉を変えて説得を試みるが、それでもいくみは納得しようとはしない。


    　いくみにとっては〝趣味が合う〟の範囲を広げることはどうしてもイメージができないようだ。


    「試してみるしかないと思うの……こうなったら」


    　ふたりの様子を見かねたのか、絵え美みがぽつりと呟つぶやく。


    　たしかに話を聞いているだけでは少しわかりにくいのも事実。実際に試したほうが早いかもしれない。


    「じゃあ、いくみと梨り乃のさんで、できるだけ趣味の幅を広げて話をしてみてはどうでしょうか？」


    　ふみは自説の正しさを証明するために、もっとも趣味が合わないであろう梨乃といくみで実じつ践せんを試みる。


    「まずは梨乃さんの趣味はなんですか？　最近はまっているものは？」


    「……がん細さい胞ぼうを培ばい養ようして、吸きゆう光こう度どから細胞生存率を算出したり」


    「こんな人と話が合うわけないじゃん！」


    　いくみが梨乃を指さして不満をアピールする。たしかにこれは難易度が高い。


    「最後まで聞くのだ……。培養しているのはヒーラ細胞といって、一九五一年に亡くなったヘンリエッタさんの細胞なのだが、これが人間で最初の培養株で、いまでも世界中で培養されていて、ヒーラさんの細胞は数え切れないほどに増ぞう殖しよくし続けているのだ。がん細胞は無限に培養が可能だから……」


    　梨乃は詳しく話せば興味を持ってくれると思ったのか、なおもヒーラ細胞について話し続けるが、残念ながら誰も聞いていない。


    「とりあえず、梨乃さんはこんな感じだとして、いくみさんは」


    「反復横とび！」


    　いくみはそう言うとその場で反復横とびを実践してみせる。残像が残りそうなすばやさで左右にステップを繰り返す。


    「そっちこそ、おかしいではないか！」


    　今度は梨乃が不満を爆発させる。たしかに反復横とびは趣味ではない。むしろ体力測定の種目だ。お互いの趣味を認められずにらみ合う梨乃といくみ。はたしてこのふたりの趣味をすり合わせられる話題があるのか……。


    「その……広い意味ではがん細胞の培養も反復横とびも同じだと考えて、共通点を探しましょう。きっと共通した楽しさや共通の苦しみを」


    　ふみは自分でももはや無理があると感じているのか、目を伏せがちに話す。


    　がん細胞の培養と反復横とびが同じなら、人間のいとなみすべてが同じになってしまう。


    　完全にふみのもくろみは瓦が解かいしてしまった。しかしほかに誰も有効な手立ては思いつかないようで、なかなか次の意見が出ない。


    「……こんなときは、季節の話題とかするんじゃないかな？」


    　僕はさりげなく助け船を出す。もちろん議論を円えん滑かつに進める目的もあるのだが、いまの季節の話題として、当然クリスマスの話題が出るだろうと狙ねらってのことだ。


    「じゃあ、絵え美みとふみで今度は季節の話をしてみようよ。そこから解決方法が見つかるかもしれないよ」


    　僕はやや強引なのを承知のうえで、ふみと絵美を向かい合わせる。


    「寒いですね……」


    「うん、寒いの……油絵の具が乾きにくい季節なの」


    「そうなんですか……。ところで、この時期のロシアに侵攻するのは至し難なんの業わざですよね。ナポレオンもナチスドイツも不可能でした」


    「……死ぬほど興味ないの」


    　全然かみ合っていない！


    「もっとさあ、一般的な話あるでしょ。たとえば十二月も後半に入ってくると」


    　このままでは埒らちが明かない。僕はさらに強引にヒントを与える。


    「……期末テストですね。いくみさんは大丈夫でしょうか」


    「……カドミウムレッドより……赤い点数を取ると思うの」


    「なんで私の悪口で盛り上がってるのさ！」


    　たしかにクリスマスの直前に期末テストはあるけれども、そしてその話題も季節の話題だけれども、僕の意図と違う。


    「だから、十二月二十四日とかね。あるよね」


    　僕はもう露骨に話題を振る。


    「あっ！　沢たく庵あん和お尚しようの誕生日ですねっ」


    　わかったといわんばかりにふみはパチンと手を叩くが、全然違う！　っていうか沢庵和尚の誕生日だったのかよ！　和尚、メリークリスマス！


    「クリスマスパーティーってどうかな？　もし、万が一予定が空いていたらでいいんだけど。ほら彩あや香かがやれやれってうるさくて、やらない？　クリスマスパーティー」


    　もう、面倒すぎる。こうなったら直接誘うしかない。


    　しかしふみの反応は残念なものだった。


    「ぜひクリスマスパーティーをやってみたいのですが……私はその日は難しいかもしれません」


    　ふみは悲しげな表情で小さく首を振る。


    「予定があるの？」


    「予定……そうですね……」


    「あっデート？」


    　いくみがすかさずふみのわき腹を突いてからかう。


    「違いますっ。ただその日は家に早く帰らなければいけないだけです」


    　ふみは顔を真っ赤かにして否定する。


    　どうやらデートではないようだけど、それでも参加できないことには変わりない。


    「じゃあ、絵え美みは？」


    　絵美の表情が見る見るうちに曇る。


    「美術部の作品が……いまスランプで」


    　絵美はいまにも消え入りそうな声で答える。もうこの世が終わるかのようなトーンだ。


    「そ、そう。じゃあクリスマスパーティーなんて……」


    「気持ちが……ぐるぐるしてるから、とてもそんな気分になれないの……。この気持ちでクリスマスにはしゃいでいる人に会ったら、私……きっと……そいつの後頭部をクリスマスツリーで強打して……穴という穴に靴下を……そしてマライア・キャリーのＣＤでおもいっきり膝ひざを」


    「わかったから！　スランプを脱したら誘うから」


    　はしゃいだ人との遭そう遇ぐうをリアルに想像しているのか、絵美の目が危ない。


    　絵美は普段は無表情で寡か黙もくだからわからなかったが、どうやら相当に追い込まれているようだ。しかたがない、今度は梨り乃のに予定を尋ねる。


    「別に予定はないが……」


    　梨乃はそこまで言うと黙ってしまう。


    「どうしたの？　予定がないんだったら、ほら、趣味の合わないみんなとの親しん睦ぼくを深める意味でも」


    「そうなのだが……。クリスマスパーティー……どうもあんな商業主義に踊らされて、騒ぐのは私の主義に合わない」


    　梨乃は憮ぶ然ぜんとして言う。どうやらクリスマスパーティーそのものにあまりよい印象を持っていないようだ。


    「たしかにそうなんだけど、せっかくだし」


    「そのせっかくだし、が問題なのだ。自分がクリスマスを大切にしている人間ならば、別に問題はないのだが、実際、日本の現状ではみんながはしゃいでいるから、自分もはしゃいでいるだけではないか。私はそのような自発性も論理性もない行動は馴な染じまないのだ」


    　なんだか余計に頑かたくなになってしまった。これでは梨乃から説得するのは難しい。


    　……こうなると残っているのはいくみだけだ。


    　この中では一番ポジティブな性格の持ち主、そしてなんでもやりたがりのいくみ。せめていくみだけは乗り気になってくれるはずだったが……。


    「クリスマスか～。いまいち好きじゃないんだよね」


    　返ってきたのは予想外の答えだった。まさかいくみがクリスマスは好きじゃないなんて……。


    「なんで？」


    「だって、ただ餃子ギヨーザ食べて終わりでしょ」


    　さらに輪をかけて意外な理由。


    　餃子ギヨーザを食べて終わり？　クリスマスに？


    「クリスマスと餃子になんの因果関係があるのだ？」


    　梨り乃のでもいくみの言げん動どうは理解できなかったようで、不思議そうな顔をしている。


    　それに対していくみもまた不思議そうな顔。


    「えっ？　食べないの？　餃子？　クリスマスの料理といえば餃子でしょ？　ねえ、ふみ」


    「聞いたことがないです……通常は七面鳥かもしくはチキンとケーキなどが……」


    　ふみが丁てい寧ねいに通常のクリスマスディナーがどんなものかを説明する。誰でも知っているごく普通の話だが、話を聞いているいくみは目を丸くしている。


    「だ、だまされてた……。そんな楽しそうなイベントだったなんて……」


    　がっくり肩を落とすいくみ。


    「でも、なぜそんなことを？」


    「ウチはあんまりお金持ちじゃないから……。たぶんそれで」


    　どうやら予算的な事情でいくみの家ではクリスマスは餃子パーティーの日だと教えられてきたようだ。はじめて知るクリスマスの真実。


    「さすがにサンタクロースは知ってますよね」


    　ふみが不安げに尋ねる。
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    「うん。夜に来て靴下に松ぼっくりを入れてくれるおじいさんでしょ」


    　なんだ、その妖よう怪かいは……。予算削減のせいで、サンタクロースのキャラクターが激変してしまっている。


    「入れるのは松ぼっくりではないですが……」


    　ふみが自分の携帯電話を取り出し、画像検索でクリスマス関係の画像をいくみに見せていく。次々に表示されるサンタクロースや、イルミネーション、クリスマスパーティーの様子。


    「なにこれ、超楽しそうじゃんっ！　餃子ギヨーザ関係ないじゃんっ！」


    　食い入るように、画像を見つめるいくみ。


    「なにこの女の子サンタ。かわいい。これ、着たい……」


    　いくみは女性用のサンタクロース風のコスチュームをいたく気に入っている。これもいまさら驚く人もいないと思っていたが……。


    「帽子くらいはかぶったことないの？」


    　僕の問いに悲しげに首を振るいくみ。


    「ウチはヒゲだけ配られたから」


    　家族全員でヒゲだけ装着して餃子を食べていたのか……。シュールだ。あまりにもシュールすぎる光景だ。


    「しかし、いままでだまされ続けることができたことが驚きだ。テレビなどですぐにバレてしまうのではないか？」


    　梨り乃のはどうしていくみがこれまでだまされ続けたのか、そのことのほうが気になるようだ。


    「クリスマスあたりになるとテレビ見せてくれなかったんだよね。クリスマスにテレビつけてるとテレビの中から怖いサンタさんが出てくるって言われて……。あと友達にサンタのこと話すと一週間後に友達が死んじゃうって……」


    　もはやサンタクロースの要素より貞さだ子この要素が多めの設定じゃないか……。


    　いくみは長きにわたってクリスマスについてウソを教えられ続けていたことにふつふつと怒りがわいてきたようで、小刻みに身体からだを震わせている。


    「ひどいよ。お金がないのはしかたないけどウソ教えなくてもいいのにっ！　クリスマスに誰も餃子食べてないじゃん！　お正月もお[image: ]もちを食べるとか！　安くすまそうとしてぇ！」


    「いくみさん。それは本当です」


    「大おお[image: ]みそ日かもソバだしっ！　なんだよ、ソバって！　どうせ、本当は外はサクサク中はジューシーなトンカツとか食べてるんでしょ。私がおソバを食べてるときにっ！」


    「いくみさん。みんなおソバですよ。年越しにトンカツは重いです」


    　もはやウソをつかれていたショックと猜さい疑ぎ心しんで、ありとあらゆる行事のしきたりを信じられなくなってしまっている。


    　ふみの携帯電話に表示されている楽しげなクリスマスの様子を再確認しては、何度も「だまされた……」「すっごい楽しそう……」などと恨めしそうに呟つぶやく。


    「いろいろな事情があるんだから、ご両親を責めるのは……」


    　僕がいくみをなだめようとそう言ったときだった。


    　いくみは立ち上がると、力強く宣言する。


    「やるよ！　クリスマスパーティー！」


    「だから……私はクリスマスの商業主義的な……」


    「関係ない！　やるったら、やるから！　ぜったい、ぜったい！」


    　梨り乃のの言葉をさえぎって、再度宣言する。


    「ですから私は予定が……」


    「ないっ！」


    「……私は……スランプ」


    「直る！　明日あした直る！」


    　いくみは絵え美みの肩をしっかりとつかむともう一度「直る！」と断言する。もうむちゃくちゃに強引だ。これで直ったら世話はない。


    　しかし、この流れ自体は助かる。僕にはいくみほどの強引な誘い方はできない。


    「じゃあ、一応、仮押さえみたいなかたちで、できればやるみたいな……」


    　僕はすかさず、妥だ協きよう点てんを提示する。このタイミングなら、仮押さえで納得してくれるだろう……。


    「違う！　ぜったいやる！」


    　いくみ、邪魔だ！


    　この後も執しつ拗ようにいくみはクリスマスパーティーの開催を主張し続け、最終的には、やる流れにもっていってしまったのだった。


    　この強引さこそ、趣味の合う合わないを超えた、真のコミュニケーション能力なのではないか……、僕は一瞬そう思ったが、すぐに思い直したのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　いまの時代、趣味も多様化して、話題も多た岐きにわたるため、趣味の合う人はなかなか見つからないようです。お悩み相談コーナーではそんなときは季節の話題などから、共通点を探り出し、徐々に共通する部分を見つけて、仲良くなればいいのではないかとの結論に達しました。しかし最終的にコミュニケーション能力の秘ひ訣けつは強引さのような気もします。


    　趣味が合う、合わないを考えずに思い切って自分の好きなように話してみるのもいいかもしれません。そして嫌がられても気にしないこと。もしかしたら、お互いの意外な一面を知ることができるかもしれません。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「やるったら、やるから！　ぜったい、ぜったい！」

  



  
    【おまけの相談】


    



    「無人島にひとつだけ持っていくなら？」の質問で「こいつただものじゃないな」と思わせる答えを教えてください。


    
      （二年　のぶお）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    ランドール・Ｍ18サヴァイバルナイフ。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    日記帳。無人島で生きた証あかしを綴つづりましょう。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    逆になにも持たない!　自分の肉体を信じる!

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    フェルメールの絵を一枚。


    必ずインターポールが捜しにきてくれるの……。

    

  



  
    【相　談　２「昔の夢を捨てきれない」】


    
      Aillaアイラ Arcanaアルカナ

    


    



    　好きな事や夢に向かって一いつ生しよう懸けん命めい取り組んでいる人を見ていると、激しい自己嫌けん悪おに苛さいなまれます。自分にも昔からやってみたいことはあったのですが、時が経つにつれてそれどころではなくなり、次第に〝自分はこれをやってはいけないのに、いつまで過去の願望にすがりつくつもりなのだろうか？〟と思うようになりました。


    　この世界には好きなことを仕事にして〝私にはこれしかない。これが私の使命だ〟と強く信じて取り組む人々がいる一方で、そのような前向きな考え方を受け入れられずに、〝自分はこれをやってはいけないのだ〟と強く思い続けている人々がいるのもまた事実なのです。いまだに捨てきれない夢とはどう向き合って生きるべきなのでしょうか？

  



  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：統計を取ればほぼすべての人が夢をあきらめている。


    現実を大切にするべき。

    


    [image: ]


    ふみ：夢は変化していくものです。


    捨てるのではなく、夢を変化させながらかなえましょう。

    


    [image: ]


    いくみ：考えて走ることが大事！


    よく考えて、よく走る。よく走ったら、よく寝る！

    

  



  
    　クリスマスも近づく十二月上旬。


    　いつものごとく、お悩み相談コーナーのメンバーは寄せられた悩みに答えるべく、第二新聞部の部室で、古びたちゃぶ台を囲んでいた。


    「ちょっと待って、絵え美みちゃん、いないよ！」


    　いくみは自分の手にしているポッキーで、左隣の空間を示しながら言う。


    　ポッキーに示された空間はいつも絵美が座っていた定位置だ。


    　いくみの言うとおり、美術系の回答者絵美は今回の相談に参加していなかった。


    「あの、メールしたと思うけど、自分の作品作りがうまくいってないらしくて、それでしばらくお休みにさせてほしいって」


    　僕がメールとほぼ同じ内容を口頭で再度伝える。


    「えー、いまからクリスマスパーティーの準備もあるのに。飾りつけとかあるから、絵美がいないと困るんだよね」


    　いくみ……完全に心がクリスマスパーティーにもっていかれてしまっている。こんな、自分勝手な心配のされ方では絵美にもむしろ迷惑かもしれない。


    「スランプ脱出したら帰ってきてくれるから。それで、夢が捨てきれないって悩みなんだけど。いくみはどう思うの？」


    「捨てちゃダメだよ！　夢をあきらめるなんて、ぜったいダメ！」


    　いくみは僕の問いにノータイムで力強く宣言する。


    　ポッキーをくわえたままではあるが、目は真剣そのもの。やはり夢に関しては並々ならぬこだわりがあるようだ。


    　あきらめずに夢に突き進む。いくみの価値観のなかでは絶対に曲げられない金きん科か玉ぎよく条じようのようなポリシーだろう。たった一度の発言で自分の言いたいことは言い切ったと思っているのか満足げな表情で何度も小さくうなずいている。


    「別に、あきらめてもかまわないではないか」


    　そのいくみの絶対的なポリシーに反論したのは梨り乃のだった。当然いくみの猛反撃が予想されるが、そんなことはまったく気にしていないような涼しい顔だ。


    「なんでそんな寂しいこと言うの！　ダメに決まってるでしょ。夢をあきらめちゃうんだよ！　梨乃はどういう教育を受けてきたのさ！」


    　いくみから、受けた教育についてダメだしが出るとは……。いくみこそ、森で狼おおかみにでも育てられたんじゃないのかと思わせられる、野性っぷりなんだが……。


    「いくみは少し論理的に考えてみるべきだ。もし日本中の人間の夢がすべてかなってしまったら、歌手とスポーツ選手と漫画家だらけになってしまうではないか。驚くほどの加速度で滅ほろびてしまうぞ。みんなどこかで夢をあきらめているのだ。あたりまえの現象。気にするようなことではない」


    「でもでも、その歌手が『夢をあきらめないで』って歌ってるし、漫画の主人公もぜったいあきらめないじゃん！」


    「それはビジネスで言ってるにすぎない。もしくは自分が何百倍もの厳しい競争に勝てたから、無自覚に言っているのではないか。歌手にしろ、漫画家にしろ、百人中九十九人は残念ながらあきらめているだろう」


    「でもでも、でもっ！　やっぱりあきらめちゃダメなの！　そんなの寂しいじゃん！」


    　いくみは大げさなほど、身ぶりを交えて抗こう弁べんする。なんだか必死さが伝わってくるようだ。


    「寂しいかどうかなど知らない。いくみが有効な反論をするとすれば、どうやれば全員の夢がかなうのか論理的に説明するしかないのだ」


    「でもでも、でもでも……それは……逆に……うぬっ……梨乃の馬ば鹿かっ！」


    　いくみの気持ちに言葉がついてこなかった。非常にシンプルな悪口で終わってしまう。


    　いままでつとめて冷静を装よそおっていた梨乃だが、やはり馬鹿よばわりは、癪しやくにさわったのか、感情をあらわにする。


    「なんで私が馬鹿なのだっ！　いくみこそっ！」


    「じゃあ、ハゲ！」


    「すごく生えているではないか！　せめて相手に合った悪口くらい選んだらどうなのだっ！」


    「梨乃は人の心がわからない悲しいロボットなんだよ。梨乃はルンバなんだ！」


    「お掃除ロボではないかっ！　自分が反論できないからって、むちゃくちゃ言うのでは議論にならないではないか」


    「とにかく、夢はあきらめちゃダメなの！」


    「ならば私の意見に反論すればいいだけではないか！」


    　いくみは憎しみと悔くやしさが入り交じった目で梨り乃のを睨にらみつける。


    「…………それは、ふみがやるっ！」


    「私ですかっ！」


    　思いっきり唐突に議論のバトンを渡され、ふみが驚きの声を上げる。


    　たしかにいくみには梨乃への論理的な反論はできなさそうだが……。それにしてもなかなかの無責任っぷりだ。


    　唐突に梨乃への反論を託されてしまったふみだが、このまま、夢はあきらめてしまえとの結論を阻そ止しするには、反論の代理を引き受けるしかない。


    「梨乃さんの意見は問題のすり替えではないでしょうか」


    　ふみは、もう一度自分の考えをまとめようとしているのか大きく深呼吸する。


    　豊かな胸がさらに膨ふくらみ、すうっと静かに息を吐き出す。


    「夢をかなえる倍率は問題ではないのです。本当の問題はこの相談者の方の気持ちなのです。相談者の方が好きなことや夢に向かって一いつ生しよう懸けん命めい取り組んでいる人を見ると自己嫌けん悪おに襲おそわれるとおっしゃっているのですから」


    「夢に向かって一生懸命取り組んでいる人ではなく、九十九パーセントは途中であきらめる人たちを見ていると思えばいい」


    「もはや、ただの嫌な人じゃないですか！」


    「嫌な人ではない。現実を統計的に正しく把握しているだけなのだ」


    「梨乃さん。違います。この相談者の方は夢を捨てきれないのです。その思いは大切にしましょう。実現することは大変かもしれない。でもあきらめきれない。そんな気持ちについての相談なのです。あきらめたほうがいいのかもしれない。それでも心の奥底でまだ夢の炎がくすぶり続けているのです」


    　ふみはまるで自分の悩みであるかのように、目をうるませて切々と訴えかける。


    「ならばどうしろと……」


    「夢のかたちを少し変えてみるのです。たとえば野球選手は無理でも、好きな野球関連のお仕事を目指すとか……」


    「違う！　それじゃ妥だ協きようだよ！」


    「いくみさん。私は味方ですよ」


    　まさかのいくみからの反撃にふみは目を丸くしている。


    「味方とか敵とかじゃないよ。夢をあきらめるのはダメ。ダメなものはダメ。あきらめなきゃ夢はかなう！」


    　いくみは立ち上がり、拳こぶしをぶんぶん振り回して夢の大切さについて演説している。


    「なぜ、そんなに執しつ拗ようなのだ。夢をかなえることが大好きなマッドサイエンティストに脳になにか埋め込まれているのではないか？」


    　梨り乃のがあきれた様子で呟つぶやく。


    「じゃあ、どうすればいいと思うんですか？　相談者の方は自分はやってはいけないんだって思ってしまうほど、自信を失ってしまっているのです」


    「熱い気持ちで励はげまして、元気になってもらう！　ぜったいに立ち直らせるよ」


    　いくみは小さな胸をこれ見よがしに反らせて、自信満々である。


    「じゃあ、赤あか松まつさんが相談者だと思って、やってみてください」


    　ふみはそう言うと、僕の背中を押していくみの前へと立たせる。


    　いくみは大きくうなずくと、じっと僕の顔を見つめる。なかなか言葉を発しない。おそらく自分の気持ちを盛り上げているのだろう。


    　十分な沈黙ののち、いくみがもう一度うなずく。


    「甘ったれるんじゃないっ！」


    　いくみはそう叫ぶと、平手で僕の頰ほおを打った。……い、痛い。ビンタされるとは聞いていなかったんだが……。


    「いくみさん。相談者の方は別に甘ったれてないと思うんですが」


    　ふみはいくみの熱血指導に不満そうだ。


    「じゃあ、弱気になるんじゃないっ！」


    　いくみはそう叫ぶと、改めて僕の頰を打った。


    「あの……弱気になっているわけでもないと思うんですが」


    「じゃあ、ぼやぼやしてるんじゃないっ！」


    　いくみの平手が僕の頰へと迫る。僕はその手首をつかんで、寸前で阻そ止しする。


    「いくみ……セリフを決めてからビンタしてくれないかな」


    　相談者のためのシミュレーションとはいえ、無む軌き道どうにビンタされ続けるのはカンベンしてほしい。


    「右がダメなら左だぁ。うおおおっ！」


    　逆から飛んでくる平手打ちを今度は右手でブロック。


    　いくみの両手をつかんだまま。見つめ合う僕といくみ。


    「攻撃をメインにしないでくれる？」


    「ごめん。つい」


    「それが体育会系の限界なのだ。言葉にならないと手が出る」


    　梨乃は冷たい表情のまま、つかつかと歩み寄ると僕の手からいくみの手を振りほどく。


    「そんなことないっ！　私はぜんぜん降参してないよっ」


    「降参しないだけでは、意味がない。なにか有効な意見を出すべきなのではないか」


    「もちろんさっ！　いまから、大反撃をするからっ。ふみがっ！」


    　びしっと伸びるいくみの人さし指、その指し示す先にはふみの顔が……。


    「また私ですかっ！」


    「さあ、反撃だよ。夢をあきらめないことの大切さを言ってあげて！」


    　いくみはまるで交代のサッカー選手をピッチに送り出す監督のように、ふみの背中を力強く押す。


    「ですから、私は夢を変化させていけばいいと思っているんですが、それに納得がいかないのであれば、夢で大きくひとくくりにするのではなくて、夢を分けて、小さなたくさんの夢にすればいいと思うんです」


    「ほうほう……」


    　自分の意見を代弁してもらっているはずのいくみが身を乗り出して、ふみの話を聞いている。


    「漫画家が夢であれば、絵が上手になりたい。いいお話を描かけるようになりたい。人を感動させたい。とかいっぱいの夢に分けるんです。そうすれば、ひとつはダメでもどれかはかなうかもしれないじゃないですか」


    「それだっ。私もそう思っていたっ！」


    　いくみが膝ひざを打って、賛同を示す。


    　もう誰もツッコミすらしない。


    「ふむ。それなら夢へのチャレンジの試行回数も増え、成功確率も増加する……悪くない」


    　梨り乃のは華きや奢しやで白い指を口元にあて、自分で自分に言い聞かせるように呟つぶやく。


    　どうやら、梨乃もふみの意見に異論はないようだ。


    「じゃあ、今回の相談の答えとしては、ひとつの大きな夢を持つだけじゃなくて、自分の夢を分けて小さなたくさんの夢をつくる。そういうことでいいかな？」


    　僕は今回の議論にひとまずの結論を出す。なんだか今回はいくみに振り回されっぱなしだったが、ふみから出されたこのアドバイスはなかなか悪くないように思える。なんとか人生相談として形になってよかった……。


    「よし。相談がひとつ解決したところで私たちも、私たちの夢に向かって頑張らないと」


    　いくみが本番はこれからだとばかりに、そう宣言する。


    　夢とはなんの話なのか？　僕がそう質問する必要はなかった。


    「ふんふんふん～ふんふんふん～」


    　いくみから口から漏もれる、ジングルベルの鼻歌。私たちの、というか、いくみの夢、それはクリスマスパーティーの開催だった。


    「パーティーではなにしようかね～。あのサンタの服だけはぜったいに着たいんだよね、全員でサンタの服着ようね」


    　すでに待ちきれないといった様子で、いくみは話しながら、部室の中をそわそわと周回している。まるでハムスターのようだ。


    「悪いけど全員分の衣装は難しいかな……」


    　みんなのサンタのコスプレ、見たいのはやまやまなのだが、なにせ予算の獲得に失敗している僕としては、さすがに許可できない。


    「探す前からなんであきらめるのさ！　探せば五百円くらいのがあるはずだよ！」


    　ワンコインかよ……。いくみの金銭感覚はどうなってるんだ。


    「ないと思うけどな……」


    「やる前にあきらめちゃダメ！　梨り乃の、探してよ。五百円のサンタ探して」


    「私なのか！」


    　梨乃はぶつぶつ文句を言いながらもスマートフォンでレンタル衣装やコスプレグッズの店を検索し始める。さすがの梨乃でもこの条件では探せないだろう……。


    「……あった。一件だけ」


    　梨乃もまさかあるとは思っていなかったようで、驚きの表情でスマートフォンを見つめている。


    



    【大特価！　四百二十円　サンタコスプレ四点セット】


    



    　愛され続けて二か月半、コスプレグッズの老舗しにせ、地じ獄ごく屋やでございます。定番コスプレ衣装から、最新コスプレグッズまで、ありえないほどの激安で提供させていただいております。メイドイン何ど処こなのかは口が裂けても申せません。


    



    ・内容


    　ワンピース、ベルト、帽子、アームカバーの四点セットとなります。まれにシミ、汚れ、穴、焦こげ跡、銃じゆう[image: ]そう、血けつ痕こんなどが付着しておりますが、気持ちを強く持っていただければ、問題なくご使用になれます。


    



    ・店長からのご挨あい拶さつ


    「げ、げげげ。コスプレグッズの地獄屋の、てん、店主、地じ獄ごく谷だによしえでございます。げ、げげげ……。くり……クリスマスの定番と言えばこのサンタの衣装。この季節に合わせて剝はぎ取とった、最新のものでございます。げっげっげげ。クリスマスパーティー以外にも逃走者の変装、お葬式の喪も服ふくとしても使用可能。げげげっ……少々臭においはキツイですが、サンタは本来くさいもの。よしえはそう考えております。げげげげ……」


    



    　……これは以前、旅館を借りようとして、検索にヒットした激安旅館の人。コスプレグッズの店もやっていたのか。無駄に手広い。


    「いくら安くてもこれでは……」


    　梨り乃のもスマートフォンの画面を見ながら、眉まゆをひそめる。とんでもないものを検索してしまったと思っているのだろう。


    「いくみ……一着くらいだったらなんとかなると思うんだけど」


    　僕の精いっぱいの妥だ協きよう案あんにいくみは思いっきり首を横に振る。


    「みんなで一着なんて無理に決まってるでしょ！　ふみの胸がはみ出しちゃうじゃん！」


    　別に交代で着ろとは言ってないのだが……。


    「あの……その件でお話が……」


    　これまでじっと話を聞いていたふみが、申し訳なさそうな口く調ちようで言う。


    「おっぱいがはみ出す件？」


    「そうではないのです。クリスマスパーティーそのものです…………。いくみさん。すみません。じつは……私、やっぱりクリスマスパーティーには参加できなさそうです」


    「そんな馬ば鹿かなっ！」


    　よほどのショックだったのか、いくみは口をぽかんと開けたまま、呆ぼう然ぜんとしている。


    「すみません。家族の許可が出なくて」


    「どうして？　わけを。わけを話してよっ」


    　まったく予想外のタイミングで恋人から別れを切り出されてしまったかのように、いくみはふみの両肩をつかむと激しく揺さぶる。


    「実は私の家では十二月二十四日はご先祖様のひとりを祀る日なのです。今年はクリスマスパーティーに行かせてほしいとお願いしたのですが……。祖父から許可は出ずに……、すごく叱しかられてしまいました」


    　ふみの家は古くから続く名家で、普通の家では考えられないほど躾しつけも厳しく、いろいろなしきたりがあるらしい。ふみが男性の目を釘くぎ付づけにして離さない魅惑的なプロポーションを持ちながらも、そのたたずまいからセクシーさだけではなく、大和やまと撫なで子しこの清純さを感じられるのは、幼おさない頃ころからの厳しい躾としきたりによるものなのだ。


    　そんな古風な家ではやはりクリスマスパーティーは許されないのだ……。


    　あれ？　僕の心にひとつの疑問が浮かぶ。


    「じゃあふみもクリスマスパーティーってしたことないの？」


    　僕の質問に恥ずかしそうにそっと首を縦に振るふみ。


    「なんだ。私にクリスマスパーティーについて、教えてたのに！　ふみもしたことないんじゃんっ！」


    「いくみさんと違ってウソの情報は教えられてません！」


    「なんだ、なんだ、クリスマス先輩面づらしてぇ。私と一緒じゃん！」


    　いくみがふみにしなだれかかり、がっしと肩を抱く。おそらくもうクリスマスパーティーに関しては同じレベルなんだぞとの表現なのだろう。


    「別に先輩面なんてしてませんよ。ただあたりまえの知識をお伝えしただけです」


    「あらら、知識だけいっぱいあって実じつ践せん経験はゼロだったわけだね。それは逆に恥ずかしいんじゃないの？　したこともないのに知識だけって」


    「誰もが知っている普通の知識ですっ！　やめてください」


    　ふみが身体からだをよじって抵抗するが、いくみはかまうことなく肩を抱き続ける。


    　それにしてもいくみの口く調ちよう。クリスマスパーティーについて語っているはずだが、どうも性的ななにかを感じさせる。


    「まあまあ、そんな年とし頃ごろだからね。クリスマスパーティーしたい盛りだよね。でも恥ずかしいことじゃないよ」


    「恥ずかしがってませんっ！」


    「いいから、ここですませちゃおうよ。初クリスマスパーティー」


    「変な誘い方しないでください」


    「いいから、やろうよっ！」


    　いくみが、激しくふみを揺さぶる


    「ですから、家の事情なのです。私だって……でも、無理なんです。本当に。すみません」


    　ふみは自分の肩に回されていたいくみの腕をそっと解き、悲しげに目を伏せる。


    　さすがのいくみもそれ以上はからかい続けることができない。


    「本当に？　ダメなの？」


    「私だって、一度くらい、クリスマスパーティーをしてみたいんですけど……。ですから、今回の相談を踏まえて、パーティーとクリスマスを分けて、別の日にパーティーを……」


    「ダメだっ！」


    　いくみはふみの言葉を途中でさえぎり、きっぱりと断言する。


    「それではさっきまでの議論が……」


    「妥だ協きようはダメ。私がしたいのはクリスマスパーティーなの！　ほかのパーティーじゃないんだからっ！　やるっていったらやる。ぜったいにやる！　アドバイスはいらない！」


    　抗こう弁べんを許さない強い言葉の響き。


    　そして優しい笑え顔がおを浮かべるといくみは再度、ふみの肩を抱いて語りかける。


    「大丈夫。私がついてる。やりたいんでしょ。クリスマスパーティー。ぜったい私がなんとかするから！」


    　いくみは自みずからの胸を叩たたいて、自分に任せるようにとアピールする。


    



    　いくみの「私がなんとかする」との宣言から、わずか一時間後、僕たちはふみの家を訪れていた。


    　もちろん目的は九く条じよう家けの家長であるふみのおじいちゃんを説き伏せて、ふみのクリスマスパーティー参加の許可を得るためなのだが……。


    　おじいさんとの面会の時間までふみの部屋へと通される。


    　ふみの部屋を訪れるのはこれで二回目だ。前回はたしか半年ほど前だったろうか。


    　女の子らしいピンクを基調とした色使い。ベッドの周りにはたくさんのぬいぐるみたち。そして、それと並ぶ兵へい馬ば俑ようの兵士たち。ふみにとってはほかのぬいぐるみ同様にとてもかわいらしい存在であるらしい。


    「いくみさん。今回はおじいちゃんを説得するのは並大抵のことではありませんよ」


    　ふみの口く調ちようは真剣そのものだが、当のいくみは早くも勝手にベッドに寝転がり、部屋の主ぬしよりもくつろいでいる。


    「大丈夫。私のクリスマスパーティーやりたさも並大抵じゃないから」


    　まったく根こん拠きよになっていないように思えるが、本人はそうは感じていないようだ。


    「それで、二十四日にある、ふみの家の伝統とはなんなのだ？　それを知らないことには対策を立てることもできない」


    　いくみがあまりにも対策を練ろうとしないことに、痺しびれを切らしたのか、梨り乃のが話を進め始める。


    「はい。戦国時代に活躍した九条家八代当主、九条新しん三ざぶ郎ろう公こうが槍やりの奥おう義ぎに開かい眼がんした日だと言われています」


    「新三郎が槍に開眼した日がそれほど大切なの？　私にとっては十二月二十四日はジュールの誕生日というイメージなのだが……？」


    「梨乃さん。ジュールの誕生日もなかなかマニアックな出来事だと思いますが……。とにかく九条家は代々、武を重んじる家柄、なかでも槍は九条家にとってもっとも重要な武技なのです。そして九条流槍そう術じゆつの開祖、それが新三郎公なのです」


    　ふみはそう前置きすると、九条家八代当主、九条新三郎の偉業と伝説について語り始める。おそらく何度も聞かされているのだろう、ふみの語りにはまったく澱よどみがなく、すらすらと新三郎の活躍が謳うたいあげられる。


    



    　そんなふみから聞いた新三郎公の話をまとめると以下のとおりだ。


    　九条新三郎（一五一二～一五六八）は戦国時代の初期に活躍した武将であり武芸者である。


    　長きにわたる武む者しや修しゆ行ぎようの旅で槍の腕を磨き、九条流槍術の[image: ]始者となった。


    



    　年表


    



    一五一七　新しん三ざぶ郎ろう五歳。すでに大人に交じって槍そう術じゆつの稽けい古こに励はげむ。


    一五一八　新三郎六歳。木にとまっている蟬せみを槍やりで突く。


    一五二〇　新三郎八歳。飛んでいる雀すずめを槍で突く。


    一五二五　新三郎十三歳。近隣に熊くまが出没、村人が怯おびえていると聞き、退治に。見事に熊を槍で突き、退治。勢い余って村人も槍で突く。


    一五二七　新三郎十五歳。初うい陣じん。緊張のあまり、味方総大将の尻しりを槍で突く。強制的に武む者しや修しゆ行ぎようの旅に。


    一五三〇　新三郎十八歳。修行で立ち寄った村にて村娘と恋仲に。村娘を槍で突く。


    一五三一　新三郎十九歳。この年はそんなにたいしたものは突かず。ナス三本、キュウリ五本ほど突いた程度だといわれる。


    一五三二　新三郎二十歳。禅ぜん宗しゆうの高僧と出会う。出しゆつ家けし仏ぶつ門もんへ。修行生活に入る。食事は麦と少々の味み[image: ]そのみという厳しい環境。無類の味[image: ]好きとなる。


    一五三七　新三郎二十五歳。五年の厳しい仏教修行の末、高僧を槍で突く。強制的に再び武者修行の旅に。


    一五三八　新三郎二十六歳。自みずからの突き癖ぐせを直すために槍を捨て山に籠こもる。


    一五三九　新三郎二十七歳。村娘に「あのときは突いて、ゴメン。あと結婚してくれ」と手紙と好物の味[image: ]を送る。返事、来ず。味[image: ]だけ返ってくる。


    一五四八　新三郎三十六歳。槍を捨て山に籠り十年目の十二月二十四日。槍への執着から解き放たれ、「突かずの真理」に開かい眼がんする。


    一五四九　新三郎三十七歳。下山。解放感から突きまくる。


    



    　……年表を見た感じでは、ただの危ない人のような気もするが、とにかくふみの家では大変な偉人として扱われているらしい。


    「というわけで、十二月二十四日には九く条じよう家け当主である、おじいちゃんが槍の演舞を披露し、その後、新三郎公の大好物だったといわれる、お味[image: ]を舐なめる。そういうしきたりとなっているのです」


    「わはははっ！　お味[image: ]っ！　勝った！　餃子ギヨーザが勝ったぞ！」


    　味[image: ]という単語を耳にした瞬間、いくみがゲラゲラと大笑いする。おなかを抱えて床ゆかを転げまわって……自分よりも変わったクリスマスを過ごしている人を発見して、よっぽど嬉うれしいのだろう。


    「いくみさん……これは伝統の儀式ですから、いくみさんの餃子とはわけが……」


    「クリスマスにみんなケーキとか食べてるのに……お味[image: ]を舐めてたなんて」


    　いくみはお味み[image: ]そを舐なめていた当人のベッドの上でケラケラと笑い転げる。


    「だから、クリスマスパーティーをしてみたいと言ってるんじゃないですか。なんで笑うんですかっ！」


    「ごめん。ごめん。大丈夫だから、私が説得してみせるから！　もうお味[image: ]を舐めなくていいんだよ……お味[image: ]を……ぷふぅ、くっ、ぷぅ、ぷひゃらっもすっ」


    「そんなにおかしいですか……」


    「そんな、こと、ぷくぅ。ぷひょいっ。ぜったいに私が、説得して……ぷふっ、ぶっふばるとっ、ろぺすぅ」


    　いくみは必死に笑いを堪こらえているが、残念ながら、往年のＪリーガー調の音が漏もれてしまっている。毎年餃子ギヨーザだった自分よりさらに悲ひ惨さんな環境でクリスマスを迎えてきた人を発見して嬉うれしくてしかたないのだろう。


    「もうっ。いつまで笑っているのです！　本当に説得してくれる気があるのですか？」


    　ふみは頰ほおを赤らめながら抗議するが、いくみはなおも肩を震わせている。


    「大丈夫。だから、ほらおじいちゃんのとこ、行こうよ」


    　いくみはなおもくすくすと笑いながら、ふみの部屋を出る。


    



    　ふみのおじいさんは先に客間に入り僕たちを待っていた。


    　いかにも高級そうな和服姿。まさに時代劇の剣豪を思わせる威い厳げんと鋭するどさがある。


    　床とこの間まの前で正座し、瞑めい想そうしているかのように目を閉じている。


    　僕たちの姿をちらりと一いち[image: ]べつして、また目を閉じる。


    　僕たちはふみに促うながされて、おじいさんに正せい対たいする形で座ざ布ぶ団とんに座る。


    「あの、今日きようはお願いがあるんです」


    　ふみは自分の祖父と話しているとは思えないほど、緊張した面おも持もち。すでにたっぷり叱しかられたかのように、肩をすぼめている。


    「ふむ。お願いとは？」


    　おじいちゃんは目を開くと僕、いくみ、梨り乃のを順にぎろりと睨にらむ。


    「二十四日にね、私たちでクリスマスパーティーするんだけど、ふみもパーティーに参加してもいいよね？」


    　いくみはまったく躊ちゆう躇ちよすることなく、端たん的てきに用件を伝える。おじいさんの発する威圧的なオーラをまったく感じていないかのようだ。


    「二十四日。それは十二月の二十四日ということだな」


    「あたりまえでしょ。クリスマス知らないの？」


    　おじいさんがいくみの挑ちよう発はつ的な言葉に、かすかに眉まゆを動かす。


    「ちょっと、気をつけて」


    　僕はいくみに小声でささやく。前に会ったときもいくみはおじいさんをかんかんに怒らせているんだから、本当に気をつけてほしい。


    　しかしいくみは僕の心配をよそに、非常にアグレッシブな姿勢でおじいちゃんに接する。


    「ねえ、ねえ。いいでしょ。おじいちゃん」


    　まるで自分が孫であるかのような猫なで声。しかし、ふみのおじいさんはまったく動じない。いくみの存在など無視するかのように、重々しい口く調ちようで話し始める。


    「ふみ。重々わかっておろう。九く条じようの家において十二月二十四日がどのような意味を持っているのか……」


    「はい……もちろんです」


    「いまさら言うまでもないが、八代当主、新しん三ざぶ郎ろう公こうが槍やりの秘ひ奥おうを究きわめ、九条流槍そう術じゆつが完成した日。新三郎公はわずか五歳にてすでに大人に交じって槍術の稽けい古こに励はげみ……」


    「それはさっきふみから聞いたからいいよ」


    　いくみがおじいさんの話をさえぎろうとする。


    「……新三郎公は槍だけではなく仏ぶつ門もんにも入り厳しい……」


    「だから聞いたからいいって」


    「黙って聞けい、小娘！」


    　おじいさんの激しい叱しつ責せきの声が、障しよう子じを震わせる。


    　自然に身体からだがこわばってしまうような一いつ喝かつだが、いくみはそれでも平然としている。


    「いくみは幼おさない頃ころから多種多様の人に怒られて耐たい性せいがついているのではないか……」


    　梨り乃のがまったく動じないいくみを見て、ぼそぼそと呟つぶやく。


    「じゃあ、いいよ。ほら、なんとか三郎の話して、ちゃんと聞くから」


    「そんな態度の奴やつには聞かせんっ！　もういいわい。とにかく二十四日は、九条家代々の人間全員で槍の演舞を披露することで、新三郎公の偉業を讃たたえるとともに、手違いにて突いてしまった高僧の冥めい福ふくを祈り、新三郎公をふった村娘が地獄に落ちていることを願う。それがしきたりじゃ！　これが守れぬ奴は九条家の人間ではない！」


    　再びおじいさんの怒声が響き渡る。


    　ふみは正座したまま、肩を落とし、小さくなってうなだれている。おじいさんと目を合わせることすらできない。すっかり萎い縮しゆくしてしまっている。


    　やはり、この頑固な老人を説得するのは無理な話だったか……。


    「そんなおっきい声ださなくていいじゃん」


    　いくみはまったく怯ひるむことなく、からかうような口調。おじいさんの怒声にまったく気け圧おされていない。


    「我が家の問題に口を出すな。黙ってなさいっ！」


    「まあまあ、おじいちゃんの気持ちはわかるけどさ。時代は変わったんだよ。最近は槍よりクリスマスなのさ」


    　クリスマスを最近の流行みたいに言うのもどうかと思うが、いくみからすれば、つい最近知った楽しいイベントなのだ。


    「なにがクリスマスだ！　あんな趣味の悪い真っ赤かな服のじじいを奉たてまつるなど馬ば鹿か馬鹿しい！」


    「馬鹿馬鹿しくないっ。私はみんなでクリスマスパーティーをするって決めたの！　ぜったいにやるんだからっ！」


    　おじいさんに負けじといくみも声を張り上げる。


    「勝手にせい。しかしふみの参加は許さん」


    「おじいちゃんはかわいそうだと思わないのっ！　自分の孫が一度もクリスマスパーティーをしたことないなんて！　本当はサンタさんからプレゼント貰もらったり、ケーキ食べたりしたかったんだよ」


    「それは……かわいそうではあるが……しきたりはしきたり」


    　おじいさんの顔がわずかに曇る。強こわ面もてではあるが、やはり孫はかわいいようで、心のどこかでクリスマスをしてやれないことを不ふ憫びんには思っていたのであろう。


    　いくみもその心の動きを察したのか、さらにおじいさんを責め立てる。


    「ふみのことがかわいくないの？　一度くらいクリスマスパーティーをさせてあげてもいいじゃないのさっ！　毎年、毎年、お味み[image: ]そなんか舐なめさせて……お味[image: ]……ぷぷっ、お味[image: ]どふぅ、どぅとらっ」


    「なにがおかしいっ！　新しん三ざぶ郎ろう公こうより伝えられし、我が槍やりの冴さえ、味わってみるか！」


    　おじいさんは、年齢を感じさせない機敏な動きで、座ざ布ぶ団とんから立ち上がると、鴨かも居いにかけられた槍を手にする。


    「いくみさん。言葉に気をつけてください。おじいちゃんにとって新三郎公を愚ぐ弄ろうすることは自分を馬鹿にされるよりも許せないことなのです。本当に危険ですよ」


    「なんの、なんの。こっちもクリスマスを馬鹿にされると危険な存在なんだよっ」


    　いくみは自分に向けられた槍の穂先の前で小刻みにステップを踏んでみせる。


    　お互いがお互いの距離を測りあいながら睨にらみ合う。


    　まさに達人同士の戦いだ。


    「おじいちゃんのこの構え。これは新三郎公の編み出した、九く条じよう流槍そう術じゆつの原型とも呼べる、古こ流りゆう坊ぼう主ず殺しの構えです。おそらく新三郎公になり代わり、新三郎公を愚弄した人間にその偉大さを叩たたき込むつもりなのです」


    　ふみがおじいさんの槍の構えから、その意図を読み取る。


    「大丈夫だよね。本気で突いたりしないよね？」


    　僕はふみにささやく。


    「もちろんおじいちゃんも普段はこんなことはしないのですが、いくみさんの戦闘能力の高さを感じ取って、武人としての意地のようなものが出てしまっているのかもしれません。見てください。あの気迫、そして立ち上る闘気を」


    「立ち上る闘気って言われても……」


    　ふみはおじいさんの身体からだから発せられる気のようなものを感じているらしいが、僕にはなんのことかさっぱりわからない。


    「おじいちゃんの闘気が形となって……、あれは新しん三ざぶ郎ろう公こう。見えます。新三郎公の姿がはっきりと！」


    　僕には厳しい顔をして、いくみと睨にらみ合っているだけにしか見えないが、ふみにはそう見えるみたいだ。


    「でも、いくみさんの闘気もすごいです。すさまじい闘気が立ち上って……見えます。あれは……サンタクロース！」


    　サンタクロース！　闘気がサンタになってるのか！　もしそうなのだとしたら、いくみのクリスマスパーティーしたさ加減がすごい！


    　闘気は僕には見えないのでわからないが、いまだにふたりは睨み合いを続け、動こうとはしない。


    「どうでもいいのだが、いつになったら戦い始めるのだ？」


    　梨り乃のがこの膠こう着ちやく状態にいささか飽きてしまったようだ。たしかにほとんど変化がないまますでに数分が経過している。


    「梨乃さん。わからないのですか。動きはないですが、気はすでに激しくぶつかり合っているのです。お互いの気と気の激しい戦いが繰り広げられています」


    「ただ睨み合っているだけではないか……」


    「違います。感じるのです、闘気を。いまおじいちゃんの闘気、新三郎公が攻撃を繰り返しています。息もつかせぬ連続の突きが繰り出されています。でもいくみさんの闘気、サンタクロースがそれをぎりぎりのタイミングでよけ続けて……すごい。サンタクロースの反撃……。袋を振り回して、一撃、一撃が重いです。あの袋があたれば、新三郎公の首が吹きとんでしまいます……。ああっ、また、ここでその動きですかっ！」


    　ふみは僕たちには見えない戦いで手に汗握っているが、実際にはふたりはまったく動いていない。たまにふたりの口から「むむっ」「ぬぅ」と小さなうめき声が漏もれるだけだ。


    「これは、まれに見る熱戦です。すごく高度な気と気のぶつかり合いなのです。あれは……新三郎公の究極奥おう義ぎ、坊主殺急所連続突ケサマデニクイ！　これではサンタクロースはひとたまりも……ああっ、まさか！　……すごい結末です。こんなことにっ！」


    　どうやら決着がついたようだが……。


    　なおも動くことなく睨み合ういくみとおじいさん。


    　おじいさんの口に笑みが浮かぶ。


    　しかし、その直後、おじいさんががっくりと膝ひざをついた。


    「まさか……このワシが……年はとりたくないものだ……」


    　どうやらおじいさんが気の戦いで敗れたらしい。いったいなにが起こったんだ？


    「必殺の坊主殺急所連続突ケサマデニクイが決まったかに見えました。必殺の突きがサンタの心臓をたしかにえぐりました。これで勝負あり、そう思ったのですが……。トナカイが新しん三ざぶ郎ろう公こうを吹っとばしてしまいました」


    　ふみは信じられないと言わんばかりに小さく首を振る。


    　最終的にトナカイが勝ったのか……。


    　まあ気の話だから、どうでもいいんだけど。ちょっと納得がいかない。


    「ふう、ぎりぎりの戦いだったけど、やっぱり最後は私のクリスマスへの思いが、ほんの少しだけ強かったみたいだね」


    　いくみは額ひたいの汗を拭ぬぐいながらさわやかな笑え顔がおを浮かべ、おじいさんへと手を差し伸べる。


    　がっしりと握手するふたり。どうやらお互いに悔くいのない戦いではあったらしい。


    「ワシも九く条じよう家けの人間。負けたからには、じたばたはせん。少し待っておれ」


    　おじいさんはそう言うと、戦いのダメージがまだ残っているのか少しおぼつかない足取りで部屋を出ていく。


    　しばらくして戻ってきたおじいさんの手には一巻の巻物が握られていた。


    「九条流槍そう術じゆつ秘伝の巻だ。持っていけい！」


    　いくみの手に押しつけるように巻物を渡す。


    「別にいらないんだけど……」


    「武士に情けをかけるな！　いいから、持っていけ」


    　とても断ことわれそうもない剣幕。


    「じゃあ、ありがとう。それで、クリスマスは？」


    「ふみ。やはりクリスマスパーティーがしたいのか？　靴下にモノを入れたり出したりしたいのか……」


    　おじいさんはふみの目を見つめて静かに言う。


    「はい。したいです」


    「わかった。ならば、誰にも負けぬ最高のクリパを開けいっ！」


    　おじいさんはそう宣言すると、なにかが吹っ切れたように、大声で笑う。


    「ありがとう。おじいちゃん」


    　ふみは感極まって、おじいさんの胸に飛び込む。


    「うむ。これも人生勉強。一度くらいクリスマスを体験するのもよかろう！　ただし、ちゃんと新三郎公を奉たてまつるのも忘れるではないぞ」


    　先ほどとはまったく違う優しい笑顔を浮かべている。やはりなんだかんだで孫はかわいいものなのだろう。


    「うん。ちゃんと時間になったら、演舞をしますっ」


    　クリスマスパーティーの合間に味み[image: ]そを舐なめて、槍やりの演舞をするのか……。すさまじいミスマッチだが、それでもふみが参加できるようになったのは嬉うれしい。


    「うむ。ならばあれをふみに渡さねばなるまい。まさかこんなに早く来るとは。……少し待っておれ」


    　そう言うとまたおじいさんが部屋を出ていってしまう。


    　いくみのときにまとめて持ってくるわけにはいかなかったのか。そんな気持ちで待つことしばし、戻ってきたおじいさんの手には巻物が握られている


    「長い九く条じよう家けの歴史のなかでもとりわけコミカルであるとの誉ほまれ高き九代新しん太た郎ろう公こう。その新太郎公が編み出した九条流余よ興きよう術じゆつ、秘伝のひとつよ」


    　おじいさんがおもむろに巻物を広げる。


    　どうやら、歌とダンスを交えた出し物のやり方が記されているらしい。


    「これが、かの信のぶ長なが公の前で披露し、危うく首をはねられそうになったと言われる我が九条家の余興中の余興。おもしろ敦あつ盛もりじゃ！」


    



    　～おもしろ敦盛～


    



    　人間～　五十年～　もしくは六十年～　いける奴やつは百ちょいくらいまでいくよ～


    　ほいっ、ほいっ、ほいっほいほいっ


    （両の脚をじたばた動かし、唇くちびるをできるだけ突き出すべし）


    　下げ天てんのうちを～　はぁ～　ぷりぷりぷぅ～


    （すかさず放ほう屁ひするべし）


    　比ぶれば～　張り詰めた～　弓の～


    （唐突に裏声になるべし）


    　わんわん　わんわん


    （扇せん子すを尻しりに刺し、犬の真ま似ねを行おこなうべし）


    　にゃあにゃあにゃあにゃあ


    （できるだけかわいらしく真似るべし）


    　酒よこせえ　どぶろくおくれええ　もっと飲ませろおおおお


    （鯨げい飲いんするべし）


    　おええええ　おえ　おええええええ　おええええ　おえええええええおえええええええええ　お……おえええええええ　水ちょうだい


    　もうやだぁ　なんでこんなこと　うわああああんん


    （仰あお向むけに倒れ突とつ如じよ号ごう泣きゆうするべし）


    



    　……ひどいクオリティーだ。ただ酔っ払いが暴れているだけにしか思えないんだが。


    　八代は槍やりの名人だったのに、たった一代でなにがあったんだ。


    　誰もが秘伝の内容に啞あ然ぜんとしているが、おじいさんはまったく気にもとめていない。


    　巻物を巻き戻して、ふみの手に握らせる。


    「九く条じようの人間の余よ興きよう力りよく、とくと見せてやるがいい！」


    「いやです！」


    「なぜだ！　爆笑必ひつ至しだぞ！」


    「孫になにをさせようとしているんですか！　こんなことをしたら恥ずかしくてお嫁に行けませんっ！」


    　ふみは顔を真っ赤かにして秘伝の巻物を突き返す。


    　まさか返却されてしまうとは思いもしなかったのか、おじいさんは自分の手に残された巻物を見つめて呆ぼう然ぜんとしている……。


    　おじいさん、どうするつもりなんだ……。


    　無言のままそっといくみに渡した。


    「なんで私にっ！」

  


  [image: ]



  
    　突然のことに目を大きく見開いて愕がく然ぜんとしている。


    「貴き様さまならお嫁に行けなくとも気になるまい」


    「気にするよっ！　失礼だぞ！」


    「……貴様はどことなく九代新しん太た郎ろう公こうの面おも影かげがある」


    「あるわけないでしょっ！　ふみもらってあげなよ。おじいちゃんはふみにあげたいんだから」


    　いくみはなんとも迷惑そうに言う。


    「だって……あんな恥ずかしい秘伝は……」


    　ふみはまだ顔を赤らめたままモジモジと身をよじって受け取りを拒こばんでいる。


    「あの程度でなにを言っている。こんなもの新太郎公の技のなかでは上品なものだ。究極奥おう義ぎの巻など、宴会の三日前より下半身裸はだかで、しかも[image: ]くずより作り出した粘ねん液えきを……」


    「もうっ！　わかりましたから！　そんなの知りたくないですっ」


    　これ以上抵抗してもさらに状況は悪くなるばかりと判断したのか、ふみはひったくるように秘伝の巻物を受け取る。


    　余よ興きようはさておき、これでふみのクリスマスパーティーへの参加が可能になった。


    　あとは絵え美みがスランプから脱してくれれば、みんなでそろってパーティーをすることができる。


    　それが香か織おりのパーティーに勝てるようなものになるとは思えないが、僕としてはパーティーに勝ち負けなど関係ない。彩あや香かには悪いけどみんなに囲まれてクリスマスを迎えられるだけで僕にとっては十分に勝利なのだ。


    



    　僕たちがふみの家を出たときにはあたりはすっかり暗くなっていた。


    　ふみに見送られて九く条じよう家けの古めかしく威い厳げんのある門をくぐる。


    　さすがに十二月。外の空気は肌はだを刺すように冷たい。


    「あの……」


    　別れの挨あい拶さつをして、駅へと向かおうとした僕たちをふみが呼び止める。


    「いくみさん。やっぱりそれ返していただけないでしょうか」


    　いくみのカバンからは煙突のように秘伝書が突き出している。


    「本当は九条家の人間以外に渡ってはならないものだと思うんですが……。おじいちゃんはいくみさんとの戦いで不覚を取って、引くに引けなくなってしまったのでしょうね。できれば返してもらっていいですか。ほとぼりが冷めたころに渡します」


    「別に欲しくなかったから……、でもせっかくだから、ちょっとだけ見ていい？」


    　いくみはそう言うとさっそく巻物を広げる。


    



    　秘伝書


    



    　真空波動槍やり　↓↓↑Ｐ


    　五月雨さみだれ突　Ｐ連打（Ｇでキャンセル可能）


    　下げ段だん回まわし蹴げり　↓→ＫＫＫ（下段攻撃。技後の硬直が長い）


    　竜巻巴ともえ投なげ　↓↑Ｐ+Ｇ


    　坊主殺急所連続突ケサマデニクイ　Ｐ+Ｋ+Ｇ↓→Ｐ+Ｋ↑Ｐ（↓Ｐも可）


    　ヨガフレイム　↓[image: ]→[image: ]↑Ｐ


    



    「ニセモノじゃん！」


    　いくみの声が冬の空にこだまする。


    　たしかにこれは間違いなくニセモノ。なんだったら、さっき作った感、丸出しだ。


    　文字も筆ではなく、サインペンのようなもので書かれている。


    　おそらく、勢いで秘伝書を持っていけと言ったものの、途中で冷静になって、慌あわてて作ったのだろう。なんだろう……おじいさん案外セコい。


    「おのれえ……もう一回勝負だ。今度は本物を取ってくるっ！」


    「いらないって言ってたじゃないですか！」


    　再び門をくぐろうとしているいくみの胴にふみが抱きついて止める。


    「ニセモノ渡されたら、なんか、急に欲しくなってきた。やいおじいちゃん。私と勝負しろっ！」


    「近所迷惑です。叫ばないでください！」


    「たのもー！　たのもー！　道場破りだよ！」


    　家から出てきてからの道場破り宣言。


    「もういいから。目的は果たしたんだから、帰ろう」


    　僕はいくみの手を引いて、無理やり門から引き剝はがす。


    　こうして僕は駅までの道をいくみを引きずって歩くはめになったのであった。

  



  
    【回　答】


    



    　夢をあきらめる。それは非常につらく、寂しいことです。しかし人生はすべて思いどおりにはなりません。どうしても夢を断念しなければいけない局面も出てきてしまいます。


    　そこで、夢をいくらかでもかなえ、夢をあきらめるときのリスクを減らす方法を我々お悩み相談コーナーは提案します。


    　それは夢を小分けにして、一部をあきらめ、一部をあきらめないこと。こうすればきっと夢の何割かはかなうはずです！


    　とはいえ、どうしても妥だ協きようできないこともあるかもしれません。そのときは、他人に引かれちゃうくらいの強い意志と根性で頑張ってみてはいかがでしょうか。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「やるっていったらやる。ぜったいにやる！　アドバイスはいらない！」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　意外と知られてないサンタクロースの弱点ってなんですか？


    
      （一年　わたなべ）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    ソリで高速飛行すると空気抵抗で首がもげる。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    プレゼントをあげた子供のリアクションが薄いと猛烈に傷ついてしまう。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    ヒゲもじゃのアゴにおもいっきりパンチすると、崩れるようにダウンする。

    

  



  
    【相　談　３「追い詰められないと勉強に取り組めない」】


    



    
      家か畜ちくに神かみはいないッ!?

    


    



    　追い詰められないと勉強に取り組めません。


    　レポートや試験などで、いつも一週間前とか三日前とかになってプレッシャーがかからないと真剣に取り組めず、すぐにネットや漫画に走って時間を浪費してしまいます。

  



  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：条件づけを利用する。漫画を読んでしまったらすかさず罰を。


    勉強したらすぐにご褒ほう美びを与える。

    


    [image: ]


    ふみ：リアルに想像するのです。


    自分が勉強せずにネットばかりしているとどうなるのかを。

    


    [image: ]


    いくみ：無理っ！　人類は漫画の誘惑には勝てない。


    ヒクソンでも勝てない！

    

  



  
    　いつものお悩み相談コーナーの集まりの前に、僕は職員室を訪れていた。


    　クリスマスパーティーのために部室の使用申しん請せい書しよを提出するためだ。


    　一応は顧問である朋とも子こ先生の席へと向かうが、デスクは空席。うっすらほこりさえ積もっていて、しばらく使用された形跡すらない。さすが幽霊顧問だけある。以前、お悩み相談コーナーで朋子先生の相談に答えたことがあり、あれ以来、少しは立ち直ったとの[image: ]うわさも聞いたのだが……。まだまだ幽霊っぷりは続きそうだ。


    　僕は書類だけを置いて部室へと向かう。


    　すでに部室にはいつもの回答者の三人がそろっていた。


    　今回はなかなか勉強に取り組めないとの相談だ。前回に引き続き絵え美みは自分の[image: ]作活動に専念するためにお休み。梨り乃の、ふみ、いくみの三人での回答となる。


    　それぞれ理系、文系、体育会系ならではの解決策を提案してくれるはずだが……。


    　いくみ……、あきらめてどうする。


    「漫画とかあって、勉強できる人なんていないんだよ。そんなの常識だよ」


    　いくみはもはや開き直っていた。


    　梨乃、ふみとは違って、回答者の中ではとりわけ勉強が苦手ないくみだが、それだけに勉強が苦手な人の気持ちがわかる回答を期待したのだが。


    「なにかアドバイスとかないのかな。お悩み相談のコーナーなんだから」


    「ないよ！　だって私が漫画の誘惑に勝てたことがないんだよ！　で、わかったんだよ。人間ってそういうふうにできてるんだよ」


    　なぜだか堂々と敗北宣言をしてしまっている。


    「人類そのものに突きつけられた難問のように聞こえるが。ただいくみに勉強する習慣がないだけではないか」


    　梨り乃のが小さくため息をつきながら言う。梨乃は成績優秀で、むしろ休み時間ですら、『サイエンス』だの『ニュートン』だの『ナショナルジオグラフィック』だのを読んでいる。まったくいくみとは対極の存在だ。


    「梨乃、それは違うよ、人類は勉強する習慣なんて身につかないんだよ」


    「人類が勉強しなくて、誰が勉強するのだ！　自分を基準に人類を定義するのではない！」


    「じゃあ、どうやったら勉強するようになるのさ。教えてよ。梨乃はなんで勉強しても無事な身体からだになったのさ？」


    　無事な身体って……いくみにとっては勉強はもはや危険な行為なんだろう。


    「ふむ……私は、小さいころから、勉強が嫌いではなくて……。徐々に興味のある分野もできて、好きなジャンルはむしろ楽しいくらいなのだが」


    「ダメだ。こんな人から教わることはないよ」


    　いくみはまったくお話にならないと頭を振る。たしかにはじめから勉強好きな人に勉強を好きになる方法を聞いても参考にならないかもしれないが……。だからといって、なぜいくみが上から目線なんだ……。


    「いくみには新しい知識を得る喜びはないのか？　この世界がどのような法則に基づいて存在しているのか？　宇宙の果てはどうなっているのか？　人間の身体はどのようなメカニズムになっているのか？　気にはならないのか。この世界に生まれて、この世界を知らないなんて寂しいことだと思わないか」


    　梨乃の問いにいくみは一応、腕組みして考えてみせるが……。


    「うーむむむ。どうせ、どれも、〝まだわかってない〟なんでしょ。わかってから、教えてくれたらいいよ」


    　いくみはなんとものん気な口く調ちようで答える。


    　たしかに、どの問いも現在の人類には未解明のものだと思うけど、それを解き明かすべく…………。そんなことを説明してもしかたがないか。


    　梨乃も同じような思いだったのか、無言でただ頭を抱えてしまっている。


    「まあ、いくみはさておき、今回の相談は追い詰められる前に勉強をする方法だから。梨乃は条件づけってことだけど」


    　僕はなんだかげんなりしてしまっている梨乃をなぐさめつつ、改めて仕切り直す。


    「いわゆるオペラント条件づけ。チンパンジーに課題を与え、成功するとトークンと呼ばれるエサとの引換券を与えると、進んで課題に取り組むようになる。勉強すればご褒ほう美びがもらえるようにすれば、やがて自発的に勉強をするようになる。人類だけではなく、ほとんどの哺ほ乳にゆう類るいはそうできているのだ。いくみはその母ぼ集しゆう団だんには含まれないのかもしれないが」


    「たとえばどんなご褒美がいいのかな？」


    　僕は梨り乃のの意見をさらに掘り下げることにする。


    「それは人それぞれではないか？」


    「梨乃だったら？」


    「私はご褒美は……ケーキなどがいいかな」


    「ケーキか……梨乃は甘いもの好きだよね」


    「前に行った、ケーキ屋さんのモンブランなども……なかなか悪くないのだ」


    　そういえば以前、梨乃とケーキ屋さんに行って、そのとき梨乃はモンブランを食べていたっけ……。そのときのことを思い出しているのか梨乃はなんだか楽しそうな顔をしている。


    「ちょっと、なんかイチャイチャしてない？　ケーキ食べさせてもらおうとして」


    　いくみは疑うような目つきで梨乃の顔を覗のぞき込む。まるでフェノールフタレイン液を酸性の液体に落としたかのようにみるみる梨乃の顔が真っ赤かになる。


    「そんなわけ……。ただ私はオペラント条件づけにおける好こう子しを……」


    　ほてりをなんとか冷まそうと梨乃は赤面した顔をパタパタと手で扇あおいでいる。


    「違う。ケーキ食べさせてもらおうとしてるっ！　ふたりはデートする気だな」


    　正直そんなつもりはなかったんだが、梨乃が照れてしまうと本当にイチャイチャしていたみたいじゃないか……。


    「違う。ただの例だよね」


    　僕の言葉にいくみは耳を貸してはくれない。


    「いや、ぜったいデートしようって誘ってたんだ。梨乃はやらしいなあ。ああいやらしい」


    「だから……ただ……しつこいぞ、いくみ」


    　いくみのひやかしに手で扇ぐ冷却効果ではまったく追いつかず、ますます梨乃の顔が真っ赤になる。耳まで真っ赤だ。


    　こんなに照れられると、だんだん本当にデートの誘いだったのではないかと思えてくる。


    　しかし、そうであれば、なおさらここではつっこんだ話をするべきではない。


    「わかったら、この話はおしまい。ふみの意見を聞こう」


    　僕はこの流れを強制的に打ち切って、ふみへと話を振る。


    「実は私の意見も梨乃さんとほぼ同じなんです。梨乃さんと違うのは、ご褒美も罰も実はすでにあるのに気づいていないだけなのではないのかと……。正しく勉強についてイメージすることが大切だと思うのです」


    　ふみの意見は相変わらず抽象的で少しわかりにくい。


    「もう少し具体的に教えてもらえるかな、たとえばいくみで」


    　僕の要望に応こたえるかたちでふみはさらに踏み込んで持論を展開する。


    「いくみさんはきっと勉強で得られるご褒ほう美びが想像できていないのです。いくみさんは頑張って勉強をするとどうなると思いますか？」


    「眼鏡めがねになる！」


    「眼鏡をかける人は多いかもしれませんが……。そうではなくて、勉強の成果についてです」


    「えー？　勉強したら、いい大学に行って、……いい会社に入って……で、眼鏡になる！」


    「うーん。たしかに社会的な成功の条件でもあるとは思うんですが、学校の勉強はすべての基礎となるものだと思うんです」


    「もうわかんないんだけど」


    「いくみさんがイメージしやすいようにたとえるなら、スポーツにおける基礎トレーニングです。身体からだをしっかり鍛たん錬れんすれば、今後どのようなスポーツをするにしても絶対に役に立つんです。逆に身体ができてなければ、どんなスポーツをしても成果は出ないと思うんですよ」


    　たしかに社会に出てから、どのようなことをするにしても、学生時代の勉強が土台となるだろう。


    「先生もそう言うんだけどね……なんかね。うーん。むむぅ……」


    　いくみにとってはまだ心に響かないようで、腕組みしたまま首をかしげている。


    「イメージするのです。もっと具体的に。リアルに。勉強をして立派になった自分を」


    　ふみの声がひときわ力強くなる。背せ筋すじを正し座りなおすと、勉強に目覚めたいくみの将来像を語り始める。


    



    　勉強大好きいくみさんの将来


    



    「お母さんはね。本当に勉強していてよかったと思っているの」


    　いくみは自分の傍かたわらですやすやと寝息をたてる我が子に向かって語りかけた。


    　まだ一歳に満たない娘には当然理解できないだろう。それでもいくみは話し続ける。


    「私はね、高校の一年生まで勉強が嫌いで、嫌いでしかたなかったの。授業も真ま面じ目めに聞かずに、テストの前もなにをしていいのかさえわからなくて、ただ漠ばく然ぜんとうまい棒を食べるだけの日々だったわ」


    　いくみは我が子の小さな手を愛いとおしそうに握る。


    「でもね、同級生のアドバイスを聞いて勉強をしてみたの。そうしたら人生が変わったわ。私が勉強しなければあなたは生まれてこなかったのよ」


    　いくみの脳のう裏りに蘇よみがえる、さまざまな思い出。どれも昨日きのうのことのように思い出される。


    　猛勉強でぐんぐん成績を上げて、以前は想像すらしていなかった一流大学に合格することができた、大学入試。


    　類たぐいまれなる情報収集能力で見事に第一志望の内定を勝ち取った、就職活動。


    　先輩のお局つぼねさんに目をつけられるも、培つちかった圧倒的な陰口力でお局さんを退社に追い込んだ、ＯＬライフ。


    　不思議なことに次々とライバルがネットで炎上した出世レース。


    　そして恋こい敵がたきを勉強のおかげで完全犯罪によって亡き者にしたあの日。


    「だからあなたもちゃんと勉強するのよ、勉べん美み」


    　いくみは眠っている我が子の手を大切そうに優しく自分の手で包む。


    　凍いてつくような北風がよろい戸をガタガタと鳴らしているが、部屋の中は常に適温に保たれている。この環境もすべては勉強のおかげ。


    　いくみは我が子を起こさないようにそっと立ち上がると、キラキラと金色に輝かがやくうまい棒の包装を開ける。うまい棒いくみスペシャルエディション味。販売元であるやおきんの株を買い占めることによって特別に製作させた、いくみオリジナルのうまい棒だ。これも勉強しなければ手に入らなかっただろう。冷蔵庫にたっぷりと貯蔵されている、ガリガリ君大トロ味も当然そうだ。


    　これもあのとき、勉強するように言ってくれた、梨り乃のとふみのおかげだ。


    　しかし知識の探求に終わりはない。これからも、もっともっと勉強をしよう。志こころざし半ばで倒れた梨乃の分まで勉強するんだ。


    　いくみの口の中でうまい棒いくみスペシャルエディション味は淡雪のように解けていく。


    　甘みがわずかに足りない。スクラロースの配合を少しいじらせるか。


    　いくみはスペシャルエディションバージョン２の開発を指示することを決めたのだった。


    



    「私の旦だん那なさんは誰なのさっ！」


    　いくみが満まんを持じしてつっこむ。しかし、ツッコミどころがおかしい！　


    　ここは「長いよ！」でいってほしかった。


    　そしていくみの勉強の成果が知能犯方面で生かされてばかりなのも気になる。


    「その前になぜ私は死んでいるのだ！」


    　梨乃も不満そうに言う。


    「勉強の大切さを教えてくれた友人の遺志を継ぐほうがドラマティックじゃないですか？」


    　ふみはなにが問題なのかわからないといった様子でにっこりと微笑ほほえみを返す。


    「ならば自分にすればよかったではないか」


    「そんないい役を自分にはできませんよ」


    　ふみにしてみたら、よかれと思ってのキャスティングらしい。梨乃の恨めしそうな視線をまったく気にすることなく、話を続ける。


    「このように、勉強は人生の基礎なのです。進むことのできる選択肢を広げ、ピンチになったときに解決策を与えてくれるのです。逆に勉強しないと、さまざまなデメリットがあります。たとえば……」


    　ふみの声がひときわ力強くなる。背せ筋すじを正し座りなおすと、勉強に目覚めなかったいくみの将来像を語り始める。


    



    「さみぃ、まじさみぃな。冬、マジムカつくし」


    　冬のコンビニの前は超寒かった。風がびゅーびゅー吹くし、まじ寒い。


    「さみぃよ。でもいくとこねえし、どうしたらいいかわかんねえし、金七十円しかねえし、うまい棒、買お。わかんねえけど、十本くらい買えっしょ。でも買うと金なくなっちゃうから、十円舐なめよ。ぺろぺろ、しょっぺえ。ぺろぺろ、にがじょっぺええ！」


    　コンビニの前はまじさむいのだった。


    



    「……短いよ！　逆に短いっ！」


    　まだまだ続くのかと思って、ツッコミを少し待ってしまった。まさかこんなに短く終わるとは……。いつもはこの三倍は続くのに。


    「勉強をしない人のイメージですので当然短くなるのです」


    　ふみのなかでは当然のことらしい……。しかしいくみは納得がいかないようで、


    「なんか、私、いまより馬ば鹿かになってない……？」


    　不満げに口を尖とがらせている。


    「勉強をしないのですから当然そうなります。どんどん忘れて、悪い人に影響され、悪い習慣が身につくのです」


    　小さい子に、「早く寝ないとお化けが来るよ」と脅おどすかのような口く調ちようでいくみを諭さとす。


    　梨り乃のとふみにこれだけ言われ続けるとさすがのいくみの心にも届くものがあったようだ。


    　いくみはあぐらをかいたまま、目を閉じ、腕を組む。


    「うーん……勉強……でも……勉強か……でも」


    　おそらくいくみの中で天使と悪魔が闘っているのだろう。


    　腕組みをしたまま寝転がり、畳の上をうんうん言いながら転げまわっている。


    「……勉強……テレビ見たい……勉強……野球……勉強……ザリガニ釣り……」


    　ついにいくみの動きが止まる。転げまわったせいで、制服がめくれておなかが出てしまっているがちっとも気にしていない。決意に満ちた眼まな差ざし。


    　ヘッドスプリングで軽やかに立ち上がると、いくみは力強く宣言する。


    「私、勉強するよ！」


    「すばらしいです。いくみさん」


    　ふみがいくみに賛辞の拍手を送る。


    　まだ今後、勉強することを決めただけで大げさな気もするが、しかし、勉強が大嫌いないくみが決心したのだから、気持ちはわかる。


    「それで、さっそくなんだけど、これ……」


    　いくみは自分のカバンを開くとテストの答案を取り出す。


    　答案のほとんどが不正解。まるでチェックシートのように×が並んでいる。


    　科目は地理のようだが……。


    「実は赤点取っちゃって……。課題出されちゃったんだよね」


    　いくみはさすがに恥ずかしそうに、頭を搔かきながら言う。


    「これは…………本当にテストの点数なのか……なにをどうすると小数点以下の点数になるのだ？　視力だとしても、眼鏡めがねが必要なレベルだぞ」


    　梨り乃のも驚きを隠せない。クリスマスパーティーの前に控えている期末テスト。いくみがそれを乗り越えることができるか心配だったが、まさかすでにつまずいているとは。


    「朋とも子こ先生がね。地理の先生なんだけどね……。厳しいんだよね。せっかく相談に乗ってあげたのに」


    　朋子先生は自分が教えるのがダルいのか、頻ひん繁ぱんにテストをするタイプの授業スタイルだそうで、いくみはその小テストでさんざんな点数を取ってしまったらしい。いくみにとっては朋子先生の復帰はむしろ裏目に出てしまったようだ。


    「私、勉強するよ。私は変わる！　勉強ができる私になるよ、まずは地理から。これまでの授業をノートにまとめて提出しないと補習させられちゃうからね」


    　いくみはちゃぶ台の上にノートと地理の教科書を配置して、その前にどっかとあぐらをかく。


    「さあ、私は勉強するよ！　さあ、さあ！　さあったら、さあ！」


    　いくみは、気勢を上げるが、動きはない。ただノートを睨にらみ続ける……。どうやら誰かに勉強を見てほしいようだ。


    　まるで親鳥を待つひな鳥のように、ただちゃぶ台の前に堂々と座って待機している。すがすがしいまでの依い存ぞん心しん。


    　勉強の大切さより前に、その甘えん坊な性格をどうにかしないと、どうにもならないのではないか。そんなことを思いながらも、いくみの決心を無む下げにはできない。こうして僕たちは総出でいくみに勉強を教えることになったのだった。


    



    　猛勉強の翌日、僕たちはいくみの勉強の成果を披露すべく、朋子先生を訪れていた。


    　朋子先生は相変わらず保健室にいた。


    　本来、生徒が使うはずのベッドのひとつを占有して、けだるそうに窓から校庭を眺めている。肌はだつやもよく、健康そうに見えるのだが……。


    「先生、元気？」


    　いくみの姿を認めると、これみよがしに咳せきこんでみせる。


    「うーん、ちょっと、まだ万全とは……、唇くちびるがちょっと乾いてる気がする。あと髪のキューティクルが……」


    　唇が乾いているだけで、ベッドを使用しているのか……。


    「課題、やってきたよ」


    　いくみは自分のノートを誇らしげに見せる。


    　僕たちの協力により、テストの範囲を簡潔にノートにまとめたものだ。苦心して作っただけあって、自分でもなかなかの出来だと思う。


    「ふぅ、うん……よくできてるじゃない」


    　朋とも子こ先生はベッドの中でノートを確認すると、少し意外そうな顔をする。


    　いくみが急にこんな綺き麗れいなノートを取ってきたら、当然怪しむだろう。


    「じゃあ、追試するね」


    　先生はふらふらと起き上がり、保健室の棚を勝手に開けると、薬品の間からプリントを取り出した。もはや職員室に戻るつもりはないのだろうか……。


    「えっ、追試？」


    　戸惑ういくみを強引に養護の先生用のデスクへと着席させる。
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    「ノートで終わりじゃないの？　話が違うじゃんっ！」


    「……パーティー」


    　抗議するいくみに聞こえないほど小さな声で、朋とも子こ先生がぼそぼそと呟つぶやく。


    「え？　なにさ、朋子先生」


    「パーティー……。クリスマスパーティーするんでしょ。申しん請せいの書類見たわよ」


    　まるで呪のろいの言葉を吐きかけるような、口く調ちよう。おそろしい形ぎよう相そうでいくみを睨にらみつける。


    　あまりの迫力にいくみもたじろいでいる。


    「そ、それが、どうか……したの？」


    「死ねばいいのに……クリスマスパーティーするヤツらなんて……。フィヨルドにはまって死んでしまえばいいのに」


    　なぜ氷河の働きによって造られた、複雑な地形の入り江にはまらなければいけないんだ！


    「朋子先生、クリスマスパーティー嫌い？」


    「調子に乗ってる生徒が嫌いなのよ！　はしゃぎすぎで、顔が歪ゆがんでしまえばいい。モルワイデ図法の周辺部分のように歪んでしまえばいいのに」


    　たしかモルワイデ図法は面積の比を等しくした楕だ円えん形けいの地図。正せい積せき図法なために地図の端っこになる部分は形に歪みが出てしまうのだ。……ってなんて地理の勉強になる呪いだ！


    「そっか、嫌いなのか。なんでそんなに嫌いなの？」


    　いくみは、人のトラウマになっていそうな部分にぐいぐい踏み込む。さすがの無神経さだ。


    「……昔はね……。大学の頃ころはね、私ね、テニスサークルとか入ったこともあったのよ……でも、パーティー的なものには全然、呼ばれなかった……。パーティーがなかったわけじゃないの。みんな知らないうちに集まって、楽しく遊んで……バーベキューの鉄板だけ預からされたっけ……」


    　なんだか悲ひ惨さんな思い出だ。呼ばれてもいないのに、バーベキューの鉄板だけ押し付けられるのはつらすぎる。


    「だからね。私はパーティーをしようとする生徒のことは容よう赦しやしないのよ！　追試地獄を見せてあげる」


    「やめてよ。追試は困るんだって」


    　しかしいくみの訴えに朋子先生は耳を貸さない。


    「いいから、この問題に答えてみなさい。デンマークとフィンランドでは火力、水力、原子力などとともに、木くずなどバイオマスでの発電が利用されています。バイオマスでの発電の利点を六十文字以内で答えなさい。さあできなかったら補習ね。あ、補習は二十四日だから。日程の変更はなし」


    　そう宣言すると。問答無用で追試を開始する朋子先生。


    　しかも、かなりの難問。


    　朋とも子こ先生は端はなから答えられるわけがないと決めつけるような、意地の悪い微笑ほほえみを口元に浮かべている。これは間違いなくクリスマスパーティーの予定がある者への復ふく讐しゆうだ。


    　クリスマスパーティーへの憎しみは理解できなくもないが、そもそも顧問として、どうなんだ。もはや幽霊顧問から悪あく霊りよう顧問へとランクアップしている。


    「朋子先生！　ひどいよ！　なんでそんなことするのさ！」


    　いくみはいまにも泣き出しそうな顔で抗議するが、朋子先生は意に介さない。


    「さあ、六十文字以内で、サンタの故郷、フィンランドの問題よ。さあさあ、火力などに比べてバイオマス発電の利点は？」


    「……な、なんとかマスのほうがいい匂においがするから？」


    　いくみは消え入りそうな声で答える。


    「へえ。どんな匂い？」


    「焼き魚の……こんがりとした」


    「いくみ、バイオマスは魚のマスではないぞ！」


    　梨り乃のが小声で助け船を出すが、しかし、もはや手遅れだった。


    「はい、ダメ。不正解。じゃあフィンランドの主要輸出品目、三つ答えて。さあ、フィンランドの主要輸出品目はなに？　さあさあ、まず、一位は？　ヒント、運送、輸送関係で非常に重要なものです」


    「輸送…………でっかいトナカイ？」


    「はい、はずれ。一位は石油類調製品でした」


    「ずるいぞ。なんとか類なんとかって知らないもん。当たるわけないじゃん！」


    　いくみの猛烈な抗議にも朋子先生は表情ひとつ変えない。まるで聞こえないかのように、次の問題へと進む。


    「はい、フィンランドの主要輸出品目、二位は？」


    「……でっかい……」


    「いくみさん、でっかいはやめましょう。そんな答えはありえません！　落ち着いてください」


    　このままでは二十四日にいくみが補習になってしまう。ふみも必死に助けようとするが、こんな難問、いくみに答えられるわけがない。


    「さあ、二位は？　ヒント、フィンランドは国土の七割近くが森林です」


    「カブトムシ！」


    「不正解。答えは紙製品でした！」


    「くそうっ！　ひっかけ問題だったか！」


    　いくみ、どこでひっかかったんだ！


    「さあ三位は？　ヒント。最初のひと文字は『す』です」


    「す……すっぱいトナカイ」


    「ステンレス鋼こうでした。はい補習決定！　補習！　ほっしゅぅうっ！　いえぇぇい！　ざまぁ！　ざまぁ！」


    　勝ち誇る朋とも子こ先生、対照的に、いくみはあまりのショックでその場に倒れんでしまう。


    　せっかく心を入れ替えて、一日だけとはいえ、勉強したのに。この仕打ちはひどい。


    「ちょっと、先生、いくらなんでもこれはひどくないですか。いくみは頑張って勉強してきたんですよ」


    　僕は保健室にふさわしいレベルにまで消しよう耗もうして、勝手に空いているベッドで横になってしまったいくみの気持ちを代弁する。


    「先に裏切ったのはあなたたちなのよ」


    　朋子先生の返答は意外なものだった。


    「お悩み相談コーナーのみんなは弱い者の味方だと思ってた、学校生活や社会生活でどうしてもうまくいかない人たちのために活動していると思ってたの。それはとってもすばらしい活動。私もいつも保健室のベッドから寝ながら応援してたの」


    「そんなに賛同してくれているなら、ちょっとは顔出してくれてもいいじゃないですか」


    「それは、また別の問題。とにかく、そんなあなたたちがクリスマスパーティーではしゃぐなんて、それじゃ生徒会長たちと同じじゃない。だから私はがっかりしたの。まさかあなたたちがそんなことをするなんて」


    　朋子先生はさみしさと悲しさが入り混じったかのような表情を浮かべる。まさに信じていた人に裏切られたとでも言いたげだ。


    「そんなつもりじゃなくて……僕は、クリスマスパーティーなんてしない人のためのクリスマスパーティーにしたいと思ってるんです」


    　具体的な案はなんにも考えてない。正直なところ、いつものメンバーと楽しくパーティーがしたいだけでもあるんだが、ここはそう言うしかない。


    　しかし、渾こん身しんの弁解も朋子先生の心には届かなかったようだ。悲しげな目で僕を見つめながら、小さく首を横に振る。


    　まさか顧問の先生にクリスマスパーティーを阻止されるなんて……。もはやここまでか。僕の心にあきらめの気持ちが芽め生ばえかけたときだった。


    「あーあ、朋子先生も誘うつもりだったのに」


    　いくみが布ふ団とんの中からぼそりと言う。


    　その言葉で朋子先生の表情が劇的に変化した。


    　さきほどまで僕を見つめていた悲しげな顔に、いまは喜びがあふれている。


    「私も？　……本当に？」


    「も、もちろんですよ。ねえ、みんな」


    　僕は慌あわてて梨り乃のとふみにも同意を求める。いくみを補習から救うにはこれしかない。


    　ふたりもわかってくれたようで、大げさにうんうんとうなずいてくれる。


    「なんだ……そうだったの……。そっか、最近、体調もずいぶんよくなってきたし、パーティーね……。うん悪くはないかな」


    　朋とも子こ先生の機嫌が急激に上昇している。


    「でも、もう補習なんでしょ」


    　すっかり拗すねてしまったいくみの布ふ団とんをはがすと、高らかに宣言する。


    「なんと、まだ問題が残っていました。しかも次の問題は得点が三倍になります！」


    「補習じゃないの？」


    「この問題ができれば補習はなしです。第三問、アメリカの首都といえばどこでしょう？」


    　急激に簡単になった！　もうクリスマスパーティーに参加する気満々だ！


    「朋子先生ありがとうっ！」


    　いくみが布団から跳ね起きる。すでにいつもの元気を取り戻していた。


    「じゃあ、答えを」


    「ニュー……」


    「いくみさんっ！」


    　ふみが慌あわてていくみに飛びつくと口をふさぐ。危ない。唇くちびるをにゅっと突き出して、明らかに「ニューヨーク」の口になっていた。


    「ふみ、さすがに、大丈夫だから。アメリカの首都はニュー……」


    「いくみ！　もう一度よく考えるのだ」


    　今度は梨り乃のがいくみの口をふさぐ。しかしいくみはよほど自信があるのか、その手を振り払って解答を続ける。


    「にゅーっ！……にゅーっ！」


    「だから、にゅーにゅー言わないっ！」


    　今度は僕がいくみの口をふさぐ。しかしいくみは僕の手をひらりと避けてしまった。


    「にゅー……にゅー……ニューヨーク！　ニューヨークッ！」　


    　いくみは勝利のハイタッチをしようと、両手を挙げているが、当然ながら誰もそれに応こたえようとはしない。


    　ただじっと朋子先生の判定を待つ。


    　間違いであることは、いくみ以外全員わかっているが、ここは朋子先生のクリスマスパーティーへの想おもいにかけるしかない。どうする先生……。


    「……スーパーイージーモード突入！　なんとスーパーイージーモード突入のキーワードは『ニューヨーク』でした、ここで問題の難易度が下がります！」


    　もはやテストでもなんでもない。これはクイズバラエティーだ。


    　そんなことは朋子先生もわかっているだろうが、強引にテストを続ける。


    「そんなニューヨークにあるアメリカ独立百周年を記念して建てられた有名な自由関係の像はなんの像でしょうか？」


    「……でっかいトナカイ！」


    「……アルティメット・イージーモード突入。第五問。サンタの故郷、フィンランドといえばリアス式海岸。さてリアス式海岸にどんなイメージがありますか？」


    　なんだ、その問題は？　テストどころかもはやクイズでもない。　


    「ぶわっとしてると思う」


    「正解！　リアス式海岸はぶわっとしてる！　お見事、追試終了！」　


    　ついに追試という名のクイズコーナーが終了した。


    　朋とも子こ先生が額ひたいに浮かんだ汗をハンカチで拭ぬぐう。おそらく冷や汗だろう。いくみよりもはるかに朋子先生が疲ひ弊へいしてしまっている。


    「それで、結果は？」


    　いくみは怯おびえた表情で朋子先生の顔を覗のぞき込んでいる。


    「合格。ほかの問題が五点問題で最後の問題は八十点問題だったから」


    「よかったっ！　頑張って勉強した甲か斐いがあったよ」


    　ふうと大きな息をひとつ吐くと、ほっとした表情を浮かべる。


    　いくみ……勉強の成果は出ていないぞ。そしてリアス式海岸はぶわっとはしていない。


    「結果はさておき、これで勉強する習慣がついてくれればいいのですが」


    　何度もガッツポーズを繰り返すいくみを眺めながら、ふみが呟つぶやいた。


    　たしかに勉強はしたほうがいいんだろう。


    　しかし僕は嬉うれしそうに無む邪じや気きにぴょんぴょん飛び跳ねているいくみを見ていると、このままでもいいように思えてくる。いくみの魅力は喜き怒ど哀あい楽らくを素直に表現するこの天てん真しん爛らん漫まんさなのだ。この魅力があれば、たとえ勉強が苦手なままでも、だいたいの問題はなんとかなってしまうんじゃないのか。


    「朋子先生、一緒にケーキ食べようね。あとサンタさんの格好しようね」


    　今度は先生の手を取ってぐるぐると旋せん回かいを始めた。


    　いつもは憂ゆう鬱うつそうな表情を崩さない朋子先生ですら、笑え顔がおになっている。


    　この無む垢くな笑顔。これは勉強では絶対に手に入らないのだから。アメリカの首都くらいは知っていてほしいものだが……。

  



  
    【回　答】


    



    　追い詰められないと勉強ができないとのこと、気持ちは痛いほど理解できます。回答者のなかからも漫画、ネットの魅力には勝てないとの意見すら出ました。


    　しかしここは勉強によって得られる利益、そして勉強をしないことによってこうむってしまう不利益についてじっくり考えるべきです。


    　勉強はすべての基礎。これを身につけた場合と、身につけなかった場合では今後の人生に大きな違いが出てしまうのです。それを意識して、追い詰められる前に勉強する習慣を身につけましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「この世界に生まれて、この世界を知らないなんて寂しいことだと思わないか」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　僕はほぼ毎日、先輩と社員食堂で昼食をとるのですが、そこで先輩からいろいろな悩み相談を受けています。最初は、同僚の悪口程度だったのですが、徐々にエスカレートしていき、女性遍へん歴れき、性生活、変わった性せい癖へき、薄毛による女性ホルモンの投与、遺産相続の争いなど、相談の内容がだんだん重くなってきているので困っています。


    　先日は、隣のテーブルに受付の美人社員がいるにもかかわらず、持病の痔じ瘻ろうの悪化について相談をされました。女子社員の明るい声がこだまする社食で、中年男性の排便障害について聞きたくありません。どうしたら普通の昼食にできるでしょうか。


    
      （出でない順じゆん　中なか山やま）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    痔じについて圧倒的な知識を身につけて、専門的な話だと思わせる。「経肛こう門もん的超音波検査もずいぶんと進化しました」などと言えば恥ずかしくないのだ!

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    表現をエレガントに変えるのです。


    痔を「フローラル」と呼んでみては?

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    ソースを取るフリをして、先輩のお尻しりにアッパーをくらわせるんだ!

    

  



  
    【相　談　４「スランプが深刻なの……」】


    
      一年　村むら上かみ 絵え美み

    


    



    　どうしても描かけなくなってしまったの。


    　なにを描いてもうまく描ける気がしないの。


    　いまでは筆や絵の具を見るのも怖くなってしまったの。


    　最初はちょっとうまくいかないだけだったのに……どんどん、どんどんずれていくの。


    　自分でも理由がわからないの。


    　気持ちが焦あせって、でも焦れば焦るほど、おかしくなって……。


    　助けてほしいの。

  



  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：心の状態に囚とらわれるべきではない。外部環境を変えることが大切。

    


    [image: ]


    ふみ：心の状態こそ大切です。初心に帰りましょう。


    きっと自分の過去が助けてくれるはずです。

    


    [image: ]


    いくみ：考えすぎ。もっと頭をからっぽにして。


    ぽわーん、ほへーん、むにゃーんって感じで。

    

  



  
    　突然の絵え美みからの相談がメールで届いた。


    　僕はお悩み相談メンバーに急きゆう遽きよ集まってもらう。


    　少しの期間、美術部の活動に専念してもらい、作品ができ次第、復帰してもらうつもりだったのだが、すっかりスランプになってしまったらしい。


    　文面から察するにかなり深刻なようだが、大丈夫なんだろうか……。


    「頭を空っぽにしてなにも考えるなと言われても普通はできるものではないのだ。いくみは常に頭を空っぽにできているようなものだが……」


    　梨り乃のがいくみの回答を見て、皮肉めいた感じで言う。


    「スランプは力の入りすぎでなるんだよ。脱力が大事！　ややこしいこと考えないで、頭を空っぽに……あっ、梨乃、私のこと馬ば鹿かにしたな」


    　気づくのが遅い！　さすが空っぽを主張しているだけのことはある。


    「馬鹿にはしていない。いや少しはしているが、感心もしている」


    「少しだったらいいけど」


    　……少しならいいのかい！　


    　とにかくいくみは皮肉を気にすることなく自説を語り始める。


    「知らないうちに変な力が入って、よくわかんないけどうまくいかない。スランプってこんな感じだと思うんだよ。だから力を抜く、これ大事！」


    　思ったより説得力のある意見だ。やはりスランプからの脱出は、体育会系にとってかなり身近で、常に考えさせられる事柄なのかもしれない。


    「それで、どうやって脱力するのです？　口で言うのは容易たやすいですが、実行するのはなかなか」


    　ふみがいくみの意見の肝心な部分を聞き出そうとする。


    「簡単だよ。なーんにも考えずに、リラックスして……ぽわーんと……」


    　先ほどまで、いつもどおりにあぐらをかいていたいくみだが、操あやつり人形の糸が切れたかのようにいくみの身体からだから力が抜け、重力のままに倒れこむ。


    「ちょっと、いくみさんっ！」


    　完全に脱力したいくみの上半身はふみの身体へと着地、顔をふみの胸へと埋うずめる。


    　危ない。ちゃぶ台側に倒れたら頭をぶつけていたところだ。ふみの十分に発育した胸がクッションとなってくれたのだ。


    「……むにゃーん。……ふにゃーん」


    　ふにゃふにゃ言いながら、さらに脱力を続けるいくみ、顔はふみの胸を舐なめるように下降し、正座しているふみの太ふと[image: ]ももへと着地する。乱れたスカート、その裾すそからのぞくむっちりとした白い二本の太[image: ]、その太[image: ]の間にいくみは顔をつっこむようにして止まる。


    「いくみさんっ！　いくみさんっ！　なんてことをっ！」


    　ふみは必死に呼びかけるが、いくみは依い然ぜん脱力中だ。
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    「ゆあーん。ゆよーん」


    　ふみが離そうとしても、ぐったりともたれかかり、いくみは動こうとしない。


    　何度顔を持ち上げて、立ち上がらせようとしても、そのたびに、ぐったりと、ふみの上に倒れこんでしまう。


    「赤あか松まつさん、剝はがしてくださいっ」


    　ふみの求めに応じて僕はいくみを背後から羽は交がい絞じめにして、抱え起こそうとするが、いくみがまったく自分の身体からだに力を入れようとしない。軟なん体たい動物のように、するりと身体を反転させると、今度は僕の身体に全体重を預けてくる。


    　これだけ脱力されると、小柄ないくみでも、なかなか重い。


    　それに腕にもまったく力が入ってないせいで、つかまえておくことも難しい。


    　いくみの身体が僕の腕をすり抜ける。ふみのときと同じように、いくみの顔が胸から、おなか、下腹部へとずり落ちていく。


    「いくみさん、やめてっ！　早く、助けてください！」


    　ふみの声はもう悲鳴に近い。


    「いくみ、なんてところに顔をっ！　脱力を終了するのだ！　恥じらいの概がい念ねんはないのか！」


    　そのあられもない体勢を目まの当たりにした梨り乃のが、顔を真っ赤かにして、いくみを引き剝がしにかかる。僕と梨乃のふたりがかりだ。梨乃がいくみの左右の腕をかかえて、畳の上へと強引に転がす。


    「まあ、こんな感じだよ」


    　いくみはようやく脱力モードを終了した。


    「はぁはぁ……こんな……感じと言われても……こ、これでは……さっぱり……はぁはぁ」


    　普段ほとんど運動などしないであろう梨乃は呼吸が乱れてしまって、なにを言ってるのかよくわからないが、こんな変な技術は誰もできないし、真ま似ねしたくないから、アドバイスにはならない的なことが言いたいのだろう。


    「これやると、本当に頭がすっきりして、運動以外でもぜったいにいいと思うんだけどなぁ」


    「いくみさんの頭がすっきりしても、ほかの人の頭は混乱してしまいますっ！」


    　ふみも大変な辱はずかしめを受けたとばかりに、ふくれっつらで抗議する。


    「じゃあ、ふみの意見はどうなのさ」


    　ふみは、先ほどの事件ですっかり乱れてしまった着衣と気持ちを落ち着けようと、スカートの乱れを整え、一度大きく深呼吸してから話し始める。


    「私の意見は身体ではなく、心を重視したものです。スランプということは、以前は問題なくできていたことが、できなくなってしまったということなのですから、それはやはり心の問題だと思うのです。ですから、精神状態をスランプの前に戻してあげればいいのです」


    「具体的にはどうすればいいのかな？」


    「やはり、情熱があった頃ころの気持ちを思い出すことが大事だと思うんです。絵え美みさんであれば、美術部に入部したての気持ちを、できるだけ、詳細に思い出せば、きっとスランプから脱出できるはずです」


    「それは不正確だと思う」


    　梨り乃のがすかさず反論を加える。


    「なぜですか？」


    「当時と現在では条件が異なっている。特に大きな違いは、先を知ってしまっていることなのだ。初心とはこの先どうなるか未確定であるがゆえの、期待感のようなもの。ゆえに現状を知ってしまっている条件下では完全に初心に帰ることなど不可能。初心に帰ったつもりになることしかできないのだ」


    「それでもいいではないですか。初心に帰ったつもりで」


    「甘い。その程度でスランプから脱出可能なのであれば、すでに脱出しているはず。自覚できる範囲で気持ちを変えるくらいでは、不足なのだ。だからこそ環境を変えるべきなのだ。インプットが変わればアウトプットも変わるはず」


    「私は梨乃さんこそ、甘いと思います。人の気持ちを簡単に考えすぎです。機械のようにはいきません。もっと心に寄り添って。じっくりと自分の内なる想おもいと対話するのです」


    　お互い一歩も譲ゆずらない。


    　ちゃぶ台を挟んで睨にらみ合う梨乃とふみ。


    　どちらも自分の意見に自信があるようで、歩み寄る気配すらないが……。


    　でもよく考えたら、両方でもいいんじゃないのか。絵美さえスランプから脱出すれば、どっちの考えが効果があったかなんて問題ではないのだし。


    「あの、両方同時にやろうよ。環境も変えて、初心にも戻ってもらおう」


    　僕の提案に、ふたりはいささか、拍ひよう子し抜けしたような表情を浮かべる。


    「そ、そうですね。どちらが正しいかではなく、絵美さんが立ち直ることが大切ですから。ねえ梨乃さん」


    「それはそうなのだが……まあ、別に異論はないが……」


    「ちょっと、待って！　脱力は？」


    　唯ゆい一いつ納得のいかなかったのが、いくみだった。


    　たしかにいくみが提案した脱力だけは採用されていないのだが、あのありさまではしかたがない。


    「あんなものはそもそも選択肢に入っていない」


    「なにをっ！　わかってないよ。梨乃わかってない」


    　いくみはそう言うと毅き然ぜんと立ち上がる。つかつかと梨乃に歩み寄って、


    「ほえーん。ふそーん、ふのーん」


    　脱力した！


    　相手に攻撃を加えるための脱力。攻めの脱力だ！


    　全身の力を抜いて、梨り乃のにしなだれかかる。


    　ずるずるといくみの身体からだが梨乃を滑る。ふみと違って胸の凹おう凸とつが少ないからか、落下が速い。


    　そしてそのまま全体重をかけて梨乃のスカートにぶら下がった！


    「こらっ、脱げる、脱げてしまう」


    　必死にスカートを押さえる梨乃。しかしいくみは全体重をかけてぶら下がる。


    　もし梨乃が手を離したら、梨乃のスカートは完全にいくみに奪い去られてしまうだろう。


    　非力な梨乃の握力ではいくみの体重を支えられない。ゆっくりとスカートが……。


    　いかん。危うく傍観するところだった。ここは止めないと。


    「いくみ、脱力はもういいから」


    　僕はスカートからいくみを引き剝はがして、脱力を終了させる。


    「で、なんだっけ？」


    　脱力から戻ったいくみはすっかり本題を忘れてしまっている。


    「どうやったらスランプから脱出させることができるかってこと」


    　僕の言葉に、そうだったといわんばかりに、ぱちんと手を打つ。


    「とりあえず、絵え美みちゃんところに行こうよ。こんなところで話し合ってないで、本人に会えばいいんだよ」


    　いくみは話し合うどころか、ただひたすら、人の身体に顔をうずめて、セクハラぎりぎりの行為を繰り返していただけなのだが……。


    　しかしそんなことはお構いなしに、いくみは先陣を切って部室を飛び出して行く。


    



    　美術部の部室は絵美をのぞいて誰もいなかった。


    　人がいるとは思えないほど薄暗く、物音ひとつしない。


    　蛍けい光こう灯とうのスイッチをすべてオフにしているため、カーテンの[image: ]すき間まから差し込むかすかな夕日だけが唯ゆい一いつの光源だ。


    　斜めに差し込む夕日の細いラインがピンスポットのように絵美を照らしている。


    　絵美はなにもせずに、ただ椅い子すに腰かけ虚こ空くうをぼんやりと見ている。


    　絵身の周りには倒れたキャンバスとおそらく投げ捨てられたのであろう絵筆。


    　……これは誰がどう見てもスランプだ。スランプ以外のなにものでもない。しかも相当深刻なスランプだ。こんな状況でどう話しかけたらいいのか、力なく丸まった絵美の背中が、近寄るな、話しかけるなというメッセージを発している。これは誰しも声がかけづらい状況だろう……。と、思ったが、〝誰しも〟にいくみは含まれていなかった。


    「絵美ちゃん、ひさしぶりっ！　元気？」


    　いくみは近寄るなオーラなど軽々と突破して、絵え美みの肩をぽんと叩たたく。


    　元気？　って……。よく確認する気になるな。


    「……………………元気ではないの」


    　絵美は元気な人ではありえないほどのたっぷりの間を空けて、ようやく返事をする。


    　もう、いくみにリアクションを返すのも気が重そうだ。


    「もう大丈夫だよ、私たちがスランプ脱出させてあげるから！」


    　いくみは堂々たる安請け合いで、宣言する。自分のプランは脱力だけなのに……よくそんな自信が持てる。この性格が移植できれば即座にスランプなど脱出できそうな気がする。


    「まずは絵美さんのお話を詳しく聞きましょうよ。どうしてスランプになったのですか？」


    　ふみは絵美の正面に立つと優しい笑え顔がおを浮かべる。


    　絵美と視線の高さを合わせ、そっと絵美の膝ひざに手をのせる。


    「……最初は、ちょっとプレッシャーがあっただけなの。人のために描かくのがはじめてだったから……」


    　絵美はぽつりぽつりとこれまでの経緯を話し始める。


    　最初は商店街から防犯ポスター制作の依頼が美術部にあったらしい。そして美術部で一番上手な絵美が抜ばつ[image: ]てきされた。地元の高校生も一緒に街をよくしていきましょうという気軽な感じでいかにも商店街らしい依頼なのだが、絵美にとっては他人のために作品を描くこと。そして、商品券のかたちではあるが報ほう酬しゆうが出ることが、少しプレッシャーになったらしい。それは絵美にとってもそれほど大きな問題ではなかったはずなのだが……。


    「はじめは……ちょっと戸惑っただけで……、人のものだからよく考えようと思っただけで……それからどんどん頭がぐるぐるなって……いままで自分がどうしていたのかもわからなくなったの……」


    「つらかったのですね」


    　ふみの優しい言葉に張り詰めていたものが緩ゆるんでしまったのか、絵美の目にはかすかに涙がたまっている。ずっと孤独で、苦しさを誰かに吐き出したかったのだろう。


    「もう自分でもどうしたいのかわからなくなってしまったの……」


    　絵美はこのまま薄くなって消えてしまうのではないかと思わせるほど元気のない声で言う。


    「うんうん。そう言ってても……、はい、これ」


    　いくみが絵筆をそっと手渡した。


    「うおぉぉぉぉ……はぁ……はぁああ……」


    　一瞬テンションが上がったものの、すぐにガス欠状態になり、ぽとりと筆を落としてしまう。いままでの絵美は絵筆を持つと人が変わったように元気になっていたのに。


    「あらら、これは大変だね。スランプだ」


    「いくみさん。試さなくてもわかりますから」


    　さっそくふみにたしなめられてしまう。


    「うん。いちおうだよ。いちおう。はい」


    「うぉ……はぁ……」


    　さっきよりテンションの上がりが悪い。筆もすぐに手から離れてしまう。


    「もういっちょ。はい」


    　いくみはすぐに筆を拾うと絵え美みに手渡す。


    「……はぁ……」


    　はぁ、しかなくなっちゃった。完全にガス欠、残量ゼロだ！


    　またしても筆が絵美の手から床へと落下する。


    「まだまだっ！　はい」


    「……すぃむ」


    　なんか新しいタイプのため息が出た！　


    「何度もやらないっ！」


    　いくみはふみに引っ張られて強引に絵美から離されてしまう。


    　いくみの悪ふざけを強制終了させて、本来のスランプ脱出について実じつ践せんの場となる。


    　力なく美術室の丸椅い子すに座る絵美をとりかこむように僕たちも椅子を持ってきて座る。


    「絵美さん。[image: ]作意欲にあふれていた自分を思い出しましょう。たとえば美術部に入部したての頃ころ。どうでしたか？」


    「もちろん思い出せるの……でも、いまでは別人のように思えるの……」


    　絵美がかすかに微笑を浮かべる。どこか自じ[image: ]ちよう気味の笑い。これは意欲を取り戻したのではなく、元気だった自分を懐なつかしんでいるだけかもしれない。


    「まだまだです、もっとその頃の気持ちを再体験するのです。もっともっとリアルに丁てい寧ねいに記憶を呼び覚ますのです」


    　絵美はじっと壁にかけられた一枚の絵を見つめている。


    「あの頃は……もっと……世界がぎらぎらしていて……これからの新しい生活でなにが起こるのかワクワクして……なにを見てもアイディアがあふれてきたの……」


    　おそらくその当時に描かいた絵なのだろう。抽象的でなにを描いてあるのかわからないが、赤黒い血のような液体が、濁だく流りゆうとなって流れているような、とにかく不気味な印象。


    　とても新しい生活にワクワクしている娘さんが描いたとは思えない。


    「どうですか？　[image: ]作意欲が戻ってきましたか？」


    　ふみの言葉に悲しげに首を振る絵美。


    「わからないの……でもあの頃の気持ちを思い出してきたの……」


    　しかし絵美の表情にわずかに活力が戻っている気がする。元々どちらかというと元気な話し方をするタイプではないのでわかりにくいが、さっきよりは声にも力がある。


    「さあ、はい」


    　いくみもその変化に気づいたのか、すかさず絵筆を持たせる。


    「うぉおおお！　なんかやる気がっ……みなぎって……はぁ……すぃむ」


    　やはりダメか。


    「なにか足りない気がするの……。でもそれがなにかわからなくなってしまったの……」


    　絵え美みの手から力なく絵筆がぽとりと落下する。


    「やはり、文系の考えは精神論に頼りすぎなのだ。物理的に環境を変えなければ」


    　梨り乃のはつかつかと窓へと歩み寄り、カーテンを全開にする。


    　弱々しい冬の夕方の日差しではあるものの、それでも閉め切っていたときよりははるかに明るくなる。


    「日光にあたることにより、ストレスを軽減し、集中力を維持する神経伝達物質、セロトニンが分ぶん泌ぴつされやすくなる。さらにビタミンＤも生せい成せいされ、免めん疫えき機能も向上する」


    　ずっと暗い部室に籠こもっていたのか、絵美は弱い光にも眩まぶしそうに目を細める。


    　梨乃はさらに自分のスマートフォンを取り出すと、慣れた手つきで操作を始める。


    「私のもっとも好きな曲なのだ」


    　スマートフォンのスピーカーから奏かなでられる激しいドラムとギター。ヘヴィメタルだ。


    「梨乃、こんな音楽が好きだったんだね。ギャップがすごいね」


    　僕に意外そうな顔をされて、恥ずかしくなったのか梨乃はかすかに頰ほおを赤らめる。


    「理系はなぜかメタルもしくはクラシックが好きなものなのだ」


    　そうなのか？　そんな傾向があるのかないのか僕にはわからないが、いまはそんなことより絵美のことだ。


    　日光とヘビメタでスランプは改善されるのか……。


    　絵美の首が規則的に縦に揺れる。どうやらリズムに乗っているようだ。やがて全身でリズムを刻むようになってきた。これは効果がありそうだ……。


    　すかさずいくみが絵筆を渡す。


    「うぉおおおお！　やるぞぉおおお。気合いがみなぎって……キャンバスを！」


    　僕は慌あわてて倒れていたキャンバスを起こして、絵美の前に立て、パレットを手渡す。


    　絵美はキャンバスを睨にらみつけると暴力的に絵筆を……。


    「……はぁ。……ふぅ」


    　絵美はスマートフォンに手を伸ばし、勝手に音楽をストップさせてしまう。


    　もう少しのところだったんだが……。


    「日光浴と音楽鑑賞を習慣づければ必ず改善するはずなのだ……」


    「締め切りはもうすぐなの」


    　絵美は悲しげに首を振る。新しい習慣でモチベーションを回復させるには時間が足りないようだ。


    「でも音楽はいいアイディアだと思ったの。好みと違うだけで。あとちょっと……。あとちょっとのきっかけで描かける気がするの」


    　絵え美みもなんだかもどかしそうな表情を浮かべている。


    　あとちょっと、それがなんなのか……。


    「ほえーん……」


    「いくみさん。少なくとも脱力ではないと思います」


    　ふみが脱力しようとしたいくみを未然に止める。さすがに脱力の活躍する場はない。


    「絵美ちゃんも、ちゃっちゃとスランプ脱出しちゃってよ。クリスマスパーティーがあるんだよ。絵美ちゃんが飾りつけしなくて誰がやるのさ！」


    　いくみ……。なんて勝手な言い分なんだ。


    「そんなこと……知らないの」


    「知らないってなにさ。クリスマスパーティーするって言ったじゃん！　私のはじめてのクリスマスパーティーなんだよ！」


    「いくみ、それはないよ。絵美の気持ちにもなってみなよ」


    　思わずいくみを叱しかってしまう。いつもナチュラルに失礼で、思ったことを素直に口にしてしまういくみだが、さすがにこれでは絵美がかわいそうだ。


    　絵美も少しむっとしたのか、じっといくみを睨にらみつけている。


    「…………これなの。この気持ちなの」


    　絵美の口から出たのは意外な言葉だった。


    　いったいなにが「これなの」なんだ？　絵美の〝あと少し〟を埋めたのはなんだったんだ？


    「やっぱりクリスマスパーティーをしたい気持ち？」


    「違うの。怒りなの。私の原点……。入部したときは新鮮な気持ちや、キラキラした気持ちもあったけど……。むかむかしてたの。その怒りのパワーが足りてなかったの」


    　絵美の初心を取り戻す最後のピースは怒りだった。


    　そういえば、僕たちとの出会いも、隣のオカルト研究会へのクレームがきっかけだった。


    「音楽も惜おしかったの……隣から聞こえる、気持ちの悪い音楽。それが正解なの。特に夏場ずっと流れてた……あのいらっとする音楽……」


    　どうやらふみの記憶を呼び覚ます方法も、梨り乃のの環境を変える方法も両方正しかったようだ。


    　ただ、きっかけとなるのは、よかった記憶でも好きな音楽でもなく、むしろ負の記憶と音楽だっただけなのだ。


    



    　僕たちは絵美を残し、急いで隣のオカルト研究会の部室へと向かう。


    「あなたたちが私を訪ねることは、あらかじめわかっていたのです」


    　オカルト研究会代表の黒くろ川かわ真ま理りは、いささか乱入気味に現れた僕たちにまったく驚く様子を見せなかった。相変わらず僕たちと目を合わせることなく、うつむいたまま話している。


    「また隣の部屋に聞き耳を立てていただけなのだろう」


    　オカルト大嫌いの梨り乃のがさっそく悪態をつく。


    　しかし今回は真理に協力者になってもらわなければいけない。


    「あの、急で申し訳ないんだけど……前に止めてもらった音楽なんだけど、またはじめてもらえないかな？　夏の頃ころに流していた曲がいいらしいんだけど」


    　僕はなるべく丁てい寧ねいな口く調ちようで用件を伝えるが、口に出してみると、なかなかどうして、ずうずうしい要求だ。


    「おそらく、あなたたちの言っている音楽とは私が作曲した体育祭を中止にする呪のろいの曲なのです。残念ながら、いまは冬なので演奏しません」


    　……なんだ、その曲は。ずいぶんピンポイントな呪いだ。


    　しかし真理はこっちの戸惑いなど気にすることはない。勝手に立ち上がると、壁の周りに積み上げられたよくわからないオカルトグッズの山の中から、なにやら大きな物を抱えて戻ってくる。


    　木製の台座の上にリング状のガラスが連なったものが乗っかっている。まるでガラスでできた繭まゆのようだ。


    「これはアルモニカと呼ばれるいわくつきの楽器なのです。十八世紀に発明され、一時期は爆発的に流行したのですが、音色が精神に悪影響を及ぼすとされ、各地で演奏の禁止令が出て逮たい捕ほ者さえ出たのです。演奏してもいいですが、どうなっても知らないのです」


    　そんな楽器があったなんて知らなかった。もちろん真ま理りの言うことだから、眉まゆ唾つば物ものの[image: ]うわさ話ばなしなんだろうけど……。


    「大丈夫でしょうか。そんな楽器を演奏して」


    　ふみは少し怯おびえた様子で言うが、梨乃はまったく気にならないようで、


    「所しよ[image: ]せんは十八世紀のオカルト話、二十一世紀の人間がうろたえるなど恥ずかしい」


    　さっさと演奏しろとばかりに真理を睨にらみつける。


    「それで、あなた方はなにをしてくれるのです？　お願い事にはお礼があるものなのです」


    　真理はじっとアルモニカを見つめながら言う。


    「いままで、我々との交渉で禁じられていることを再度、解禁するのだからそれでいいではないか」


    「それではおもしろくないのです。悪魔の楽器を演奏するのですから、それなりの代だい償しようを覚悟していただかないと」


    「さては……身長だな。身長を縮める気だな。私には人にあげる身長はない！」


    　いくみがすばやく後方に跳んで身構える。


    　たしかにいくみがこれ以上ちんちくりんになってしまってはかわいそうだが、真ま理りも人の身長などいらないだろう。人から身長を奪っていたらすぐに二メートルになってしまう。


    　いくみが和なごませてしまった場の空気を嫌ってか、真理はひとつ咳せき払ばらいをすると、重々しい口く調ちようで条件を切り出す。


    「あなた方がクリスマスパーティーをすると聞いたのです。それに私も参加することが条件なのです。そしてこのアルモニカの演奏をさせてほしいのです」


    「なぜ、それを！　さては、魔女か！　魔女っ子なのか！」


    　いくみはさらに後ろへ跳ぶ。気丈に身構えてはいるが、怯えた目、構えた拳こぶしもぷるぷる震えている。


    「いくみは美術室でさんざんクリスマスパーティーの話をしていたではないか。盗み聞きに決まっている」


    　梨り乃のが怯えるいくみを落ち着かせる。


    「その……クリスマスと黒魔術は切っても切れない関係なのです。その……将来、黒魔術師になる身としてはまずはクリスマスを研究しなければいけないのです」


    　真理は相変わらずうつむき加減で話すが、すこし口調がたどたどしくなっている。


    　理由はもっともらしいが、別に僕たちとパーティーをしても研究にはならないだろう。本当はクリスマスイブに予定がないのが寂しいだけなんじゃないだろうか……。

  


  [image: ]



  
    「またまたぁ。交ぜてほしいだけなんでしょ。素直に交ぜてって言えばいいのに。ほらほら、『交ぜて』は？」


    　さっきまでぷるぷる震えていたくせに、ここぞとばかりに威張るいくみ。


    「…………交ぜて……」


    　聞こえるか聞こえないかの、本当に小さな声。終始うつむき加減の顔が真っ赤かになっている。


    　未来の黒魔術師もいくみの前では形かたなしだ。


    　いくみは昔からの友達であるかのように、力強く真ま理りの肩を抱いた。


    「いいよっ！　みんないいよね」


    　梨り乃の、ふみから異論は出ない。朋とも子こ先生に真理、なんだかクリスマスパーティーのイメージがどんどんずれていく……。


    「では、アルモニカの演奏をするのです。皆さんこれを」


    　真理は僕たちにひとり一枚ずつ紙のカードを配る。


    　……歌詞カードだった。


    　まさか歌もあるとは……僕たちが歌わなければいけないのか……。


    　しかし真理はそれ以上説明することなく、自みずからの演奏の準備に入る。


    　アルモニカのガラスの繭まゆがゆっくりと回転を始め、それに真理の手が触れると、なんとも不思議な音が響く。


    



    　体育祭中止を願う歌　　　作詞・作曲　黒くろ川かわ真理


    



    　来たれ雨雲よ。地獄よりこの地の頭上へと集まれ。


    　我われの命に従い、愚おろかなるこの学び舎やを水浸しにせよ。


    　グラウンドの水はけをはるかに超えた雨を降らせよ。


    　おお冥めい界かいの王ハデスよ。我を守護せよ。


    　我に四百メートルリレーを走らせんとするものを抹まつ殺さつせよ。


    　爆はぜよ。リレーのバトン。


    　風邪ひけ応援団。


    　はしゃぐサッカー部員に地獄の苦しみを。


    　ああ地獄の番犬ケルベロスよ。


    　クラスの一体感を求める愚か者の喉のど元もとを食い千ち切ぎるがいい。


    　おそろいのＴシャツを作らんとする者をエサとするがいい。


    　中止！　中止！　さっさと中止。しばくぞ！


    



    　音楽というか騒音というか、とにかく不気味な音が流れるなか、僕たちはただただ呆ぼう然ぜんと歌詞カードを見つめていた。


    　そもそも歌い出しがどこかさえわからない。


    　ただただ、身を硬くして呪のろいの曲の終了を待つ。


    　…………曲は超大作だった。


    　ゆっくりフェイドアウトして終わりそうになると、また始まる。


    　まったくリズムも曲調もなく、ただめまぐるしく高音と低音が入れ替わる。


    　もう十五分くらいは経っただろうか……。あらかじめ、何分で終わるのか聞いてないだけに、余計に長く感じる。


    　誰か、いったん止めてもらえないかと言ってくれないかな……。そんな気持ちでちらりと三人を見る。


    　いくみがいない！


    　逃げたな！　ずるいぞ、自分だけ逃げるなんて！　逃げるなら全員で逃げようじゃないか！


    　だが、逃げてしまったいくみを恨んでもしかたがない。ここは僕が勇気を出して、


    「そろそろ結構です」


    　と言うしかないだろう……。


    　しかし、真ま理りは無む我が夢む中ちゆうで演奏しているのか、むちゃくちゃに音を立てているだけなのか、判然としない行為を続けている。


    「あの……」


    　声をかけてみても、まったく反応してくれない。


    　これはいよいよ困ったことに……。そもそも絵え美みの[image: ]作意欲が戻ったのか確認しないと……。


    　ふみがいない！


    　逃げたか！　いつもあんなに真ま面じ目めで律りち儀ぎなのに、そんなふみが逃げるなんて、よっぽど耐えがたかったんだろう。残るのは梨り乃のと僕だけになってしまった。こうなったら、ふたり同時に逃げたい。一緒に逃げようと梨乃に耳打ちしようとしたが……。


    　梨乃の位置がかなり後ろになってる！　演奏開始時には隣に並んでいたのに、いまでは数メートル後方に立っている！


    　僕が見ている間にもゆっくりゆっくりと扉とびらに向かって後退している。ついに扉に到達し、少しだけ開けた扉の[image: ]すき間まに身体からだをすべりこませていく。なんとも申し訳なさそうな表情を最後に残し、消えてしまった……。


    　もうこうなったら僕も逃げるしかない。


    　梨乃に倣ならってゆっくりと後退を開始したときだった。


    　ひときわアルモニカの音量が増す。どうやらクライマックスのようだ。


    　真理は身体を怪しく揺らしながら、陶とう酔すいしきっている。


    　これは終わりが近そうだ。せっかくだから最後まで聴いていくか……………………………。


    　その後、五度のクライマックスを迎えたのち、ようやく演奏は終了を迎えた。


    　真ま理りもさすがに体力を消しよう耗もうしたようで、額ひたいに浮かんだ汗を拭ぬぐう。


    　演奏中ずっとうつむいていた真理とついに目が合ってしまう。


    　真理はたったひとり残された僕を見て目を丸くしている。


    「おお……なんてこと……やはり悪魔の楽器……人が消失してしまったようです」


    　帰ったんだよ！　僕はそうツッコミたいところをぎりぎり堪こらえたのだった。


    



    　ほかのメンバーからずいぶん遅れて美術室に戻る。


    「遅かったじゃん」


    　いくみは僕を見つけるとまるで逃げたのが正しい行為であるかのように言う。


    「全員が逃げるわけにはいかないからね」


    　僕は本当は逃げようと思っていたが、あえて残ったかのように抗こう弁べんする。


    「置き去りにして、すみませんでした。本当に気分が悪くなってしまって……」


    　ふみはやはり気がとがめるようで、深々と頭を下げられる。


    　まあ、たしかに不快極まりない音だった。感受性の高いふみが長時間聴いていられないのも理解できる。それに問題は絵美のスランプだ。はたして効果はあったのか……？


    「うぉおおお！　この怒り。これなの。本当に不愉快な音楽なの。でもそれが、あのときの気持ちを蘇よみがえらせてくれるの」


    　絵美はすでに絵筆を手に取り、キャンバスへ向かっていた。怒りと情熱を叩たたきつけるように、絵筆を走らせる。どうやらすっかりスランプを脱出したようだ。


    「やはり外部の環境の変化がスランプから脱出させることとなったのだ」


    　梨り乃のは自分の理論が正しかったと誇らしげに胸を張る。


    「よかったときのことを思い出させることも効果があったと思います」


    　ふみも負けじと言う。


    「私の脱力も！」


    「「それはない」」


    　ノータイムでふみと梨乃の両方からつっこまれるいくみ。


    　まあ誰の手柄でもいいじゃないか。とにかく絵え美みがスランプから立ち直ってくれたのだから。


    　絵美は絵に没頭して僕たちの存在など忘れてしまったかのように、絵筆を振るっている。


    　この集中力なら、きっとすばらしいポスターが仕上がることだろう。


    　そう確信したいところだったが……。


    　絵美の作品はまだまだ描かき始めなのだが、どうも万引きした人間がギロチンにかけられている場面にしか見えない。


    　そもそも依頼が絵美に極端に向いていなかったことがスランプの原因なのでは？


    　そんな思いがよぎったのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　スランプから脱出する方法について、梨り乃の、ふみ、いくみからは、環境を変える。よかったときの気持ちを思い出す。脱力する。などの意見が出ました。


    　その意見を踏まえて、さっそく取り組んだ結果、あのような結果になりました。正直なところ、まさかネガティブな環境変化が、むしろモチベーションを回復させることになるとは思ってもいませんでした。


    　なお我々はあくまで本人の意思に従い、オカルト研究会の音楽を復活してもらいました。


    　今後、美術部において、騒音問題などが勃ぼつ発ぱつしても関知するところではありません。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「おお冥めい界かいの王ハデスよ。我われを守護せよ」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　特に筋トレをしているわけでもないのに、ついたあだ名は〝胸きよう筋きん〟です。もはや本名よりも広まっていますが、改善できないでしょうか。


    
      （ドナルド＝キョーキンス）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    生体あだ名移植が必要。それっぽい人を見み繕つくろって、〝胸きよう筋きん〟と呼び続けるべき。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    言葉はゆっくりと変化するものです。


    少しずつ変えましょう。胸筋 → 胸肉 → ささみ → いさみ → いさむ →IZAMUで。


    IZAMUさんを目指しましょう。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    もう筋トレするしかない！


    スクワットしてあだ名を〝ひらめ筋〟にしよう！

    

  



  
    【相　談　５「影が薄い」】


    
      シケキング

    


    



    　自分は昔から影が薄く、友人には「おまえの長所って影が薄いとこだよな」と言われます。中学三年のときには、体育の先生に「おまえ部長だったのか！」と、総勢五十人もいるソフトテニス部の部長だったのに、そう言われました……この存在感のなさ……どうすればいいでしょうか。

  



  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：影が薄いことにはメリットもある。


    授業中、先生にあてられにくい、欠席してもバレないなど。


    メリットを生かしていくべき。

    


    [image: ]


    ふみ：目立たないからこそ、ここぞというときに目立てば


    何倍も効果が出ます。最後の最後で度量を見せるんです。

    

  



  
    　絵え美みのスランプ脱出からはじめての日曜日、当然、今日きようはお悩み相談コーナーの日ではない。


    　僕とともに部室にいるのは梨り乃のとふみ。


    　なにをしているかといえば、いくみと絵美を待っているのであった。


    　いくみと絵美は現在、買い出しに出かけている。もちろん目的の品はサンタの衣装だ。


    　資金不足で断念していたサンタの衣装だが、絵美のポスターへのお礼として、商品券を貰もらったらしく、絵美はそれを全部クリスマスパーティーの資金として提供してくれたのだ。


    「これもみんなが助けてくれたおかげなの……」


    　絵美の資金提供の申し出に一番喜んだのは、もちろんいくみだった。


    「本当にいいの？　なんだか悪いなあ」


    　いくみは言葉だけは恐縮していたが、顔は満面の笑みだった……。実にわかりやすい性格の持ち主だ。


    　こうして、いくみと絵美は衣装の買い出しへと出かけ、僕たちはただ待っているだけなのもなんなので、相談にひとつ回答してもらおうというわけだ。


    　今回の相談は目立たないとのお悩み。僕も目立たない人生を歩んできたので、かなり共感できる悩みだ。なにせ影が薄いと自分に自信が持てなくなってしまう。相談者の名前は王様っぽいが……。きっと自信がない王様だろう。


    「目立つことが生存戦略的にメリットになるなら目立つべきだし、デメリットならば目立たないほうがいいと思う」


    　先に梨り乃のが自分の意見を詳しく語り始める。


    「動物も目立つ色をしている種しゆと環境にまぎれるために擬ぎ態たいしている種がいるが、それぞれ、メリットがあってのことなのだ」


    「隠れるメリットがあるのはわかるんですけど、目立たせる意味ってあるんですか？　鳥は派手な色だったりしますよね」


    「主にメスへのアピールなのだ。こんなに派手でも捕ほ食しよくされない。すなわち強いオスであるとのアピールなのだ」


    「なるほど、だからヤンキーのみなさんもあのような格好をされているのですね」


    「あれは……もしかしたら自分は毒があるぞと示す警戒色かもしれない。ニセサンゴヘビのような……」


    　梨乃は頰ほおにちょこんと手をあて、考え込んでしまう。……ヤンキーのファッションについてそんなに考察を重ねてどうするんだ。


    「とにかく目立つということはイコール、外敵に発見されるリスクが高まるということなのだ。影が薄いのは悪いことではない。相談者は気づいていないだけで、その影の薄さが、自分の身を守っているのだ」


    　相談者は人間なので食べられてしまう危険はまずないと思うが、たしかにトラブルに遭そう遇ぐうする危険は減っているのかもしれない。だがトラブルに遭遇しないことでハッピーにはなれない。


    「でも実際の生活で影が薄いのは寂しいもんだよ。自分が存在してる価値あるのかなって不安になったりするし……、もう少し目立てるようなアドバイスはないの？　ちょっと髪型を変えるとか、鉄板のおもしろジョークを用意しておくとか」


    　僕もかなり影が薄いほうだからわかるが、別に目立ちたいわけではないのだが、影が薄いと自分の存在がちっぽけに思えて寂しくなったりもするのだ。


    「向いていないことをしても、無駄なのだ。海底で暮らすカレイが海面付近を泳ぎまわっても早めに捕食されるだけ。自分のフィールドで黙々と生活するのが正解。影の薄さが、派手さに勝つ場面もあるはずなのだ」


    「たとえばどんな？」


    「………………まあ、いろいろ」


    　たっぷりと間をとっての、いろいろ。しかも言った直後に、さっと目を伏せた。梨乃、さてはなにもメリットを思いつかなかったな。


    「具体的には出ないけど、理論上、目立たない人間には目立たない人間としての生存戦略があるはずなのだ。それに環境の変化に強いのは絶対に影の薄いタイプ。目立つタイプは所しよ[image: ]せん、学校で目立っているだけで、その目立ったときの感触が忘れられず、環境の変化に適応できず、社会に出たときに、むしろ悪い面が出てしまったりする。それに対して影の薄いタイプは安定してどの環境でも対応できる。……どんな場面でも影の薄い人として」


    　とにかく梨り乃のは影が薄いことのメリットを強調したいみたいだ。


    「それに、私は個人としては影が薄いタイプは嫌いではない」


    　梨乃はすこし照れて、伏し目がちにそうつけ加える。


    　この発言は影が薄い人間のひとりとして聞き捨てならない。影が薄い側の人間は少しの刺激でも、目立っている人間の何倍も感受性があるのだ。だからこの発言を告白として捉とらえることも可能なのだが……。


    「存在感の薄さの究極の形が擬ぎ態たいだと私は思う。キノカワガやシャチホコガは本当に樹皮にそっくりなのだ。どれほどの年月をかけてここまで擬態を進化させてきたのか。見ると感動してしまう。影の薄さも突き詰めれば立派な個性になるのだ」


    　話しているうちに夢中になってきたのか、隠いん[image: ]ぺい擬態だの、攻撃擬態だの、ベイツ型擬態だの、ミューラー型擬態だの、ついには擬態の種類について語り始める。目をきらきらと輝かがやかせて、本当に楽しそうに話しているが……誰なんだ、ベイツさんって。


    　とりあえず間違いないのは、告白的なニュアンスはまったく含まれてなかったってことだ。


    「…………その話は改めてじっくり聞かせてもらうから、ふみの意見を聞こうかな」


    　僕は強引に梨乃の話を打ち切って、ふみへと議論のバトンを渡す。


    「私も無理して目立つ必要はないと思うのですが、梨乃さんとは少し違いますね。影が薄い瞬間は一種のタメの部分だと思うんです。普段は目立たないのに、最後の最後に活躍する。ヒーローの基本じゃないですか。影が薄いことこそが、かっこよさを際立たせるんです。普段は地味で、おとなしい人が、いざというときに頼りになったり。やっぱりギャップなんですよねえ」


    　ふみの頭の中では、さまざまなギャップのあるシチュエーションが駆かけ巡っているのか、「ギャップなんですよぉ」と繰り返しながら、ひとりうっとりしてしまっている。


    「ふみ……。少し夢見すぎなのではないか」


    　かなりお花畑テイストの話に引き気味の梨乃。


    「もちろん、フィクションはフィクションです。そんなことはわかっているんですけど、怪物から身を[image: ]ていして守ってくれるとか、ビルから落ちたのをキャッチしてくれるとかではなくても、現実的にある範囲でも頼りがいのあるところを見せてくれたら素敵だと思うんです」


    「現実にはそんな場面はめったにないのではないか？」


    　梨乃はどうもふみの意見が腑ふに落ちないようだ。


    「フィクションほど派手なものはないと思いますが、小さなギャップはあると思うんですよ」


    「たとえばどんな事態が想定できるのだ？」


    「……瓶びんのフタが開けられないときに、すばやく開けてくれるなど……」


    　本格的に地味だ……。


    　梨乃はそれでいいのかと言わんばかりの視線をふみに送る。


    「こういうのはギャップが重要ですから、もっとギャップをつければ、劇的になります。普段は地味でドアノブが回せないくらい非ひ力りきなのに、瓶びんのフタを開けてくれたのです」


    　ギャップの下の部分をより下げる作戦！


    「しかも、その瓶には爆弾の起き爆ばく解かい除じよスイッチが入っているのです」


    　瓶の中身を重要にする作戦！


    「しかも、難病で余よ命めいいくばくもないのです」


    　携帯小説っぽい作戦！


    「もはや瓶を割ってしまえばいいのに」


    「梨り乃のさん！　元も子もないことを言わないでください。たとえですから。普段地味で目立たない人がすごいところを見せたら、ギャップでかっこいいですよってことです」


    　ふみは自分の少しロマンティックな夢を馬ば鹿かにされたと感じたのか、頰ほおを少し膨ふくらませて拗すねてみせる。


    　とりあえず梨乃とふみの双方の意見を聞き終えて、そろそろまとめに入ろうとしたタイミングだった。


    「おまたせっ！」


    　扉とびらが開け放たれると同時に元気いっぱいのいくみの声。両手に大きな袋をぶら下げている。もう明らかに上機嫌だ。別に急いでもいないのに走ってきたのか、荒い息づかいで胸が波打っている。


    　遅れて現れた絵え美みの両手にも大きな袋。合わせるとかなりの量になりそうだ。


    　部室に入って早々に戦利品の披露が始まる。


    　ちゃぶ台の上に次々と並べられる、クリスマス関係の衣装の数々。


    「……みんながサンタさんじゃおかしいと思うの……」


    　いくみが切望していた定番のサンタのワンピースに加えさまざまな衣装がそろっている。


    　サンタに続いてはトナカイをイメージした衣装。ブラウンのふわふわなジャケットとショートパンツ、それにトナカイのツノカチューシャがついている。布の面積が小さめで、着るとおそらくヘソ出しになるんだろう。なかなかセクシーな一品だ。


    　その次は天使だろうか……。背中につける大きな羽がセットになった純白のドレス。こちらもかなりスカートが短め。早く誰かに着用していただきたいものだ。


    　最後はクリスマスツリーの着ぐるみ。三角形の連なった着ぐるみから、顔と手を出す形のようだ。これは完全に罰ゲーム的な扱いなんだろう。


    　小道具もたくさんだ。靴下、大きな袋、白しら髪がのつけヒゲなどなど。アレンジもいろいろできそうだ。


    　そして問題は誰がどの衣装を着るかなんだが……。


    　みんなことのほか真剣な表情で衣装を吟ぎん味みしている。クリスマスツリーの着ぐるみという明らかなハズレが入っているために、それだけは避けたい、そんな思惑もあるのかもしれない。


    「みんなで、どれを着用したいか、せーので指をさして、選択がかぶった人はジャンケンをする。これでどうでしょうか？」


    　ふみが非常に無難かつ真っ当な選択方法を提案する。


    　異論を唱える者はいない。


    「ではいきましょう。せーのっ」


    　梨り乃の、ふみ、いくみ、絵え美みの指がそれぞれの好みの衣装をさす。


    　梨乃は天使の衣装、ふみも天使の衣装、いくみは当然サンタクロース。そして絵美は……。


    　靴下！　まっすぐ靴下を指さしている。


    「全ぜん裸らに靴下のみ……アヴァンギャルドなコスプレなの」


    　……それはコスプレではなくただの変態スタイルだ！　


    「それは逮たい捕ほされるタイプのコスプレですから、ちゃんと選んでください」


    　ふみにたしなめられ、しぶしぶもう一度選び直す。


    「じゃあ、これとこれで」


    　今度はつけヒゲと靴下をチョイス！　余計に変態度が上がった！


    　女の子が全裸に靴下でつけヒゲを装着しているって……。いったいなんのパーティーなんだ。


    「この四つから選んでください！」


    　ふみから厳重に注意を受けて再度、衣装の選択が行おこなわれる。


    「ちょっと待って、少し考えさせてほしい」


    　梨乃がいったん止めて自分がなにを選ぶべきか考え込んでしまう。


    　先ほど梨乃とふみは天使の衣装でかぶっている。ここでもう一度かぶってしまうと、クリスマスツリーになってしまう可能性が出てくる。いくみはまず間違いなくサンタを選ぶだろうけど、絵美もちゃんと選択するとしたら……。クリスマスツリーを除けば一番人気の低いトナカイを選ぶことが安全策の気もするが、梨乃にはヘソ出しも厳しい選択だろう。


    　梨乃の長考が終わり、衣装選びが再開となる。


    「せーのっ」


    　全員で声とタイミングを合わせ、それぞれが着たい衣装を指さす。


    　いくみは当然サンタ。ふみは天使、変更なしだ。そして先ほどまで靴下のみを選択していた絵美はなんとトナカイ。やはり露出度が高いものが好きなようだ。そして考えに考えた梨乃の選択は……ほっそりとした梨乃の指はサンタのワンピースを指し示している。


    「梨乃っ！　なんでさ、ずるいぞ」


    　いくみは自分の所有物を取られたかのように怒る。


    　しかし、当然ながらこの抗議は受け入れられない。先ほど決めたルールどおりに、ジャンケンをすることとなる。


    「ぜったいに、ぜったいにっ、負けられない戦いがここにはあるっ！　いまこそ本気を出すときだっ」


    　いくみはそっと目を閉じ、精神を集中させる。


    「じゃーん、けーん、ぽーんっ！」　


    　絶叫しながら、まるでストレートパンチを繰り出すかのように、拳こぶしを突き出す。


    　その拳の先には梨り乃ののパーが。


    　負けた！　


    　ぜったいに負けられない戦いは終了した。よって、いくみはクリスマスツリーだ。


    「いやだぁあああああ！」


    　いくみはその場に仰あお向むけに倒れこむと、手足をばたばたさせている。


    　おもちゃを買ってもらえない子どもと同じ反応だ。


    「いやだぁああ。ツリーいやぁああ！　木になりたくない。木になりたくないよう」


    「キノカワガやシャチホコガは木にそっくりなのだ。擬ぎ態たいも究極の進化だと思うのだ」


    「そんな蛾がの話じゃ説得されないぞ！　私があんなにサンタやりたがってたの知ってたのにぃ。木になりたくないよう。擬態したくないよう。梨乃のいじわる、いじわる」


    　今度は畳の上をごろごろ転げまわっている。


    「いくみさん。ギャップです。普段元気ないくみさんが、木に扮ふんすることによって……」


    「そんなギャップいらないよう！　ギャップのある木なんかなりたくないよう」


    　ふみの説得にもまったく応じない。


    「みんなで私を木にしようとして、いじわる、いじわる……」


    　目に涙をにじませながら、執しつ拗ように「いじわる」を繰り返す。


    「だから、いじわるなど……」


    　ジャンケンで勝っているにもかかわらず、いじわる呼ばわり。梨乃はすっかり困惑してしまっている。しかしいくみはなおも駄々をこね続ける。


    「いじわるだよ。私なんか、一度もちゃんとクリスマスしたことないんだよ。はじめてのクリスマスなんだよ。譲ゆずってくれてもいいじゃんっ！」


    「わ、私だって……。私だって…………サンタを着てみたかったのだ！」


    　梨乃は頰ほおを真っ赤かにしながら声を張り上げる。


    　まさかの反撃にいくみもあっけにとられたのか、動きが止まる。


    「本当は私も……クリスマスにこんなふうに集まってパーティーしたことないし……、その……そんなに友達が多いタイプじゃなかったから……、両親も忙しくて……。こういうの、はじめてだから……せっかくだから、サンタ着たいなって……」


    　恥ずかしさでどんどん声が小さくなってしまう。最後はほとんど聞き取れないくらいの小声になる。そして、ついに言ってしまったとばかりに両手で顔を覆おおう。いくみと違って性格的にどうしてもサンタが着たいとは言い出せなかったのだろう。


    　その気持ちはいくみにも十分伝わったようだ。感じ入ったように何度もうなずくと、恥ずかしさで身体からだを小さくしている梨り乃のを優しく抱きしめる。


    「うん、気持ちはわかった……。だから半分ずつにしよう」


    　いくみは自分がジャンケンで負けていることをわかっていないんじゃないのか！


    「いくみ……なにを言っているのだ？」


    「ワンピースと帽子は私が着るから、梨乃にはサンタさんのベルトあげるよ。ふみから天使の羽もらって、トナカイのツノのカチューシャもらいなよ。あと靴下もいいよ」


    「ベルトに羽、ツノと靴下って、ただの変態ではないか！」


    　さすがの梨乃も怒った。


    　いくみはうまいことごまかしたつもりなのだろうが。全然ごまかせてない。半分ずつと言いながら、サンタのパーツはほぼいくみだし。


    「だって、だって、サンタのかわいいの着たいんだもん！」


    「私だって着たいっ！」


    「私のほうが似合う！」


    「この衣装はつるっとした胸の人類には似合わない！」


    「梨乃もつるっとした人類じゃん！」


    「わ、私はいまだ成長中なのだ！」


    「私も成長中だよ！　クリスマスまでにきっちり仕上げるよ」


    　……不毛だ。実に不毛な争いだ。しかも解決へと進んでいるようには見えない。


    　ここは僕がこの争いに終止符を打つしかないだろう。


    「わかった。ツリーは僕がやるから、ふたりともサンタやりなよ。もう一着僕が買うから」


    　正直、懐ふところ事情ははなはだ心もとないが、しかたない。……個人的にサンタ姿の梨乃もいくみも見てみたいし。


    「いいの？　ありがとうっ！」


    　いくみが僕の首に飛びついてくる。


    　梨乃は……ちょっと手を出して、止めてしまった。


    　そしてなぜか感動したような表情を浮かべているのがふみ。


    「梨乃さん。これですよ。普段は影が薄くてもここぞというタイミングで活躍する。まさにこんな感じなのです」


    　どうやらふみにはそういうふうに映ったらしい。


    　その評価は大変ありがたいのだが……、どうも素直には喜べない。なにせ僕の元々少ない所持金がゼロに近いところまで減少してしまうのだ。


    　せめて、これから買う一着はよりセクシーなものにしてやろうと思ったのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　影が薄い。僕もかなり影が薄いタイプなので、この気持ちには共感する部分が多いです。


    　自分が影が薄いと、影の薄さのデメリットばかりに目がいってしまいますが、メリットもあるのではないか、そういった意見も出ました。影の薄いタイプには安定感があるようです。実は環境の変化に強いのではないでしょうか。


    　そして影が薄いことの最大のメリットはギャップが生まれることです。普段は目立たないがために、逆に少しの活躍で、実はすごいヤツなのではないか、そんな評価を得るチャンスができます。ぜひここぞというタイミングを見計らってギャップを生かしてください。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「ぜったいにっ、負けられない戦いがここにはあるっ！　いまこそ本気を出すときだっ」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　[image: ]やせたいと思っているのですが、どうしてもうまくいきません。いろいろとダイエットも挑戦してみるのですが、結局、誘惑に負けて食べてしまいます。とくにケーキが大好きで……。どうしたらいいでしょうか？


    
      （二年　かっくん）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    摂取するカロリーと消費カロリーを均衡させる。


    ケーキひとつを３００キロカロリーだとして、ウォーキングで消費するには約90分。つまりはおやつのケーキを６キロ先に置いておけばいいのだ！

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    臥が薪しん嘗しよう胆たんの四文字熟語を思い出すのです。


    呉の王、闔こう閭りよは自分の目的を果たすために、薪の上で眠り、苦い肝をなめました。


    おやつはレバーを舐めるだけにしてみては？

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    いくみ式、簡単ダイエットを教えるよ。


    授業中ずっと空気椅子するだけ。


    成績を気にしないタイプにお勧めだよ。

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    静物画のデッサンでリンゴを描くの。


    ……ケーキが食べたい気持ちを、リンゴにぶつけるの。


    すると、食べたいものがケーキからリンゴに……ならないの。

    

  



  
    【相　談　６「負け犬を見るといらいらする」】


    
      二年　白しら河かわ 香か織おり

    


    



    　私はお悩み相談コーナーなどと称して、弱いもの同士がもたれ合っているのがすごく嫌い。


    　そういった馴なれ合いは努力する気き概がいを失わせてしまうのです。


    　弱者と強者が同じステージに立っていられるのは学生の時代まで、社会に出れば否いや応おうなく、差がつくのです。


    　努力をしない者、才能に恵まれない者、コミュニケーション能力に問題のある者、そういった弱い人間にはいまのうちから現実を見せてあげるのが、むしろ親切なのではないかしら。

  



  
    Answer's


    



    [image: ]


    彩香：あんたはいい家に生まれただけでしょ。偉そうにするんじゃない！　


    苦労もなにも知らないくせに、なにが弱いものよ。


    そうやって偉そうにしてると、いまに痛い目に遭あうよ。


    少なくとも私が遭わす！


    まずはあんたのいけ好かないクリスマスパーティーをぶっつぶす！


    ゲストで呼ぶお笑い芸人もすべらせてやる！

    

  



  
    　ようやく軌き道どうに乗ったかに思えた、僕たちのささやかなクリスマスパーティーの予定は唐突に乱されることになった。原因は案の定、彩あや香かと香か織おりのいさかいだ。クリスマスは休戦して僕たちなりのパーティーにするって約束したのに……。


    　まさかクリスマスツリーがきっかけになるとは……。


    



    　その日僕は、冬だというのに汗だくになっていた。


    　僕の両腕に抱えられているのは大人の身長ほどもある大きなモミの木の鉢植え。


    　よろよろしながら、なんとか部室の入り口へ設置する。


    「お疲れ。なかなか立派じゃん」


    　彩香はその光景を見て、満足そうに言う。本来、ホームセンターで買えば、一万円近くはするらしいが、彩香が手をつくして、ご近所の方から無料で借りることができたのだ。


    「すごい立派じゃないですか」


    　僕の到着を待っていたふみが部室から飛び出してくる。目をきらきらさせて、本当に嬉うれしそうにモミの木を見つめている。


    「おおおっ、おおお、ついに……ううぅ……」


    　いくみはなんだか言葉にならない、感嘆の声を上げている。


    　こんなに喜んでくれるなら、巨大なモミの木を持ったまま移動するという苦く行ぎようも報むくわれた気分になる。


    「さあ、飾り付け。絵え美みちゃん、あとはお願いね。梨り乃のちゃん、ふみちゃん、いくみちゃんもよろしく。勇ゆう樹きはこっち」


    　彩あや香かは飾り付けの指揮をもっともセンスがあるであろう絵美に任せて、僕とふたりで部室の中へと入る。


    　僕たちは生徒会への申しん請せい書しよを作成しないといけないのだ。


    　彩香が部活動に関する生徒会規則を細こま々ごまと調べたところ、部室を普段どおりに使用するぶんには申請はいらないのだが、部室の周辺に大きな物を設置する場合には申請が必要らしいのだ。


    　こんな細かいルール、誰も知らないだろうけど、なにせ生徒会長と仲がよろしくない第二新聞部。ルールの遵じゆん守しゆを徹底しないと、不備を突かれて、嫌がらせを受ける[image: ]すきをつくってしまうことになる。


    「それで、準備はどうなの？　生バンドに対抗できそう？」


    　彩香が書類に目を落としたまま言う。


    「そうだね……、ちょっと珍しい音楽が……」


    　まあ、悪魔の楽器、アルモニカの演奏なんだけど。


    「やるじゃん。サプライズゲストは？」


    「サプライズかどうかはわからないけど、めったに会えない人が」


    　まあ、幽霊顧問の朋とも子こ先生なんだけど。


    「よしよし、香か織おりのパーティーなんかに負けないんだからね」


    　僕の報告が期待を持たせすぎたのか、がぜん彩香の鼻息が荒くなってしまった。


    「あのねえ、他よ所そと比べるのはよそうよ。こっちは低予算、あっちは、超豪華なんだから。あくまでアットホームな普通のパーティーだから」


    「……わかってるよ。クリスマスだから休戦でしょ」


    　彩香はなんだかつまらなさそうに言う。もう香織への対抗意識が身体からだに染み付いてしまっているみたいだ。


    「違うのっ……もっと右なの！」


    　外から絵美の声が聞こえる。普段からは想像できない、厳しい口く調ちよう。絵を描かくときは人が変わったようになってしまう絵美だ。ちょっとそのモードに入ってしまってるのかもしれない。


    「いくみさん、違うの。サンタさんはそこじゃないの！　だから違うの！　それだとサンタさんがリスを踏んでるの！」　


    「……もう、絵美ちゃん、細かいよ」


    　各自持ち寄ったツリーのオーナメントを飾ってもらっているだけなのだが、絵美の納得のいく配置にはなっていないらしい。


    「違うのっ！　それだと、サンタさんがソリに轢ひかれてるの！　サンタさんがソリに轢ひかれるなんて、前ぜん代だい未み聞もんの事故なの！　ここも！　ロウソクでウサギが炙あぶられてるの！　こんがりしちゃうの！」


    　どうやら、絵え美みは飾り付けの配置が気に食わないらしい……。それにしてもずいぶん揉もめているが大丈夫なのか……。


    「ふみさんも！　変なの吊つるさないで！」


    「変なのじゃないですよ。趙ちよう雲うんですよ」


    「クリスマスに趙雲出てこないの！　趙雲をトナカイに乗せないでっ！　梨り乃のさんも！　試験管はいらないの！　あとこの変なのも吊さないで！」


    「変なのではない、アズワンのオクタゴン回かい転てん子しなのだ」


    「名前なんていいの！　変なものなの！」


    　なんだか猛烈に揉めている。


    「ごめん。ちょっと見てくる」


    　僕はいったん書類の作業をストップして、部室入り口の様子を見にいく。


    　……モミの木はいまだノーマル状態のモミの木だった。どうやら全部やり直しをしているらしい。むしろ絵美の髪型が変わっている。おそらく納得のいかなさで髪を搔かきむしったのだろう。乱れに乱れている。そしていくみはふてくされてしまっている。


    「どう……大丈夫かな？」


    　おそるおそる絵美に声をかけてみる。


    「大丈夫なの……妥だ協きようは必要ないの……いいものを作るには」


    　絵美はまるで親の敵かたきのようにモミの木を睨にらみつけている。


    　でも、ツリーの飾り付けは一任したのだから、こちらがあまり口出ししてはいけない気がする。ここは絵美を信じよう。


    　僕は「よろしくね」とひと声かけて、再び部室の中へと戻る。


    　申しん請せい書類にミスは許されない。ひとつでも穴があれば、そこを香か織おりに狙ねらわれる……。


    「そうなの！　いくみさん。やっとわかってきたみたいなの」


    　どうやら飾り付けも順調に進み始めたようだ。


    「そうなの。そうなの。ナイスサンタ！　いいの。ナイストナカイ！　ナイス雪だるま！　ふみさんもナイス趙雲！　……違うのっ！　趙雲ナイスじゃないの！　……梨乃さん、こっそり試験管を吊さないの！」


    　……また揉めてる。再度作業をストップして、様子を見に出る。


    　まったく変わってない。なんの飾りもない〝素すもみの木〟だ。


    　むしろ絵美の姿が変わっていた。乱れた髪はそのままに、服装までもが乱れている。防寒のために着ていたダッフルコートを脱いで、マフラーもいまにも落っこちそうだ。そしていくみは……サンタとトナカイの人形でひとり遊びを始めてしまっている。


    「……本当に大丈夫かな？」


    「絵え美みさんのこだわりが強すぎて……」


    　ふみは苦笑いを浮かべながら言う。


    「そんなことでは、いいツリーはできないの。統一したデザインがないとダメなの！　みんなの気持ちをひとつにしないとダメなの。」


    　いいツリーを作ろうという意気込みは大変ありがたいのだが、残念ながらほかのメンバーがついてきてない。


    「そもそも、よいツリーとはみんなで楽しく飾り付けしたものなのではないだろうか。だから好きにやればいいと思うのだ」


    　梨り乃のは真っ向から絵美の意見に反対しながら、さりげなく、分ぶん子し模も型けいをモミの木に吊つるす。


    「わからなくもないけど……それでは美しくないの……いろんな考えはあっても……クリスマスツリーは美しくなければいけないの！」


    　絵美は目ざとく分子模型を剝はぎ取る。


    「雪の結晶はセーフで、水の分子模型がダメなのは納得がいかない！　同じものではないか」


    「かわいさが全然違うの！」


    「分子模型もかわいいのだ！」


    　なぜこうなった。女の子が集まってきゃっきゃしながら、楽しく飾り付けをしてくれて、それを横目で眺めて幸せな気分に浸る……。そんな状況を予想していたんだが……。まさかこんなことになるとは……。しかたない。仲裁に入るか。


    「まあまあ、僕は美しく作るのも楽しくやるのも両方大切だと思うよ」


    「……赤あか松まつさんは私に任せたんだから……私の味方してほしいの……」


    　絵美は甘えるようにそっと僕の袖そでを引っ張る。


    　梨乃は何も言わないが、上目遣いでじっと僕を見ている。まさか私を見捨てないでしょと言わんばかりの視線。どうしたらいいんだ。こっちがお願いした手前、絵美に従うように言うのが正しい気もするが、梨乃をかばってあげたい気持ちもある……。両方を立てる方法はないものか……。


    「そうだ、まずは申しん請せい書しよを出さないと、それから改めて考えよう」


    　僕は完全に逃げた。


    



    　生徒会室は以前と変わらず、非常に豪華だった。


    　ホテルのようなふかふかの絨じゆう毯たんに革張りのソファー。おそらく校長室をもはるかに凌しのぐリッチな作りだ。そしてそのソファーに慣れた様子で身体からだを預けているのは生徒会室の主あるじである生徒会長白しら河かわ香か織おり。部屋の豪華さに負けない煌きらびやかな雰ふん囲い気きを纏まとっている。


    「あらあら、久しぶり……。相変わらず余裕がなさそうな顔してらっしゃる」


    　彩あや香かの顔を見るなり、悪態をつく。


    　いつも生徒会関係の仕事で忙しいはずの香か織おり本人が、対応してくれるようだ。


    「書類ひとつをわざわざ生徒会長自みずからチェックするなんて、そっちこそ、よっぽど余裕ないんじゃないの？」


    　彩香はソファーの前の応接机に先ほど書いた「部活動における展示物設置に関する申しん請せい書しよ」を投げるように置く。


    　香織はその申請書を手に取ると、


    「当然のことですわ。なぜなら、私はあなた方が大嫌いですから」


    　香織はそう宣言し、さっそくチェックを始める。


    　美少女コンテストで恥をかかせたせいか、以前よりさらに言げん動どうがきつくなっている気がする。


    「クリスマスパーティーね。ふふふ、ずいぶんと丁てい寧ねいに書いてらっしゃる。よっぽど私が怖いのかしら……どうしようかしらね？　許可を出そうかしら……」


    「どこにも不備はないんだから、許可は当然でしょ」


    　彩香が香織を睨にらみつける。もしも許可が出なかったら飛びかかりそうな勢いだ。しかし香織にはちっとも気にならないようで、口元に笑みをたたえたまま、平然としている。


    「たしかに書類に問題はありませんけど、クリスマスツリーは新聞部の展示物として適切ではない、そんな判断もできますわ。……どうしようかしら」


    「申請もなしに、ツリーを出してる部活いっぱいあるでしょ。こっちは展示物の申請なんて普通は誰も知らないようなこんな細かいルールを守ってるんだから、嫌がらせはやめてくれない？」


    「どうしようかしら……クリスマスツリーを展示物であると判断するか、それともゴミの不法投棄と判断するか……。意見が分かれるところですわ」


    「私たちのツリーは……ゴミなんかじゃないの。私たちの友情と……愛のモニュメントなの」


    　絵え美みが目に怒りをみなぎらせて、香織を睨みつける。愛のモニュメント……、本当はまだノーマルモミの木なんだけど。


    「それにクリスマスツリーだとしても、危険性のない安全なクリスマスツリーであるかどうか検査する必要もあるかもしれませんわ。検査には三年ほど時間がかかってしまうのが、難点ではありますけど」


    「これは検けん疫えきにわざと時間をかける関税スタイルの嫌がらせです」


    　ふみが梨り乃のにこっそり耳打ちする。


    「そんなに時間をかけたら、いくみ以外は卒業しているではないか……」


    「なんで私だけダブってるのさっ！」


    　香織は動揺する僕たちの姿を見て、[image: ]あざけるような笑みを浮かべる。


    「さて、どうしようかしら。クリスマスツリーなのか、それとも不法投棄されたゴミなのか、もしくは、クリスマスツリーっぽい兵器なのか……検査しないと判断できませんわ」


    「そんなに美少女コンテストで負けたのが憎い？」


    「あら、そんなことすっかり忘れてましたわ。あんなのただのお遊びですわ。私は自分に絶対の自信がありますから、たかだかコンテストの順位などで、プライドはまったく揺るぎません。私が美しいことに他人の評価など必要ありませんから」


    「じゃあ、クリスマスツリーくらいさっさと許可出しなさいよ」


    　彩あや香かは少しイライラしたような口く調ちようで言う。


    「何度も言わせないでくださる。私はあなた方が大嫌いなの。とくに弱者の味方面づらしているところが。お悩み相談コーナー？　気持ち悪くて寒さむ気けがしますわ。それなら私の相談も聞いてくださる？」


    　香か織おりは侮ぶ[image: ]べつの籠こもった口調でそう言い放つと、自分からの相談と称して、お悩み相談コーナーがいかに無意味なことをしているか一気にまくしたてた。


    「弱いものが強いものに盾たてついて、いい気になっていられるのは、強者がそれぐらいしか弱者には楽しみがないのだろうと哀あわれみの心をもって、許してあげているからですわ。なにせ私たちの側は楽しいことがいっぱいですから。あなた方が反抗ごっこをしているくらい大目に見てあげますわ」


    　香織はそう言うと、勝ち誇ったかのように、大胆に脚を組みかえてみせる。


    　しかし、これくらいで彩香は引き下がりはしない。


    「その楽しいこととやらが、プールサイドでのクリスマスパーティーってわけ？　全然羨うらやましくない」


    「あらあら、負け惜おしみを。あなた方はプレハブの部室でクリスマスパーティーでしょ。つつましやかですわね。プールもＤＪブースも、芸能人のゲストもなしで」


    「負け惜しみどころか、むしろ気の毒な気分なんだけど。そうやって親の金で遊ばせてもらうくらいしかできないんだね」


    「くっ……そこまで言うなら、さぞかしクリエイティブなパーティーをするんでしょうね」


    「あたりまえでしょ。あんたらみたいに、外国のパーティーの真ま似ねするだけなんてつまらないもの。香織、あなたは与えられすぎたの。持たざるものの、工く夫ふうと[image: ]意を見せてあげる」


    「いいでしょう。勝負しましょうよ。今年は特別に私のパーティーも校内で開きますわ。どちらのパーティーがより魅力的で盛り上がっているのか、はっきりさせてあげますわ」


    「望むところよ。その代わり、クリスマスツリーは設置させてもらうから」


    　応接机をはさんで睨にらみ合う彩香と香織……。勝負って。クリスマスパーティーで勝負するのか。クリスマスってそんなイベントだったっけ？


    　しかしふたりにはもはや本来のクリスマスなど眼中にない。


    　てきぱきと勝負のルールが決まっていく。


    　両者とも二十四日の午後一時よりパーティーを開催。参加費は千円で統一。


    　最終的に参加者の人数が多いほうが勝利。


    「さあ、罰ゲームはどうしようかしら。勝負するからには罰ゲームが必要でしょう」


    　香か織おりはどんな目に遭あわせてやろうかと考えているのか、僕たちひとりひとりに嗜し虐ぎやく的な視線を向ける。


    「ほどほどにしておいたほうがいいよ。香織が受けることになるんだから」


    　彩あや香かはまったくひるんだ様子を見せない。


    「水着で校内一周くらいはしてもらおうかしら、勉強で疲れた男子生徒の気晴らしにでもなってくれれば……。そちらのお嬢さんなんて、喜んでもらえるかもしれませんわよ」


    　香織はふみの頭のてっぺんから足下まで舐なめるように視線を[image: ]はわせる。


    「私……いやです」


    　ふみは怯おびえた表情で、香織の視線から身を守るように身体からだをすくめる。


    「大丈夫、もしそうなったら私がやるから」


    　彩香は香織の視線から守るようにふみの前に立つ。


    「もちろんあなたにはやっていただきますわ。でもひとりだけじゃおもしろくありませんわ。最低限あとひとり、ふたり……」


    　香織は品定めするように、梨り乃の、ふみ、いくみ、絵え美みと順番に視線を送っていく。


    「ちょっと……待ってほしいの」


    　これまで沈黙を守っていた絵美が話に割って入った。


    「……水着は……校内一周は……勝ったほうが？」


    　おそろしいことに、絵美はむしろ水着で校内一周するのをご褒ほう美びだと捉とらえていた！


    「違う！　負けたほうに決まっていますわ！」


    「だとすると……当然……勝ったほうは全ぜん裸らに？」


    「なぜ勝ったのに脱ぐのです！」


    「……勝ったからこそなの。負けたら水着、勝ったら全裸……お互いに損のない条件なの」


    　むしろ損しかない条件じゃないか！


    　しかし絵美は真剣そのもの。本気だから怖い。変態、おそるべし。


    「…………やっぱり水着はやめておきましょう。その……、校内の風紀が乱れてはいけませんわ。別のものにしましょうか」


    　香織が折れた。絶対的な権力者である香織の意見をいとも容易たやすく変えさえるなんて……。


    　これが変態の力だ……。世界で一番強いのは変態なのかもしれない。


    「どうしようかしら。私のパーティーを馬ば鹿かにした人間にふさわしい、ぴったりの罰はないかしら……」


    　急に罰ゲームの変更を余よ儀ぎなくされて、香織が少し考え込んでいたときだった。


    「いいものがあるよ」


    　そう切り出したのは、いくみだった。香か織おりに向けてまっすぐに差し出された手、そこに握られていたのは、一巻の巻物、『九く条じよう流余よ興きよう術じゆつ、おもしろ敦あつ盛もり』だ。


    「いくみさん、それは罰ゲームではありません！」


    　突然の展開にふみは目を丸くしている。


    「だって、すっごい恥ずかしいやつじゃん」


    「恥ずかしいですけど、代々伝わる秘伝の書を罰ゲームのアイテムにしないでください」


    「だって、もう私がもらったもん。私の自由だもん」


    「……おもしろ敦盛を……全ぜん裸らで」


    「絵え美みさん、なんで足しちゃうのですかっ！」


    「あのおもしろ敦盛を全裸で。人類が耐えられる精神的負ふ荷かをはるかに超えているのだ。おそろしい人体実験ではある」


    「梨り乃のさんも！　絵美さん、いまやろうとしないでください！」


    　香織を置いてきぼりにして、盛り上がるいつもの四人。


    　いつも人の輪の中心であり続けた香織にとっては、めったにない体験だろう。なにが起こっているのか理解できず、呆ぼう然ぜんとしている。


    「あなたたち……私を無視するのはやめなさい。……私を誰だと」
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    「それじゃ、かいちょー、罰ゲームはこの巻物に書いてある、おもしろダンスね」


    　いくみが香か織おりを一いち[image: ]べつすらせずに、勝手に宣言する。


    「……いいでしょう。受けて立ちましょう。そのダンスとやらで恥をかくのはあなた方なのですから」


    　香織はなんとか感情をコントロールして、再び鼻をツンと立てて、高こう慢まんな態度を取り戻すが……。誰も聞いていない。


    「秘伝の書は秘伝なんですよ。気軽に披ひ露ろうしないでください」


    「おじいちゃんがくれたんだもん」


    「返してください」


    「いらないくせに」


    「私にも……なにか巻物ほしいの……」


    　すっかり、おもしろ敦あつ盛もりの所有権争いに興味が移ってしまっている。


    　香織は自分が無視されることなど、いままで経験したことがないのだろう、毅き然ぜんとした態度を取り繕つくろおうとはしているが、動揺を隠せていない。


    「……あなた方、恥をかく、心の準備はできているのかしら。クリスマスパーティーで私に勝負を挑いどむなど……ちょっと！　クリスマスパーティーで……無む謀ぼうにも……聞きなさい！」


    　香織は声を荒らげて、目の前の応接机を激しく叩たたく。


    「ごめん、ちょっと静かにしてくれる？」


    　いくみにたしなめられた！


    「この私にその態度……許しませんわよ。あなた方、どんな……聞きなさい！　聞いてっ！」


    　残念ながら、この後も話題のキャスティングボートが香織に移ることはなかった……。


    　とにかく罰ゲームはおもしろ敦盛の披露となり、僕たちはほとんど追い出されるようにして、生徒会室を出ることになったのだった。


    



    　お悩み相談コーナーのメンバーはいったん解散となり、部室には僕と彩あや香かがふたりきりで残っていた。


    「なんで勝負なんか挑んだんだよ」


    　僕はみんなが部室を出るのを確認してすぐに彩香に不満をぶつける。あれほど、クリスマスだから休戦しようと念を押したのに。


    　僕は普通のクリスマスパーティーをみんなと楽しみたかったのだ。勝負になどしたら、まったりとパーティーができなくなってしまう。


    「だって、香織が、腹立つんだもん」


    　自分でも失敗したと思っているのか、彩香は上目遣いで甘えるような声で言う。


    　ずるい。こんなかわいい声を出されたら、怒るに怒れないじゃないか。


    「それで、勝しよう算さんはあるの？　集まった人数で勝負なんて……」


    　なにせ、会長のパーティーは参加することそのものがステータスになっている。ちょっと招待状を多く出すだけで、参加者はたくさん集まるだろうし、自慢の財力で、いくらでも派手にできるだろう。盛り上がりで勝てるとは思わない。


    「そこなんだよね。勢いで言っちゃったからなあ。どうしたらいいと思う？」


    　彩あや香かはまた甘えるような声で言う。……どうやらノーアイディアなようだ。


    「普段クリスマスパーティーをしている人たちはみんな向こうに行っちゃうだろうから、僕たちみたいに、ちょっとクリスマスパーティーが苦手な人を集めるしかないよね」


    　僕の言葉に彩香はぴくりと眉を動かす。なにか引っかかる部分があったようだが……。


    「やっぱり、そうだね……」


    　ようやく彩香の目にいつもの鋭するどさが戻る。イメージがつかめてきたようだ。


    「私たちらしい、クリスマスパーティー……。むしろアンチクリスマスパーティー的な、そんなイメージ……。私たちがやるなら、やっぱり、そっちだよね」


    　彩香の脳内ではアイディアが駆かけ巡っているようで、あーでもない、こーでもないとぶつぶつひとりごとを言い始める。一度立ち上がったかと思えば、少しうろうろして、また座る。そうかと思えば、また立ち上がる。


    「まずは取材だね……、明日あした、みんな集めて。じゃあ、また」


    　彩香はそう言うと僕を残して、部室を出ていってしまった。取材……。いったい誰に取材するつもりなんだろうか。


    　もう少し詳しく話を聞きたかったが、すでに彩香の姿は部室にはない。


    　なんだかよくわからないが、その取材とやらを待つしかない。


    　僕としては、ただクリスマスパーティーをみんなで楽しみつつ、メンバーの労をねぎらうことができればいいなと思っていただけだったのだが、いくみはウソのクリスマスパーティーを教えられていたし、ふみは変な伝統を優先させられているし、オカルト研究会の真ま理りが変な楽器を演奏することになっちゃうし、顧問の朋とも子こ先生はこんなときだけ来るし、最終的にはクリスマスパーティー対決になっちゃうし……。


    　クリスマスパーティー……、これほどまでに厳しいものだったとは。


    　そしてクリスマスパーティーの道はまだまだ続く。


    　これからも幾多の困難が待ち受けているだろう。しかしそれを乗り越えたものだけが、クリパへとたどり着くことができるのだ……。


    　そんな馬ば鹿か馬鹿しいことを考えながら、僕は部室の戸締まりをしたのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　生徒会長にとってはお悩み相談コーナーは無駄なことをしているように思えるのかもしれません。しかし僕たちはそうは思っていません。


    　ときに人は思い悩み、苦しみます。しかしそれは決して弱いからではないと思います。現状を乗り越え、よりよい自分になろうとする気持ちが悩みとなるのだと思っています。


    　会長が主催するパーティーはおそらくそういった悩みとは無縁の勝ち組の人間がたくさん集まるのでしょう。僕たちは悩み、考える、会長から見たら弱い人間を集めるパーティーをしたいと思います。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「あなたは与えられすぎたの。持たざるものの、工く夫ふうと[image: ]意を見せてあげる」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　サンタクロースとして学童保育所でボランティアをすることになったのですが、サンタクロース初体験で不安です。サンタとして絶対やってはいけないことを教えてください。


    
      （三年　梶かじ山やま　進すすむ）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    トナカイのことをRangifer tarandusと学名で呼ばない。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    サンタクロースと間違えて関かん羽うのコスプレで登場しない。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    病気の子どもにホームランを約束しない！


    それはサンタの仕事じゃないぞ！

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    本名を名乗りまくるのはダメなの！

    

  



  
    【相　談　７「クリスマスパーティーが憎い」】


    
      矢や野の

    


    



    　僕はクリスマスパーティーなど大嫌いです。なぜならば、クリスマスパーティーはリア充の祭典にほかならないからです。


    　クリスマスにはしゃぐヤツらを見ると本当にいらいらします。僕がサンタだったら、全速力のソリで後ろからリア充どもを轢ひいてまわります。


    　こんなにクリスマスが嫌いなのに、街はイルミネーションでギラギラしてるし、近所のスーパーのレジのおばさんまでサンタ帽をかぶっているし……。ただでさえ低いテンションがこの時期になると、さらに下がってしまいます。


    　いったいなにが楽しくてリア充どもはあんなにはしゃいでいるのでしょうか。爆発しろとは言いません、ただ急性虫ちゆう垂すい炎えんくらいにはなってもらってもかまわない。そう思っています。


    　本当に早くこの時期が過ぎてほしい。誰も傷つけない人じん畜ちく無む害がいなイベント、節分が待ち遠しいです。この嫌な気持ちをどうにかしてください。

  



  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：イライラしない。牛乳などトリプトファンの含まれる食事をし、落ち着いたあとで、あらためてソリで轢ひくなら轢く。

    


    [image: ]


    ふみ：リア充、非リア充は言葉があるから対立するのです。


    まずはその言葉から抜け出しましょう。

    


    [image: ]


    いくみ：その悔くやしい気持ちを忘れずに、頑張る。


    そうすれば、きっとソリレースで優勝できるよ！

    


    [image: ]


    絵美：ネガティブな感情も人間性のひとつなの……。


    爆発させるの。節分で……鬼に。

    

  



  
    　彩あや香かの言っていた取材相手とは、以前も一度相談をしてきたネガティブスリーのひとり、矢や野の君だった。たしか前回は、自分に自信が持てないとの相談だった。


    　彩香からのメール経由で届いた矢野君からの相談は受け取ったのだが、その文末にはこんな指示が添えられていた。


    　──リア充、非リア充について、みんなで十分に議論して、その後、彼の協力を仰あおげ。議論の深まり具合がクリスマスパーティーの成否を握る。頑張れ。


    　矢野君の協力……。僕たちのクリスマスパーティーの協力者になってくれるのか？　前に会ったときは他人を助けている余裕などなさそうだったが……、それに、なぜリア充についての議論が……？　不可解な点は残るが、とにかく指示どおりに矢野君の相談について、みんなの考えを聞いていくことにする。


    　クリスマスはリア充の祭典だから嫌いでしかたがないとの内容。本来クリスマスとは家族で過ごすイベントだと聞いたが、少なくとも現在の日本では、矢野君の言うとおり、リア充の祭典なのかもしれない。


    「たしかにクリスマスってリア充っぽいイベントですよね。クリスマスパーティーについて考えるなら避けては通れない問題ですよね。そこを考えることによって、生徒会長のパーティーに対抗するパーティーができる。彩香さんはそう考えているのだと思います」


    　ふみは彩香の考えを代弁するかのように言う。


    「みんな、ややこしく考えすぎだよね。クリスマス、サンタ、トナカイ、プレゼント、楽しい！　それでいいのに」


    　いくみは、かば焼きさん太郎を小動物のようにカリカリと齧かじりながら言う。


    　小腹が空いたらどんなタイミングでも食べる。まさに有ゆう言げん実じつ行こうの人だ。悪い意味で。


    「普通はいくみさんのように単純にはいかないのです。商業的な面もあるのでしょうが、クリスマスシーズンになると、どこもかしこもクリスマス一色で、まるでクリスマスになにも予定がないことが悪いことのように感じさせられてしまっているのです」


    「うーん。気にすんな！　じゃ、ダメ？」


    「ダメです。クリスマスを通してリア充、非リア充について考えるのです」


    　ふみはお母さんのように、いくみを叱しかる。


    「りあじゅーねえ。ふむむ」


    　いくみはふみに叱られて、さも考えていそうな、難しい顔をしているが、おそらく顔だけだろう。やはり頼りになるのは、梨り乃のとふみになるだろう。


    「まずは、リア充と非リア充の違いについて、書いてみましょうよ」


    　ふみが早速みんなに建設的な提案をする。


    「リア充と非リア充について考えるときに、私たちがはっきりさせなければいけないのはこの言葉の正しい意味なのです。リア充ってなんなのか、そして非リア充ってなんなのか、ちゃんとみんなで把握しておかないと変なことになっちゃうと思うんです」


    　ふみは自分のカバンからノートを取りだし、「リア充」「非リア充」と書き記しその間に一本のラインを引く。まずはリア充と非リア充の違いを書き記し、そこから分析を始めるつもりらしい。


    



    　リア充


    ・友達がたくさんいる。


    ・恋人がいる。


    ・好き嫌いなくなんでも食べる。


    ・休みの日のスケジュールがいっぱい。


    ・勉強も運動もそれなりにできる。


    ・チャラいイケメン風。


    ・風邪がすぐ治る。


    ・髪の毛を染めている。


    ・身体からだのどこも痛くない。


    ・長期の休みは南の海に行っちゃう。


    ・骨がしっかりしてる。

    


    　非リア充


    ・友達がいない。


    ・恋人がいない。


    ・ご飯を残す。


    ・コンビニに行くだけ。


    ・とくに運動ができない。


    ・地味。とくに眼鏡めがね。


    ・咳せきが止まらない。


    ・黒髪。


    ・膝ひざが痛くて階段がつらくて。


    ・コンビニに行くだけ。


    ・膝が痛くて、皿が割れてる。


    



    「ちょっと、待つのだ。明らかにおかしいものが混入していないか」


    　梨り乃のは埋められたノートを見て、怪け[image: ]げんな表情を浮かべる。たしかに誰かひとり、リア充ではなくただの健康な人について書いている人がいる。


    　誰がなにを言うわけでもなく、自然に、全員の視線がいくみへ集中した。


    　そっと目を伏せるいくみ。


    「……いくみさん。もしかしてリア充という言葉、よくわからないですか？」


    「知ってるよ……りあーじゅーでしょ」


    　いくみはふみと視線を合わせることなく答える。


    　知ってると強きよう弁べんしているが、もうイントネーションからして、怪しい……。「じゅう」の部分が、すごく焼き肉的な美お味いしさを感じさせる響きになってしまっている。


    「現実の世界が充実している人、リアルが充実しているからリア充なのです」


    「そっか……。わかんないから、いままでなんとなくで話してたよ。〝じゅう〟ってお肉の焼ける音じゃないんだね」


    　いくみのリア充は焼き肉をたくさん食べる人のイメージだったのか。


    「ちなみにリアはなんなのですか？」


    「店員さんを呼ぶ声？」


    　リア！　って言われても店員さんは来ないと思うが……。まあいくみの間違いは重要ではない。リア充そのものについて考えることが、今回のテーマだ。


    　いくみの書いた項目をはずして、もう一度一覧を確認する。


    　ずらりと並んだリア充と非リア充の特徴。


    「まとめると、リア充は社会にうまく馴な染じめている人、非リア充はそうじゃないと感じている人なんですかねえ」


    　ふみが一覧を眺めてぽつりと言う。


    「マズローの欲よつ求きゆう階かい層そう論ろんを思い起こさせるのだ」


    　聞きなれない単語を出してきたのは梨乃だった。


    「非リア充の苦しみとはマズローの欲求階層論における社会的要求と承認の欲求なのだ」


    　梨乃の話によると、マズローという学者さんがいて、その学者さんは人間の欲求をピラミッド型に五段階に分けたらしい。一段階目は生理的欲求。食べ物がほしい、眠りたい、など生命維持のための欲求。二段階目は安全に暮らしたいという、安全への欲求、三段階目が社会に所属していたい、仲間からの愛情を受けたいという社会的欲求、四段階目が尊敬されたという承認の欲求、そして五段階目が自己実現の欲求らしい。


    　人間は一段階目の欲求を満たすと二段階目、そして三段階目と徐々に欲求の段階を上げていくものらしい。


    　なんとなく話は理解できるが、その三段階目、四段階目の欲求の表れが非リア充の苦しみだとして、そこからなにがわかるんだろうか……。


    「つまりは……これは贅ぜい沢たくな悩みなのだ」


    　梨り乃のが断言するかのような口く調ちようで言う


    「世界には食べ物に困っている人もいるし、安全に暮らすことが大変な地域もある。一段階目、二段階目に問題がないからこその苦しみ、ゆえにこれは贅沢な悩みなのだ」


    「贅沢な悩みだからって、ほかのレベルの悩みより苦しくないってことはないと思うんです。文学で描えがかれているのはいつだって贅沢な悩みなのです。贅沢な悩みでもまた、命にかかわるときもあるのです」


    　ふみが梨乃の意見に異を唱える。たしかに純文学の主人公の悩みが、おなかが空いたとか、強盗が多発しているとか、寒いとかだったりはしない。


    「そういう梨乃だって、友達いないし、休みはお家でしょ」


    　いくみが梨乃のわき腹を肘ひじで突きながら言う。


    「そ、それは……そうなのだが……だけど私は、友達が多くて、予定がいっぱいな人など羨うらやましくない」


    　いくみの指摘が図星だったのか、梨乃の黒い瞳がせわしなく左右に動く。どうやら少し動揺しているようだ。うろたえながらも、梨乃は必死に、羨ましがってなどいない、私はいまの自分のスタイルが気に入っている、リア充になりたいと思っていない。そんなことを繰り返し主張する。


    「梨乃さん……違うの。羨ましいじゃないの。リア充じゃない人から見たリア充は……たぶん……鬱うつ陶とうしいなの……なりたいじゃないの」


    　梨乃の主張に、異を唱えたのは絵え美みだった。


    　少しわかりにくいが、非リア充はリア充になりたいと思っているのではなくて、リア充が鬱陶しいと思っているだけ。嫉しつ妬ととは違う感情だと言いたいらしい。


    「……それはあるかもしれない。なぜだろう、自分が迷惑をかけられているわけではないのだが、なんだか鼻につく。少しそんな気持ちはある」


    　珍しく梨乃が絵美の意見を認める。言葉は少ないが、やはり絵美には人の気持ちを察する独特のセンサーがあるようだ。


    「梨乃さん、そこが肝心です。なぜ鬱陶しいと思うのですか？」


    　今度はふみが梨乃の話を掘り下げようとする。


    「はしゃいでいる人を見て鬱陶しいと思うのに理由などないのだ。もはやこれは人間のメカニズムなのではないだろうか。…………私を非リア充のサンプルにするのではないっ！　私は違うのだ！」


    　梨乃は顔を真っ赤かにして、否定する。


    　僕たちと出会う前は誰とも話したことすらなかったくせに……。


    「それで終わらせてはダメなのです。その心の動きをもっと詳しく。自分を知ることが他人を知ることにつながると思うんです」


    　ふみは励はげますかのように梨り乃のの膝ひざにそっと触れる。


    　みんなの視線が梨乃に集まる。全員が梨乃の言葉を待っている状態だ。


    　こうなるとなにか言わないわけにはいかない。非リア充のサンプルとして。


    「……それは……だから……自分がこんなに人付き合いで苦労しているのに、なんにも考えずにそれなりにやっている人を見るとズルしているような気がする。別にずっとではない。少しだけ……、ちょっとだけイラッとするの」


    　めずらしく梨乃が自分の気持ちの弱さを吐と露ろする。梨乃は常つね日ひ頃ごろから理論武装して、すべてを一般論として語ろうとするところがある。今回はそれを超えて、自分の心の内を明かしてくれた。そのことにふみは胸を打たれたのか、優しい笑え顔がおを浮かべながら、そっと梨乃の手を握りしめる。


    「梨乃さん……、梨乃さんは立派な非リア充です」


    「違う！　なぜそっちに誘導するのだ！」


    「誘導なんてしていません。本当にそうなのです。自分で指摘しておきながら、きっちり贅ぜい沢たくな悩みで苦しんでいる人です」


    　ふみは梨乃が断罪するかのように言った、贅沢な悩みという言葉を梨乃に返す。


    「だから悩んでなどいない。ちょっとイラッとしたりしてるだけなのだ。リア充に爆発までは望んでいない」


    「本当に？　まったくですか？」


    「放課後、よくわからない話でケラケラ笑っている女子を見ると……小規模な粉塵爆発程度なら……。いや、本当に少しだけなのだ。小麦粉とロウソクで発生するレベルの爆発で……」


    　梨乃は誰とも目を合わせないように、うつむき加減でそう言う。


    　その正直な告白に反応したのはいくみだった。恥ずかしそうにすぼめた梨乃の肩を力強く抱きしめる。


    　いくみは力強く抱擁したまま、梨乃に語りかける。


    「梨乃。寂しかったんだね。でも梨乃には私たちがいるじゃない。よくわからない話でケラケラ笑おうよ」


    「待ってくれ……私は違う！　非リア充じゃない。なんなのだ。この流れは！」


    　梨乃はいくみの腕の中から逃のがれようともがくが、いくみにうまく身体をコントロールされて逃れることはできない。


    「そうだよ。梨乃は違うよ。ちょっと恥ずかしがり屋の女の子なだけだよね。……みんな知ってるよ」


    「その言い方だと、むしろ本当っぽいではないか！」


    　梨り乃のは身をよじって抵抗するが、いくみはさらに力強く、抱きしめる。


    　ふみと、絵え美みもその光景を優しい笑顔で見つめている。


    　もう完全に非リア充の代表扱いだ……。


    　梨乃の抗議を無視して、さらに議論は進む。


    「私は梨乃さんのような非リア充はいても、リア充は存在しないと思うの。……非リア充の怒りがつくり出した幻まぼろし……それがリア充だと思うの……」


    　絵美が新しいリア充の解釈を展開する。


    「リア充に見える人も本当にリア充かどうかなんてわからないの。非リア充の人の、暗い怒りの気持ちが、レーザーみたいに飛び出して……いろんな人や物にぶつかって、反射した光が幻をつくり出すの……」


    　絵美の言っていることは理解しづらいが、おそらく、リア充に見える人も、その瞬間、そう見えているだけかもしれなくて、憎たらしい存在にしてしまうのは、自分を非リア充だと考える人たちの心のありようだと言いたいのだろう。


    「でも……その気落ちは悪いことじゃないと思うの。……その気持ちは絶対にパワーになると思うの……。新しいものを[image: ]るのはポジティブな気持ちだけじゃないの。怒りとか嫉しつ妬ととか、孤独とか……、ラブ＆ピースより、ずっとパワーがあると思うの……だから大丈夫。梨乃さん」


    「なんで私に言うのだ！」


    　やっぱり梨乃に向けてのメッセージになってしまっている。


    「そうだよ。その悔くやしい気持ちを忘れずに頑張ろう！　負けちゃダメだ！　あいつらを見返してやるんだよっ！」


    「だから私を励はげますのではない！　そもそもあいつらって誰なのだ！」


    　いくみは完全にからかっている。梨乃はよっぽど悔しいのか、顔を真っ赤かにして抗議しているが、なんとなく怒り慣れていない感じが出てしまっているのだ。そこにつけいられている気がする。


    「梨乃はやればできる子だよ。大丈夫、大丈夫」


    「やってもできない子に言われたくない！」


    　しかし梨乃がいくら抗議しても、いくみはなかなか止めようとしない。


    「そうそう、その元気があれば、体育のとき先生とペアにならなくてもすむよ」


    　めずらしく梨乃がいくみから完全にもてあそばれている。


    　梨乃には悪いが、僕もなんだか梨乃の必死に抵抗している姿がかわいらしく思えて、いくみと一緒にからかいたいような気持ちになってしまう。


    　しかし立場上、そろそろいくみを止めないと、そう思ったときだった。


    　僕のポケットの中で携帯電話が規則的に振動する。


    　メールの着信。彩あや香かだった。


    



    　──矢や野の君とアポイントメントが取れた。すぐに中庭に行って。絶対に待たせないで。


    



    　まだ、相談について結論は出ていないが……。それにずいぶん矢野君に会うことが貴重な機会のような文面……。以前会ったときは、教室でひとりぽつんと佇たたずんでいるだけの人だったが。


    　とにかく待たせたりしてはいけないらしい。とりあえず、メールの指示通り、いったん相談を中断して、中庭に向かうことにする。


    　四つの校舎に挟まれた中庭は昼休みのお弁当スポットとして随一の人気を誇る。季節のいい時期であれば、放課後もベンチに座って雑談する生徒の姿が見られるが、さすがに十二月ともなると、そんな生徒もいない。ただ帰宅する生徒たちが、足早に通過していくだけだ。


    　そんな人の流れの中、じっと動かない男子生徒がひとり。


    　矢野君ではない、しかし矢野君と同じようなネガティブなオーラを纏まとっている。


    「あれ、矢野君じゃないね。誰？」


    　いくみはその男子生徒に歩み寄ると、躊ちゆう躇ちよなく話しかける。


    「お悩み相談コーナーのみなさんですね。お待ちしておりました」


    　いくみの問いに答えることなく男子生徒はそれだけ言うと、歩き始める。


    　僕たちはあとをついていくしかない。


    　向かった先は、旧校舎だった。幽霊の騒動や、第一新聞部の浅あさ野のが監かん禁きんされたことで、僕も何度か足を踏み入れている。


    　相変わらず、旧校舎の中は昼でも懐中電灯が必要なほど薄暗い。かすかに入り込む日の光で浮かび上がるぼろぼろの壁。何度訪れても気持ちの悪い場所だ。


    「ここ、怖いとこじゃん。やだよぉ」


    　いくみはさっそく、梨り乃のの背中に隠れる。普段は強がっているが、幽霊が出そうな、不気味な雰ふん囲い気きの場所は大の苦手なのだ。逆に理系の梨乃にとっては、ただの古びた使われていない校舎でしかない。


    「スカートの中に潜もぐるのは禁止だから」


    「いやだよ。そろそろ潜るよ」


    　いくみはすでに梨乃のスカートの裾すそをつかみ、いつでも潜る体勢だ。


    　梨乃は必死にスカートのお尻しりを押さえながら、前へと進む。


    　[image: ]なぞの男子生徒の先導でたどり着いた先は旧校舎の最上階。科学の藤ふじ田た先生が以前、秘ひ密みつ裏りに使用していた教室だ。


    　すでに実験道具は撤てつ去きよされて、がらんとしている。その教室の一番奥に一組だけ残された、椅い子すと机。そこに座るひとりの男子生徒の姿。


    「お久しぶりです。お悩み相談コーナーのみなさん」


    　姿ははっきりと見えないが、声に聞き覚えがある。矢や野の君だ。


    　窓から差し込む西日で矢野君の姿がシルエットのように浮かび上がる。


    「みなさんには感謝の気持ちでいっぱいです。あの相談で私は変わった。あなた方が親身になって私を励はげましてくれたあの日。あれ以来、僕は変わりました。まさに生まれ変わったと言ってもいいくらいだ。あのときの僕は自分に自信が持てないただのネガティブ野や郎ろうだった。でもあれで何かが吹っ切れたんですよ。僕はついに自分の道を歩き始めた。人の目を気にすることなく、自分は自分らしく……。そして僕はネガティブの中のネガティブ。キングオブネガティブとなったのです！」


    「矢野さんはいまや、ネガティブな生徒の中心的存在。この学校の負の象徴そのものなのです」


    　僕たちを案内してくれた男子生徒が矢野を讃たたえる。


    　キングオブネガティブ……。吹っ切れたのはよかったが、歩みの方向が逆だ！　完全なる逆走じゃないか！


    「学校から帰る疾はやさは風の如ごとく。休み時間の徐しずかさは林の如く、掲示板に書き込むこと火の如く、トイレで食べるお弁当の量は山の如く。それがキングオブネガティブ矢野さんなのです！」


    「僕は２ちゃんなどに悪口を書くタイプだ！」


    　矢野君。なにを堂々と宣言しているんだ……。


    「いまや、学校中のネガティブ生徒を束たばねる存在となった矢野さんが、特別にあなたたちに協力をしてもかまわないとおっしゃっている。あなた方はラッキーだ。矢野さんが『したらば』の裏掲示板に書き込めば、ものすごい影響力を発揮するのですから」


    　部下ネガティブ君がキングオブネガティブのすごさを自慢しようとするが、矢野君はみなまで言うなと手で制止する。


    「さあ、聞かせてもらいましょう。あなた方にとって、リア充とはなんですか？」


    　矢野君の声が古びた教室に響き渡る。以前の自信を持てなかった矢野君からは想像もできないほど、威い厳げんに満ちている。その姿は逆光でシルエットしか見えないが、僕たちをじっくりと観察している視線だけは感じる。


    　僕は一歩前に進み出ると、みんなを代表して、僕たちの答えを伝える。


    「リア充、それは幻まぼろしだと考えます。自分のネガティブな感情が、他人に反射してできる幻のようなもの。それがリア充なのです」


    　僕の声が壁にあたり反響する。そして再び静寂。


    　いままで微動だにしなかった矢野君のシルエットがかすかに動く。


    　頰ほおに手をあて、身体からだを小さく揺らしている。


    「幻……、リア充など存在せず、非リア充だけがあると……なるほど、考えさせられる回答です。おもしろくはある。いいでしょう、もし納得がいかない答えであったら、みなさんの悪口を書く専用のツイッターアカウントを取得しようと思ってました」


    　なんて嫌なことをするんだ……。さすがキングオブネガティブ。


    　矢や野の君は僕たちの答えに満足したのか、次の問いへと移る。


    「では、あなた方のクリスマスパーティーとはなんですか？」


    「おもしろい会だよ！」


    　いくみが勝手に答える。


    　その答えを聞いて、矢野君の指先が軽やかに動く。


    「……いま、いくみさんの悪口がネット上に解き放たれました」


    　早い！　そして陰湿！


    「なんでっ！　クリスマスは楽しい会でしょ。あっ、矢野君は非リア充とかいう人だっ！」


    「…………いま、いくみさんの顔にヌードを合成したコラージュ写真がアップされました」


    　いつの間にそんなものを作成していたんだ！　ひどいぞ、矢野君！


    「いくみさん。気軽に答えないでください。この人はある意味、生徒会長よりはるかに危険な人物です」


    　ふみが矢野君に聞こえないように小声でいくみの軽けい挙きよをたしなめる。


    　たしかにこれは生徒会長とは別次元で危ない。


    「さあ、改めて聞かせてもらいましょう。あなた方はなぜクリスマスパーティーをするのですか？　答えによっては、あなた方の悪口専用のスレッドが立つことになります」


    　静かで上品で、まさにキングの呼こ称しようにふさわしい王者の威厳を帯びた声こわ色いろ。


    　言っている内容は最悪なのだが……。


    　味方にして頼りになるのか、まったく未知数だが、とにかく敵にはなってほしくない。


    　僕は腹を決めて、みんなを代表して答える。


    「僕たちのクリスマスパーティーは、クリスマスに恵まれてこなかった人たちのための、クリスマスから自由になるためのパーティーです。いくみは、親にウソのクリスマスを教えられていて、ふみはクリスマスを禁止されていました。梨り乃のはただ友達がいなかった。そんなクリスマスに恵まれてこなかった人たちのためのパーティーにしたいと思ってます」


    「なるほど……」


    　矢野君はそう言ったあと、しばらく沈黙する。


    　ゆっくりと矢野君のシルエットが立ち上がり、歩み寄ってくる。


    　影の中から伸びる矢野君の手。僕の手をしっかりと握った。


    「いいクリスマスパーティーにしよう。全力で協力させてもらいます」


    　ようやく見えた矢野君の顔には笑みが浮かんでいた。


    「キングオブネガティブが全力で行くと宣言されたぞ。わかってますか？　これはすごいことなんですよ」


    　僕たちをここまで案内してくれた、矢野君の弟で子しのような男子が興奮した様子で言う。


    　僕は正直なところ、どうすごいのか、いまいちわかっていない。


    「なにせこの学校のネガティブな生徒の頂点に立つ人です。以前、キングが全力で行くと宣言したときは、あるゲームのキャラクターのネットでの人気投票でした。キングの全力により、名もなきモブキャラが履いていた靴のヒモが人気一位になったのです」


    「まあ、まあ、あんまり言うと自慢になっちゃうから」


    　矢や野の君は得意満面で謙けん[image: ]そんしている。


    　とにかく、ネット界かい隈わいを利用した活動と、学校の目立たない人たちを対象とした動員では力を発揮してくれるのだろう。


    「とにかく、協力すると言ったんだ。力になるよ」


    　矢野君は改めて僕と固い握手を交わす。


    「じゃあ、まずはいくみの悪口を……」


    　矢野君が忘れているといけないので確認のために触れておく。


    「それは消さない」


    「なんでさっ！」


    　いくみは抗議の言葉と同時に、矢野君の膝ひざに向かって、ローキックを放っている。


    「うぐっ……、一度書き込んだ悪口は消さない主義だ……痛いっ。なにせ僕はネガティブ……痛いっ！　痛い！　やめてっ！　消すからっ！　痛い。もう消したって。痛い！　消したのに！」


    　連続して繰り出されるいくみの右脚が、矢野君の膝を的確に捉とらえ続ける。


    　──非リア充は膝が痛い。


    　いくみが適当に考え出した非リア充の要素。


    　キングオブネガティブである矢野君は、こうしてこの[image: ]なぞの要素を満たすことになったのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　リア充、非リア充とはなんなのか、どうしてクリスマスは人をイライラさせるイベントなのか、この問いに答えはないと思います。衣食住が足りているのに、さらに他人を妬ねたんだりするのは贅ぜい沢たくな悩みだとの意見も出ましたが、贅沢な悩みこそ、人間の本質である気もします。


    　そして人を羨うらやましいと思ったり、疎うとましいと思ったりする気持ちは、必ずしも悪いものではありません、それを力に変えることもできるはずです。僕たちはそんな想おもいを乗せたクリスマスパーティーをしたいと思います。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「その悔くやしい気持ちを忘れずに頑張ろう！　負けちゃダメだ！」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　僕は遅刻魔です。しょっちゅう遅刻をしてしまいます。これまでさまざまな遅刻の言い訳をしてきましたが、ほとんどの場合、余計に怒られるだけでした。これならしかたがないなと思われる遅刻の言い訳を考えてください。六時間半の遅刻を想定しています


    
      （二年　片かた山やま）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    時空の歪ゆがみに巻き込まれちゃって……。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    最近、孔こう明めいの罠わなが酷ひどくて……。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    鍛きたえてないヤツなら、十二時間は遅れていた！

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    精神の自由さからくるデタラメ。


    それが真の芸術なの。だからこの遅刻は芸術だっ!

    

  



  
    【相　談　８「ネットで見たんですが……」】


    
      一年　しげき

    


    



    　インターネットの情報で、こちらのクリスマスパーティーに参加すれば、彼女ができ、金運が上昇し、体重が激減し、身長が六十センチ伸び、ニキビが一生できなくなると聞いたのですが、本当ですか？　あと、いくみさんという暴力を振るうのが大好きな女子がいて、毎年、この時期になると自分の年の数だけ、膝ひざを破壊してまわると聞いたのですが、本当でしょうか？　もし本当なら僕の膝も痛めつけてほしいです。あとクリスマスパーティーに出るときに用意するものはありますか？

  



  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：トナカイは気き性しようが荒い。連れてくるならメスにするべき。

    


    [image: ]


    ふみ：孫そん子し曰いわく「善く戦う者は、これを勢に求めて、人に責めず」。


    勢いが大切だという意味です。


    テンションだけ高く保ってください。

    


    [image: ]


    いくみ：クリスマスっぽいお菓子いっぱい。あと矢や野のの居場所！

    


    [image: ]


    絵美：芸術とクリスマスのためなら脱いでもいい。そんな気持ち。

    

  



  
    　矢野君の協力を得てから、慌あわただしい日々が続いた。期末テスト期間に入り、テストが終了し、冬休みへと入る。


    　そして、いよいよクリスマスイブの前日となった。


    　僕たちお悩み相談コーナーのメンバーはクリスマスパーティーの準備のために、部室へと集まっていた。


    　準備で忙しいので人生相談をする予定はなかったのだが……、なぜかお悩み相談ＢＯＸボツクスおよびお悩み相談用メールには、怪文書といっても差し支えない相談というか、問い合わせが殺到していた。


    　文面から察するに、キングオブネガティブ矢野君が暗あん躍やくしているのだろう……。いったいどんな宣伝活動をしているんだ……。


    「矢野のやつ、私の悪口消してないじゃん！」


    　届けられた相談を見るなり、いくみがカンカンになっている。いまにも近くにいる人の膝ひざを怒りに任せて破壊してしまいそうだ。


    「矢野さんはさておき、期末テストは大丈夫だったんですか？」


    　ふみは心配そうに尋ねる。たしかに地理の小テストですら、あのありさまだったのだ。期末テストでまた赤点でも取ってないといいが……


    「ギリギリセーフ。なんとか、大丈夫だったよ」


    　いくみはさっきまで自分が怒っていたことをすっかり忘れたかのように、誇らしげに小さな胸を張る。


    「いったいどんな不正を行おこなったのだ？」


    　梨り乃のが猜さい疑ぎ心しんたっぷりの目でいくみを見つめる。


    「ずるなんてしてないよ！　ただ朋とも子こ先生が、ほかの先生に頭下げてまわってくれただけだよ」


    　朋子先生が根回ししてくれた……？


    「じゃあ、点数は？　ギリギリセーフではなかったのですか？」


    　ふみの問いに、いくみは胸を反らしたまま答える。


    「余裕でアウトだったよ！」


    　アウトだったんかい！


    　いくみの説明によると、テストは赤点連発だったらしいが、朋子先生が冬休みに責任を持って勉強を見ると各教科の担任に言ってまわって、冬休みの補習を免まぬかれたらしい。


    　それを「大丈夫だった」と表現してしまう、いくみのハートの強さがすごい。


    「クリスマスくらい、勉強のこと忘れて、ぱあーっとやろうよ。ぱあーっと！」


    　いつも勉強のことを忘れているいくみの号令でクリスマスの準備が始まる。


    「なんだか当初の予定と違って、参加者がたくさん来るかもしれませんから……、部室の中でこぢんまりとはいかないですよね」


    　ふみの言うとおり、香か織おりとのパーティー対決があるので、当初の計画を大幅に変更しないといけない。


    　場所は部室を中心として、その周辺の屋外も会場として使うしかないだろう。


    　そして食べ物だが……。正直みんなでお菓子を持ち寄って、ケーキのひとつでもあればいいと思っていたのだが、それではあまりにもショボすぎる。


    　どうしたらいいのか……。


    「みんな、ごめーん、ちょっと手伝ってくれる？」


    　突然、部室の外から彩あや香かの声が聞こえる。


    　窓から顔を出してみると、そこには朋子先生の姿もあった。そして部室の壁に立てかけられていたのは、バーベキュー用の鉄板だった。


    「やっぱり大人数でパーティーって言えばこれでしょ！」


    　おそらくこれは朋子先生が大学時代、サークル仲間に押し付けられた鉄板。


    　……まだ持っていたのか。


    　しかし、これは助かる。バーベキュー方式にすれば、低予算かつ盛り上がりもよさそうだ。


    　みんなもバーベキュースタイルにすることは大歓迎なようで、自然とみんなのテンションが一段階上がったように感じられる。


    　いくみは興奮を抑えきれずに、さっそく部室を飛び出して、鉄板をしげしげと眺めている。


    「いいねえ。楽しそうだねえ」


    「そう……きっと楽しみやがったんだよ……。私を呼ばないで」


    　朋とも子こ先生は過去に思いをはせて、なんとも苦々しい表情を浮かべる。


    「いいじゃん。明日あしたやるんだから、もう忘れなよ。それでなに焼くの？」


    「やっぱり私の得意料理は外せないかな」


    　朋子先生の苦みばしった表情の中に、わずかに得意げな雰ふん囲い気きが混じる。


    「得意料理。朋子先生、料理できるんだね。首都の名前くらいしか言えない人かと思ったよ。それでなになに？」


    　いくみはナチュラルに失礼なテイストではあるが、熱烈に食いついている。


    　朋子先生も相当料理には自信があるようで、いよいよ得意満面の表情だ。


    　いまにもよだれを垂らしてしまいそうな、いくみを前にたっぷりの間を取り、十分にもったいぶって、自みずからの得意料理を発表する。


    「ふふふ……餃子ギヨーザ。プロ並みだよ」


    「へこーっ！」


    　いくみが持ち前の敏捷性とバネで、綺き麗れいにずっこけた。


    「あら、なんで？　学生のころずっと中華料理のお店でバイトしてたから、本当に得意なんだよ。クリスマスにはちょっと変だけど、たまにはね」


    「……むにゃーん。……ふにゃーん」


    　あまりのショックでいくみが脱力した！


    　自分の身体からだの力を完全に抜いて、ふみの柔らかで豊かな胸へと倒れこむ。


    「いくみさん！　力を入れてください！　せめて先生に向かって脱力してください！」


    　ふみはいくみを必死に抱え起こそうとする。しかしいくみは胸に顔を埋うずめたまま、動こうとしない。


    「いくみちゃん、チキンも焼くから、バーベキューチキンみたいな感じになるけど」


    　彩あや香かの言葉にいくみが反応する。


    「チキン……」


    「そうだよ。クリスマスだしね」


    「チキン焼ける……私食べる」


    　ゆっくりとふみの胸から顔を上げる。そして自らの脚で再び立ち上がった。


    「なんだ、それなら、先に言ってよ。クリスマス楽しみだなあ。ああ、楽しみだ～チキンが焼けるよ～！」


    　完全に立ち直った！　しかも妙な鼻歌まで飛び出す始末。本当に単純な性格の持ち主だ。


    　僕は料理に関しては朋子先生と彩香にお任せにさせてもらう。


    　なにせ、梨り乃の、ふみ、いくみの料理のセンスは大変心もとない。パーティーの浮かれ気分で料理を任せると大だい惨さん事じを引き起こしかねない。


    　続いて問題なのはクリスマスツリーだった。


    　以前、絵え美みを中心にお願いしたのだが、結局揉もめてばかりでまったく飾り付けが進まなかったのだ。今日きようこそちゃんとやってもらわないと。


    「もう大丈夫なの……今回は前とは違うの……」


    　言葉は少ないが、絵美の眼まな差ざしは自信に満ちた輝かがやきを放っている。


    「前となにが違うのかな？」


    　僕の問いに絵美は静かに答える。


    「テーマがなかったの……漠ばく然ぜんと綺き麗れいなツリーを作ろうとしてしまったの……でもいまは……はっきりと見えているの……テーマが」


    「そのテーマは？」


    「虐しいたげられた者の怒り、アンチクリスマスパーティーなの！」


    　声のボリュームが一気に上がる。そして、絵美は手に持っていた、サンタクロースのオーナメントの首を力任せに引きちぎった！　そして首なしのサンタクロースをツリーに飾る。さらにトナカイの首も引きちぎり、トナカイの胴にサンタクロースの首を接着。


    　ケンタウルスの出来損ないのようなクリーチャーができあがる。それを首なしサンタの傍かたわらに飾り付けた。


    　ひどく不気味だが、絵美は目を爛らん々らんと輝かせ、ツリーの飾り付けに夢中になっている。


    　またサンタクロースの首をちぎり、煙突屋根の上にさりげなく配置。


    「これなの。これこそが、私のクリスマスツリーなの！」


    　すでにトランス状態に入っている。こうなると、もはや止めようがない。


    　絵美のセンスを信じて完成を待つしかない。


    　センスを……信じるしかない。


    　雪を作るための綿の中に、いくつものサンタクロースの生首を詰め込み始めたけど、信じるしかない。


    　サンタクロースの袋からも、サンタクロースの生首が飛び出ている不思議な状態になっちゃってるけど、信じるしかない。


    　趙ちよう雲うんも生首になっちゃってるけど、信じるしかない。見つかったら、ふみがすごく怒るだろうけど、信じるしかない。


    　みんなの献けん身しん的な働きで、クリスマスパーティーの準備は進んでいく。


    　参加者が多数集まったときのためにパイプ椅い子すを用意し、部室の窓を縁取るように、電飾を配置する。


    



    　準備に忙殺され、時間はあっという間に過ぎていった。


    　なんとかひと通りの準備が終わった頃ころには、すっかり日は落ちていた。


    　みんなを先に帰し、僕は戸締まりのために最後に残る。


    　明日あしたはいよいよ本番だが、なんだか僕はすっかり満足した気分になってしまっている。


    　みんなと楽しくパーティーの準備ができた。みんなの笑え顔がおが見られて幸せな時間だった。本番がどうなろうが、ましてや香か織おりに勝とうが負けようが、どっちでもいい。そんな気分だ。


    　そろそろ僕も帰ろうと部室を出ようとしたときだった。


    　梨り乃のが部室の前に梨乃が立っていた。少し前にみんなと帰ったはずだったが……。


    「どうしたの？　忘れ物」


    　梨乃は僕の問いに首を横に振る。


    「違うのだ。その……これのお礼を言っていないと思って……」


    　梨乃はそう言うと手にしていたサンタクロースの衣装に目をやる。


    　いくみとのコスプレ争奪戦の結果、梨乃の衣装は僕が自腹で購入することになったのだが……。準備の慌あわただしさで、非常に事務的な受け渡しになってしまったのだった。


    「わざわざいいのに……」


    「さっき少し見たら、値段が高そうなものだったから……、私がわがままを言ったから無理をさせてしまったのではないかと……」


    　梨乃は恥ずかしさと申し訳なさが入り交じったような、そんな表情を浮かべる。本当はわがままを言ったのは、いくみなんだけど。


    「中、入る？　寒いから」


    　梨乃は素直に部室の中へと入り、いつものポジションにぺたんと座る。


    　そのまま、梨乃はなにも話さない。僕もなにも話せない。


    　ふたりきりになると、なんだか変に意識してしまって、うまく言葉が出てこない。


    「明日、楽しみだね……」


    　なんとか搾しぼり出した話題はことのほか無難かつ凡ぼん庸ようなものだった。


    「本当は、もっとこぢんまりしたものがよかったのだ……。ほら、私、クリスマスパーティーなんていままでしなかったから、せっかくなら、いつものみんなとだけで……」


    　梨乃もふたりきりなことが気になるのか、なんだかぎこちない話しぶりだ。


    「そうだね……。なんか変なことになっちゃったね」


    「それはそれで楽しいからいいのだけど」


    「うん、梨乃がその衣装着るの楽しみだし」


    「ちょっと、フライングなのだが、着てみていいだろうか？」


    　梨乃はそう言ってはみたものの、自分の言葉に急に恥ずかしくなったのか、顔を真っ赤かにして弁解の言葉を続ける。


    「いや……、ほら、サイズにミスがあってはいけないし、事前のチェックは必要なのだ」


    「そ、そうだね。事前のチェックは必要だね」


    　そんなにチェックが必要なほど重要な案件なはずはないのだが、僕は着ているところを見たい。できれば独り占めで見たい。


    「……少し後ろを向いていてくれないか……、その……着替えを……」


    「外出ようか？」


    「外は……冷え込んでいるから」


    「そ、そうだね」


    　僕は素直に後ろを向き、梨り乃のの姿を視界から外す。


    　すべての意識を僕は視覚から聴覚へと移行させる。


    　背中越しに聞こえる衣きぬ擦ずれの音。どこかのファスナーが下ろされる音。


    　そして梨乃のかすかな息づかい。


    　思い切って振り返ってしまいたい。お化けが出たとか、そんな理由があれば、案外怒られないんじゃないのか……。怒られるな。


    　僕は悶もん々もんとした想おもいで胸をいっぱいにしながら、ひたすら壁を睨にらみ続ける。


    「お待たせ……どうだろう。おかしなところはないだろうか」


    　満まんを持じして振り向くと梨乃はすっかりサンタクロースに変へん貌ぼうしていた。


    　……いい。さすが僕が選んだ衣装。すごく僕の好みだ。

  


  [image: ]



  
    　胸元が開いた赤のワンピースに、白い編み上げのリボン。赤く柔らかな生き地じが腰のくびれから、お尻のラインを艶つややかに演出している。ふわっとしたかわいさと同時にほのかに漂ただようセクシーさ。まさに、サンタコスチュームの醍だい醐ご味みだ。


    「少しスカート短くないかな」


    　梨り乃のは恥ずかしそうにスカートの裾すそを引っ張っているが……短いのがいいんじゃないか。


    「そんなことない、ぜんぜんそうは見えない」


    　僕は力強く主張する。


    「そ、そんなものか……それで、どうなのだ。その……観察の結果は」


    　不安そうな目でじっと僕を見つめている。


    　クリスマス前の華やいだ雰ふん囲い気きがそうさせたのか、それともあまりにも梨乃の姿そのものが、そう言わせる力を持っていたのか、僕の口から躊ちゆう躇ちよなく、素直な言葉が出る。


    「すごく……かわいいと思うよ」


    　……さすがに照れる。梨乃も僕の何倍も照れている。


    　僕たちは部室でふたりきり、ただひたすらに照れていた。


    　照れに照れて、照れ終わったところで、そろそろ帰ることになる。


    　僕は再び後ろを向いて、梨乃の着替えを待つ。


    　それにしても、いいものを見させてもらった。写メの一枚も撮っておけばよかった。明日あしたにでも一枚撮らせてくれるように頼もう……。そんなことを考えていると、背中越しに梨乃の声が聞こえる。


    「あの……ありがとう。これ買ってくれて」


    「気に入ってもらえたんだったら、なによりだよ」


    「うん。すごく……。毎日着てもいいくらい……。それに赤あか松まつからプレゼントがもらえたのが嬉うれしい」


    　残念ながら本物のサンタクロースですら、シーズン以外はその格好をしないだろう。それにしてもサンタクロースのコスチュームくらいでこんなに喜んでくれるとは……、梨乃もなかなか純真なところがある。


    　またふたりの間に沈黙が続く。なんとなく間を嫌ってこちらから話しかけようとしたとき、わずかに早く梨乃が話し始める。


    「あの……もらったきりは悪いから……なにかお礼に……、今度、ごはんでも」


    　その言葉の意味は通常、食事券をお礼にあげるから勝手に食べてきたらいい、との意味ではないはずだ……。普通は一緒にごはんを食べに行くとの意味だ。


    「本当に!?」


    　しまった、興奮のあまり、思わず振り返ってしまった。


    　ワザとじゃないんだ、本当にびっくりして…………。


    　梨り乃のはほぼ着替え終わっていた。すでにいつものセーラー服姿に戻っていて、仕上げにスカーフを整えて、着替えで乱れた髪を元に戻して……僕と目が合った。


    「なんで振り返っているのだ！」


    　梨乃は幼よう児じのように目を丸くしている。


    「いや、ごめん、反射的に」


    「膝しつ蓋がい腱けんならしかたないが、首は反射と認めないのだ」


    　梨乃はそう言って、怒った顔をしてみせるが、どこか声は優しい。じゃれているような、そんな雰ふん囲い気きだ。


    「そんなことより、ごはんはいつ行く？」


    「覗のぞいたので中止なのだ」


    「覗いたって、着替え終わってたし」


    「問題はそこではない。振り返ったこと自体が不可なのだ」


    「じゃあ、ごはんのあと、お茶を奢おごるから」


    「……ケーキつけていい？」


    　梨乃の機嫌が急速に戻った。


    　こうして、僕は巧妙かつ自然な流れで、ごはんのあとのお茶の約束も取りつけることに成功したのだった。


    



    　十二月二十四日、いよいよクリスマスパーティー当日である。


    　本当にただ慰い労ろうの意味も含めて、まったりクリスマスパーティーをするつもりだったのだが、結局とんでもないことになってしまった。


    　クリスマスパーティーに馴な染じみのない僕たちのような素しろ人うとが、気軽にやってみようなどと言い出すとこんなことになってしまう。そんなにクリスマスパーティーは甘くない……そんなところだろうか、いや、いくらなんでもおかしなことになりすぎだ。


    　部室の入り口の前で、圧倒的な存在感を放つ、グロテスクなクリスマスツリーを眺めながら、僕はそんなことを考える。


    「……気に入ってくれて嬉うれしいの。実は……ヒエロニムス・ボスをイメージしたの」


    　いつの間にか僕の傍かたわらに、絵え美みが立っていた。ヒエロニムス・ボスがどなたか存じ上げないが、きっと絵美と同じくらい困った性格の方だったことだろう。


    　絵美はずっと自作のツリーを眺めていたそうだったが、そうもいかなかった。


    「ちょっと、絵美ちゃん。なにしてんのさ。早く着替えてよ」


    　いくみが強引に絵美の手を引いて部室のほうへと連れていく。


    　どうやら、みんなでいっせいに着替えるらしい。


    　扉とびらの向こうに絵美といくみの姿が消え、代わりにクリスマスツリーの着ぐるみがぽいっと投げてよこされる。僕にも着ろということだろうが……なかなか雑な扱いをしてくれる。


    　たしかに服の上からかぶるだけだから、着替えの場所もいらないんだけど。


    　僕はひとりでツリーの着ぐるみをかぶって、みんなの登場を待つ。


    「じゃーんっ！」


    　最初に部室から飛び出してきたのは、やはりいくみだった。


    　基本に忠実なワンピースのサンタ姿にサンタ帽。


    「どお、どお？」


    　いつものように、これ見よがしに、腰をくねらせて、セクシーポーズを披露しているが、衣装のせいか、ちょっと本当にかわいく見えて、ドキドキしてしまう。


    「じゃあ、次！　準備できた人、どうぞー！」


    　いくみが勝手に仕切り、次の人を呼び込む。どうやら順番に出てくるシステムにしたいらしい。続いては誰が……、部室の扉とびらから絵え美みがちょこんと顔を出す。次の登場は絵美のトナカイコスチュームか……。


    「絵美さんっ、準備できてないですよ！　全ぜん裸らじゃないですか！」


    　ふみの声と同時に、絵美の顔が引っ込んだ！　またしても、裸はだかで登場しようとしたらしい。


    「準備できた人っ！」


    　再び絵美が顔を出して…………、セーフ、今度は着ている！


    　ちゃんとトナカイコスチュームだ。サンタよりもより一層ふわふわもこもこで、しかもおへそがチラリのパターン。ツノのカチューシャも思ってたより、ずっとかわいい。


    「なんだぁ。ちゃんと着れば、かわいいじゃん。これからは服を着るんだぞ」


    　いくみもなぜだか誇らしげな表情。絵美がいつも全裸のような言い草が少し気になるが。


    　続いて登場したのはふみだった。


    「やはり恥ずかしいですね」


    　ふみは少しモジモジしながら言う。


    　しかし控えめな態度とはまったく別に身体からだが強い主張を放っている。


    　純白の衣装に負けないほど、光沢を放つように白い肌はだ、そしてなんといっても胸の谷間がすごい。衣装になんとか収まってはいるが、まさにはち切れんばかり。ちょっと衝撃を与えたら、その衣装の拘こう束そくを解き放って、飛び出してしまいそうだ。


    「さすが、ふみ。まさにダイナマイトだよ。天使の羽をつけたダイナマイト！」


    　いくみもこれでもかと絶賛しているが、セクシーダイナマイトのダイナマイトだけを連呼すると、ただの爆発物だ。


    　そして最後に登場したのは梨り乃の。


    　もちろん、僕のプレゼントしたサンタのコスチュームだ。


    　やはり人前で披露するのは恥ずかしいのか、顔がほんのりと赤みを帯びている。


    　その姿を舐なめまわすようにじっくりと観察するいくみ。


    「……ああ、うん」


    　スルーした！　さっきまでほかの人を褒ほめそやしていたのに。


    　おそらく衣装が同じサンタだから、ライバル視しているのだろう。


    「私には感想なしなのか……」


    「うん、いいんじゃない。ただサンタの世界はそんなに甘くないから。いまのうちに楽しんでおくといいさ」


    　いくみはなぜかサンタの先輩面づらしている。


    「いくみこそ、その平面的な体型は衣装にふさわしくない」


    「平面じゃないよ。わずかにふくらんでるよ！」


    「専門の機器でないと計測できないレベルの凹おう凸とつなのだ……」


    「梨り乃のだって、いっしょでしょ」


    　サンタとサンタが言い争いを始めてしまった。しかもサンタに似つかわしくない内容で。


    　ふたりともが「偽にせサンタ」「そっちこそ偽サンタ」と罵ののしり合い、お互い自分こそが正当なサンタであると主張している。まあ、本当はふたりとも偽であることは間違いないのだが。


    「こらこら、喧けん嘩かしない。みんなかわいいじゃないの」


    　ふたりのいさかいをいさめたのは彩あや香かだった。手に第二新聞部クリスマスパーティー開催のチラシを抱えている。直前まで集客活動を頑張っていたようだ。


    「さあ、そろそろ時間だよ。そのみんなのかわいさがあれば絶対に香か織おりのパーティーになんか負けないんだから。でも勝負よりもなによりも、みんな楽しんで！」


    　彩香の熱の入った言葉に、ひときわ胸を打たれていたのがいくみだった。


    「みんな、輪になって。円陣を組もう」


    　いくみはなかば強制的にみんなで輪を作らせる。その輪の中心に向かって、すっといくみの手が伸びる。そこに重ねられるみんなの手。


    「いくぞ、メリー、クリスマス！　ファイト、おぉー！」


    　円陣を組んでのメリークリスマス……。ひどいミスマッチだ。とにかくこのへんてこな掛け声とともに、僕たちのクリスマスパーティーの火ひ蓋ぶたは切られたのだった。


    



    　午後一時にスタートしたクリスマスパーティー。


    　意外なことに開始と同時にかなりの人数が集まっていた。


    　すでに二十人くらいはいるだろうか……。不思議なことにみんな似たような雰ふん囲い気きをまとっている。終始、うつむき加減で、お互い誰とも会話を交わそうとしない。


    　黙々と餃子ギヨーザの列に並び、黙って食べる。なかには携帯ゲームをしながら食べている人すらいる……。あきらかに矢や野の君の影響下にいる人たちだ。


    「ちょっと、ゲームしない！　かわいいサンタがいるんだから、ちゃんと見なよ」


    　いくみは不満そうだが、自由なパーティーがコンセプトだ。これはこれでありなのだ。


    　不思議なことに、そこから徐々に学生ではない人の姿も見られるようになってきた。


    　そのほとんどは、小さいお子さんを連れたママさん。


    　いったいなぜなんだ……。


    　ママさんたちは餃子ギヨーザには興味を示さずに、クリスマスツリーを携帯電話で撮影している。


    「あの……このツリーがどうしたんですか？」


    　僕は勇気を出してひとりのママに尋ねてみる。


    「これ、防犯ポスターを描かいた子が作ったんでしょ。知らない？　近所で結構有名になっているのよ。あのポスター。夜泣きする子に見せると、絶対に泣きやむって。それでツリーも効果ありそうだから」


    　絵え美みのポスターは妙な反響を呼んでいるようだった。


    「ほら、ピーマンも食べないと、こんなふうになっちゃうんだよ」


    　ママさんは連れてきた我が子にツリーを見せて脅おどし文句を言う。子どもはぶるぶる震えて、好き嫌いをなくすことを誓う。


    「……やはり私の芸術は……素直な心の人に伝わるの……だからピュアな赤ちゃんや子どもには……届くの」


    　トナカイ姿の絵美はいかにもなことを言ってはいるが、ピュアとかそういう問題ではなく、ただ鬼の絵が怖いとかその類たぐいだと思う……。


    「とにかくこのツリーが参加者の人数を増やしているみたいだから助かるよ。絵美のおかげで勝っちゃったりしてね」


    「甘いよ。全然、甘い」


    　僕の言葉に応えたのは絵美ではなく彩あや香かだった。


    　自分の携帯電話を睨にらんで厳しい顔をしている。


    「向こうはすでに五十人以上集まっているらしい。ちょっと劣れつ勢せい」


    　彩香は向こうのパーティーに参加している誰かと連絡をとりあって、正確な人数を把握しているようだ。


    「向こうはそろそろ、生バンドでライブが始まったよ。こっちもなにかないの？」


    　彩香は少しいらいらした様子で言う。


    　こっちにも演奏の予定はあるにはあるのだが……。


    　僕は真ま理りの姿を目で捜す。


    　真理はバーベキューの鉄板から一番遠い席でじっとこちらを見ていた。


    　傍かたわらにはすでにアルモニカが設置されている。準備は万端で自分の出番を待っている。


    　しょうがないやってもらうか……。


    　僕は真ま理りの傍かたわらへと歩み寄ると簡単に紹介を行おこなう。


    「えーと、いまから珍しい楽器の演奏を行います。演奏はオカルト研究会の真理さんです。……曲のタイトルは……」


    「この日のために新曲があるのです」


    　真理はそう言うと、押し付けるように歌詞カードを配布する。新曲のタイトルは、


    「とある白ヒゲの老人の怒り」


    　……一応、クリスマスソングを作ってくれたのだろうか。


    　しかし真理は曲について一切説明することなく、勝手にアルモニカの演奏に入る。


    　不気味で人の不安を誘う、ガラスがこすれ合うような高音がアルモニカから鳴り響く。


    



    　～とある白ヒゲの老人の怒り～


    



    　聞け、愚ぐ民みんたちよ。


    　白ヒゲの老人は叫び、真っ赤かな帽子を振り回した。


    　宴うたげを終えよ。終末は近い。


    　悔くい改めよ。欲にまみれた祭りをやめよ。


    　人よ、プレゼントを焼け！　決して交換することなかれ。


    　人よ、靴下は履け。決して物を詰めることなかれ。


    　いまは静かに七面鳥の冥めい福ふくを祈る時。


    　すでにソリは腐り、トナカイは白骨となり、煙突からは異い臭しゆうがする。


    　エス、エー、エヌ、ティー、エー、サンタ！


    　ジー、オー、ティー、オー、エイチ、イー、エル、エル、ゴートゥーヘル。


    　人よ、ケーキをほおばるな。コレステロールは手加減しない。


    　人よ、イルミネーションに惑わされるな。電気は大切にね。


    　エス、エー、エヌ、ティー、エー、サンタ！


    　ティー、イー、ピー、シー、オー、テプコ！


    



    　相変わらずどこから歌えばいいのかさっぱりわからない。


    　当然ながら参加者は誰も歌ってはいないが、真理は恍こう惚こつの表情で演奏を続ける。


    　まあ、本人が楽しんでいるならこれはこれでありだ。クリスマスパーティーなんだから自由に楽しんだらいいんだ……。


    「勇ゆう樹き、ちょっとお客さん減ってるじゃん！　なに考えてるの！」


    　僕のそんな思いとは裏腹に彩あや香かはまったく許してはいなかった。


    　ママさんたちが、逃げるように会場から走り去っていく。


    「もっとなにかないの！　みんなが盛り上がるような出し物は！　向こうはお笑い芸人さんが、そこそこ笑いを取ってるらしいよ！」


    　そこそこって……。しかしそんな細かいツッコミを入れることができないほど、彩あや香かは感情をあらわにしている。


    「なんとかしなさい。出し物を！　早く、みんな帰っちゃうでしょ」


    「知らないよ。そもそも彩香が勝手に勝負にするから悪いんでしょ」


    　僕と彩香は一いつ触しよく即そく発はつのムードになる。


    　そんな雰ふん囲い気きのなかに割って入ったのは、ふみだった。


    「あの、お取り込み中にすみません。そろそろ時間が……」


    　ふみが申し訳なさそうに言う。その手には穂先が十じゆう文もん字じに分かれた十文字槍やりが握られている。


    　よくできた模も造ぞう品ひんの槍のようだ。


    　すっかり忘れていたが、ふみは時間になったら、おじいさんとの約束で槍の演舞をしなければいけないのだった。


    「……なんだ、あるじゃないの。もったいぶっちゃって」


    　彩香は急に機嫌がよくなって、着ぐるみの穴から出ている僕のおでこをツンと指で突く。


    　別にもったいぶってるわけではなくて、本当に出し物として予定していなかったのに……。


    　しかし彩香はそんなこととは知らずに、ふみを一番目立つクリスマスツリーの近くに立たせる。なにが起こるんだと参加者の視線が一気にふみに集まる。


    　それも無理はない、天使の格好をした女の子が槍を装備しているのだ。


    「では失礼します」


    　ふみは一礼すると、槍を水平に構える。まるで目の前に敵がいるかのような、鋭するどい眼まな差ざしで前方を睨にらみつける。


    「やぁぁぁぁっ」


    　槍の先がふらふらと泳ぎながら前に突き出される。


    　ふみの槍さばきは、酷ひどいクオリティーだった。突いているというより、ちょっと押してみただけな感じ……、もともとふみは本を愛する文系少女。運動が得意とは聞いたことがなかったが……それにしても酷い。


    「とぉぉぉぉ！」


    　もう一度、槍を突き出すが、槍に振り回されて身体からだが泳ぐ。バランスを崩してぺしゃっと前のめりに転んでしまうふみ。


    　その様子を見ていた参加者たちにざわめきが起こる。


    「かわいい……」


    「そうだな。むしろ、かわいいな」


    「うん、逆にかわいいい」


    　まさかの高評価だった。自然にわき起こる拍手。盛り上がっている。


    「いまので前の敵を倒しましたので、今度は後ろの敵と戦います」


    　ふみは一礼して、続きを演じ始める。


    「いまので倒せたんだ……よっぽど弱い敵なんだろうな」


    「だが、それがかわいい」


    　観客の声を背に、ふみは槍やりを自分の後ろへと振り回す。


    「やぁああ」


    　よろよろと波打つスイングで槍を回転させる。勢い余ってクリスマスツリーのサンタクロースが串くし刺ざしになった。


    　そこに合わせたかのように、激しく鳴らされるアルモニカの音。


    　そして立ち上る餃子ギヨーザの香り。


    　なんだ、これは……。クリスマスパーティーじゃなくて、もはやサバトだ。


    「なんだかわからないが、すごいぞ！　かわいい！」


    「音楽と食べ物と出し物が圧倒的なミスマッチ、でも、かわいい！」


    　観客の盛り上がりもさらに高まる。


    　いつの間にかふみを囲むように人だかりができている。それぞれ、決定的なかわいいシーンを撮影しようと携帯電話のシャッター音が鳴り響き続ける。

  


  [image: ]



  
    「ふみばっかり目立ってずるいよ。私もやる」


    　みんなの注目を一身に集めているふみに嫉しつ妬としたのか、いくみが乱入する。


    「人生～五十年～、にゃぁにゃぁにゃぁ～」


    　それはおもしろ敦あつ盛もり！


    　罰ゲームの舞まいをなぜ自みずから披露してしまうんだ！


    「……うーん、さすがにかわいくない」


    「この下品極まりなさが、むしろ、かわいいかと思わせて、やはり圧倒的に下品だ」


    「こらっ！　かわいいよ！」


    　観客に食ってかかるいくみ。かわいいを強要してまわる。


    「たぁぁぁぁ」


    「わんわんわん、にゃぁにゃぁにゃぁ～うわぁぁぁん！」


    　ふみの演舞といくみのおもしろ敦盛が競うように演じ続けられる。


    　なんだかわからないが、盛り上がってはいる。もうクリスマス関係ないけど……。


    　ふと周りを見るといつのまにか、参加者が増えている。


    　さらに、ひとり、またひとりと新しい参加者がやってくる。


    「なんか、こっちのパーティーのほうがイケてるって聞いたんだけど」


    　普段は会話することもない、リア充サイドの女子たちまで。


    　こっちの盛り上がりを聞きつけて、香か織おりのパーティーから移動してきているのだ。


    「なんで餃子ギヨーザ、ウケる」


    「すごい、ツリーかわいくない？　音楽もサイケ？　センスいいし」


    「これ、味み[image: ]そじゃね。なに？　舐なめ放題なの？　意味わかんなくない」


    「あれじゃん？　トナカイって味[image: ]舐めるんじゃなかったっけ？　それ系じゃん」


    「ああ、それ系か」


    　パーティーが僕たちの手から離れ、コントロール不能になる。


    　餃子を食べる者。ふみの演舞をアンコールする者。いくみとともにおもしろ敦盛を踊る者。そして相変わらず携帯ゲーム機に没頭する者。　


    　それぞれが、自由に盛り上がっている。


    　いわゆるリア充も非リア充もごちゃ混ぜだ。派手めの女子と、暗めの男子がいつのまにか楽しげに語り合っている。まさに祝祭。


    　普段生じている、見えないが、しかし強固な壁が今日きようだけは取り払われ、それぞれが笑い、歌い、槍やりを振り回している。


    　もはやクリスマスの要素はほとんど残っていないが、参加者の楽しげな笑い声だけは、間違いなく特別な一日を演出していた。

  



  
    【回　答】


    



    　クリスマスパーティーに準備するべきものは、いろいろあると思います。お菓子などの食べ物。できれば衣装もあればいいです。パーティーを盛り上げるために、なにかひとネタ披露できればなおいいでしょう。でも一番大切なのは楽しむ気持ちです。


    　普段のことは忘れて、自由に楽しみましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「人生～五十年～、にゃぁにゃぁにゃぁ～」

  



  
    　翌日、僕たちは朝から宴うたげのあとの片づけに追われていた。


    　残された大量のゴミ。それを不燃、可燃に分けながら、ゴミ袋に入れていく。


    　お昼近くになり、どうにか、ほぼすべてのゴミが袋に収まり、ようやく終了が見えてくる。


    「会長、ずるいよね」


    　いくみはひとり堂々と片づけをサボり、ごろりと横になっている。よほど気に入ったのか、まだサンタクロース姿だ。


    　いくみがずるいと言うのも無理はなかった。パーティーの参加人数は最終的にこちらのほうが明らかに上回っていたはずだった。


    　しかし香か織おりは正確な数はカウントできなかったとして、勝負の無効を宣言したのだった。


    「いくみさん、自分から罰ゲームをやってしまっているから、あの時点で勝っても無意味だったのですけどね」


    　ふみは昨日きのうのことを思い出したのか、くすくすと笑っている。


    「罰ゲームはいいの。勝ったか負けたかがちゃんとしないのがイヤなの！」


    　いくみは体育会系らしく、なおも勝負にこだわりを見せる。


    「いいじゃないですか。みんな楽しそうでしたし、いくみさんも楽しんでいたじゃないですか」


    「楽しかった！　久しぶりにはしゃいだよ」


    　いくみは屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮かべる。


    「私が観測した限りではいくみは常時はしゃいでいるのだが」


    　梨り乃のが冷静にツッコミを入れる。


    「そんなことないよ。あんなにはしゃいだのはめったにないよ。笑ったなあ、そして笑われたなあ……あーっ！」


    　いくみが絶叫とともに突然跳ね起きる。


    「ケーキ食べてない！　忘れてた」


    「餃子ギヨーザのあとにケーキは合わないと思いますよ」


    　しかしふみの言葉はいくみに届いていない。


    「餃子は毎年食べてるから、クリスマスにケーキ食べなきゃダメなの！　ケーキ！　ケーキ！」


    　いくみはまるで駄々っ子のように「ケーキ」を繰り返す。


    「ケーキはクリスマスじゃなくても食べることが可能。また今度でいいではないか」


    「梨乃……なにその余裕、その余裕はケーキを食べる予定がある人のものだよ」


    　いくみはじっと梨乃の顔を見つめる。


    　梨乃は視線のプレッシャーを嫌って、ちらりと僕を見る。


    「ははあ、ふたりでケーキを食べるんだな」


    　いくみ……。普段から野性に近い勘を持っているが、ケーキに関しては異常といっていいほどの勘だ。


    「許さない！　私をおいてケーキを食べたら許さないよ！」


    　いくみは歯をむいて、野生の動物のように僕を威い嚇かくする。それがケーキを食べさせてもらおうとする人の態度か……。


    「もしかして、こっそりケーキ持ってるとか……あとで梨乃とふたりで食べるとか」


    　いくみはそう言うと獣けもののように僕に飛びかかり、僕のポケットを探り始める。


    「持ってるわけないだろ。持ってたとしてポケットに入ったケーキ食べたいか！」


    　しかし、いくみは僕の身体からだにまとわりつき、執しつ拗ようにボディーチェックを繰り返す。


    「みんな、お疲れー。あれ、なんで抱き合ってんの？　もしかして、お取り込み中だった？」


    　彩あや香かは僕といくみの姿を見て、不思議そうな顔をしている。


    「お取り込み中なわけないでしょ。みんないるんだから」


    　僕は慌あわてて弁解をして、いくみを振り払おうとするが、すでにいくみの身体は僕から離れてしまっている。いくみの眼中にもはや僕の姿はない。その視線は彩香が持っているひとつのビニール袋へと注がれていた。


    「ケーキだね。生クリームとイチゴのやつだ」


    　いくみの敏感な鼻は確認するまでもなく、中身を正確に捉とらえていた。


    　鼻をくんくんさせながら、彩香の周りを旋せん回かいする。


    「そういえば昨日きのう、食べてないなって思って」


    「彩あや香かさん！」


    　今度は彩香に飛びつくいくみ。


    「あはは、熱烈だね。じゃあ食べよう。メリークリスマス」


    　急きゆう遽きよ開かれたミニクリスマスパーティー。これこそ僕が望んでいた、みんなと過ごすアットホームなパーティーだ。


    「まずは正確に60度に切り分けるのだ……分度器を」


    「ちょっと絵え美みさん、ケーキのサンタさんまで斬ざん首しゆしないでください！」


    「梨り乃の、早く切って、そんな細かくしなくていいから。早く、早く……いただきます！」


    　ケーキのカット終了直後、いくみがフライング気ぎ味みにケーキへと手を伸ばす。


    「おいしいっ！　……おいしいけど、なにか普通と違う……甘さの中に、どこかなつかしいというか……いつものっぽいというか」


    　ケーキをほお張るいくみの表情がどこか冴さえない。


    「さすが、よく気がついたね。これ、中華料理屋さんが作ったクリスマスケーキで……」


    　彩香の言葉でいくみがすべてを悟さとった。


    「餃子ギヨーザ！　隠し味がまさかの餃子じゃん！」


    「ほら、餃子のおかげで、昨日きのうは盛り上がったから、記念に」


    「違う！　クリスマスにどうやったら餃子を食べないですむのかが、今回のテーマでしょ！」


    　そんなテーマはなかったと思うけど……。


    　いくみはすっかりご機き嫌げんナナメになってしまっているが、その手は止まっていない。握ったフォークは小ぶりな唇くちびるへとケーキを供給し続ける。……あっという間に完食。


    　それでもまだ納得いかないのか、いくみは口の端に生クリームをつけたまま、僕を睨にらむような目で見つめている。


    「餃子の隠し味が、意外なほど生クリームと合ってて、おいしかったけど。これはノーカン。今度ケーキ食べに連れてってよね」


    「なんで僕が！」


    「梨乃と行こうとしてたでしょ。私も。むしろ私が……」


    　また、その話を蒸むし返すか……。


    「えっ。勇ゆう樹き、梨乃ちゃんとデートするつもりだったの？　なんだぁ。そうだったの。じゃあ、私も行く！」


    　彩香……。彩香が邪じや魔まするかね……。


    　援えん護ごしてもらおうと梨乃を見つめるが、顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。


    「ずるいです。ならば私も行きます」


    「じつは無む類るいの生クリーム好きなの……。天気予報によると、明日以降……雲ひとつない生クリーム日び和よりらしいの」


    　そんな天候は聞いたことないが……。


    　窓からは予報の通り、冬晴れの日差しが、やさしく降り注いでいる。いまだ暖房器具のないプレハブの部室だが、この日差しのせいか、それともこの相変わらずの騒々しさのためか、誰もが寒さを忘れているようだった。

  



  
    　あとがき


    



    　どうも、川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよです。「人生」シリーズも第６章となりました。おかげさまでゆるゆると続けさせていただいております。さてさて帯は見ていただけましたでしょうか？　帯がなんらかの事情でなかった方にも再度お知らせをさせていただきます……。


    



    　なんと「人生」アニメ化企画進行中でございます！


    



    　僕も正直なところまだ信じられないのですが、立派な大人は帯にウソを書いたりはしないと思いますので、本当なのです！　


    　アニメ化企画進行中……。なんて甘かん美びな響ひびきを持つ言葉なのでしょうか。いやー、なんとか無事に進行していただきたい！　頼む。進行してくれえ……。そんな念を現在工事中の小しよう学がく館かんビル方面へと送り続ける毎日です。


    　僕は梨り乃のと同じく占うらないや、迷めい信しんのたぐいは一いつ切さい信じないのですが、人間って弱いもので、こういったお話をいただけると、突然、縁えん起ぎを担かつぐようになりますね。どれだけ爪つめが伸びていようと、夜に爪を切らないし、黒猫を発見したら、横切られる前にマッハで逃げますし、鼻はな緒おが切れると嫌だから絶対に下げ駄たは履はかないです。下駄を持ってないですけど。


    　というわけで、現時点でお伝え可能なアニメ化関係の情報は、「作者が縁えん起ぎを担かつぎ始めた」くらいしかないのですが、今後、なにかしらの進展がありましたら、ガガガ文庫の公式サイトや、ガガガ文庫の本に折り込まれている「ガ報」などで発表されることかと思います。


    　そして、さらにお知らせが！


    



    　なんと、なんと「人生」コミカライズ決定でございます！


    



    『月刊サンデーＧＸジエネツクス』様にてコミカライズしていただけることになりました！　


    　やったぁ！　なにせ漫画大好き野郎なので、非常に嬉しい！　はたして漫画版はどのようなものになるのでしょうか、お色いろ気けシーンの追加はあるのか？　人気テコ入れのためのトーナメントバトル展開はあるのか？　さすがにそれはないでしょうけど。とにかくどんな作品になるのか、こちらも今後の情報をチェックしていただければと思います。


    



    　うれしいお話に続きまして、いつもの告知を。


    　本作、「人生」では読者の皆様からの相談を募集しております。


    　みなさまから寄せられるお悩みが、アニメ化＆コミカライズを進行させる力となります。ぜひぜひ、この機会に相談をお送りください！


    　相談はどんな内容でも大歓迎です。お悩み相談コーナー一同が真剣かつ、ゆるーく、お答えいたします。


    　応募は僕のツイッターのアカウント（@ougyo_kawagishi）へリプライ、またはダイレクトメッセージでお送りいただくか、メール、jinseisoudan@live.jpまでお寄せください。


    　ツイッターは文字数が百四十文字となっておりますので、長い相談はメールにていただければと思います。


    　応募には相談者のお名前（ペンネームでもＯＫです）と名前のふりがなも添えてお送りいただけるとありがたいです。


    　応募期間は二〇一三年、十一月十九日より二〇一三年、十二月十九日までとさせていただきます。本当になんでも大丈夫ですので、気軽に送ってください。ご応募お待ちしております！


    



    　続いて謝しや辞じに。


    　前巻のあとがきにて、謝辞をからかってしまいましたが、メディアミックスの偉大なる力により、僕のすさんだ心は完かん璧ぺきに浄じよう化かされ、人に感謝する気持ちが芽め生ばえました。いまでは生きとし生けるものすべてに謝辞をささげたい気分です。


    　ななせめるち様。いつもすばらしいイラストありがとうございます。このようにメディアミックス丸出しのお話をいただけるのも、ななせさんの描えがくキャラクターの魅力のおかげです。今後とも、かわいいイラストをお願いします！


    　担当編集、具ぐ志し堅けん様。いつもいつも、ご面倒ばかりおかけしております。こうして、「人生」シリーズが無事に刊行されているのも、すべては具志堅様のおかげでございます。いつもすみずみまで行き届いたお仕事、本当にありがとうございます。


    　野の村むら編集長をはじめ、「人生」シリーズのために動いていただいている皆様にも改めて御礼を。本当にいつもお世話になっております。これからさらにお世話になることと思いますが、なにとぞよろしくお願いします。


    　そして地球を照らしてくださる太陽にも感謝を。いつも燦さん々さんと照っていただきありがとうございます。おかげさまで、草木が茂しげり、それを動物たちが食べ、地球の生態系が維い持じされ、メディアミックスの話をいただけました。ありがたや、ありがたや……。


    　最後に読者のみなさまにも、謝辞を。


    　みなさまのおかげで、「人生」シリーズ、これからおもしろいことになりそうです。ここから、さらに頑がん張ばりますので、もう少しお付き合いいただきたい！　『人生　第７章』にて、またお目にかかれれば幸いです！　もし諸々の進行が失敗したら、すさみきった僕があとがきを書いていることでしょう！　そのときは優しくしてください！


    



    【スペシャルサンクス】


    　今回、相談をいただいた迷える子羊たち（敬称略／掲載順）


    



    　極ちゃん


    　Ailla Arcana


    　家か畜ちくに神かみはいないッ!?


    　出でない順じゆん中なか山やま


    　ドナルド＝キョーキンス


    　シケキング

  



  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    本来、ここには僕の著者プロフィールが入る予定でしたが、アニメ化企画が進行中なことに、気持ちが盛り上がってしまい、自分の半生を二万字にわたって書きつらねてしまい、ボツとなりました。


    やむを得ず、ロシアのことわざを掲載します。


    「濡れている者は雨を恐れない。裸の者は盗賊を恐れない」


    この言葉を肝に銘じ、気持ちを落ち着けて、適切な分量のプロフィールの作成を心がける次第です。
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